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守屋 ピーボデ ィー科学アカデ ミーの成立

ピーボデ ィー科学 ア カデ ミーの成立

モー ス研 究 の一環 と して

守 屋 毅*

The Establishment of the Peabody Academy of Science

Takeshi  MORIYA

   This paper discusses a part of my study of Edward Sylvester 
Morse. An examination of the processes of the establishment of 
the Peabody Academy of Science, which later became the 
Peabody Museum of Salem, is the main topic. 

   Some biographical descriptions about Morse and his friends 
on the Foundation of Peabody Academy of Science show, in part, 
how the Academy was established. The entire processes have 
never been described, either in America or Japan. In this paper 
I attempt to describe the complete story of the foundation of 
the Peabody Academy of Science, and Morse's role in that process. 

   Edward Sylvester Morse, who participated in the foundation 

of the Academy, spent most of his life as a researcher working for 
the museum, except for the period when he was away from Salem. 
After his death, a large collection of ethnological materials, 
"The Morse Collection"

, was left to the museum. Most of the 
collection is related to Japan. 

   However, since it was assembled and taken to the Academy 
in the 1880's, later than the period of concern to this paper, it is 
not discussed here.
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1.は じ め に

1.1.

　本稿 は,筆 者 のエ ドワー ド ・シルベスター ・モース に関す る研究 の一環 としてあ ら

わされ る。 そ して,お そ らく,い ささか冗 長になるであ ろうことが予想 され る,こ の

文章は,モ ース にとって一生 の仕事場 となった ピーボディー科学アカデ ミーPeabody

Academy　 of　Science,す な わ ち今 日 のセイラム ・ピーボデ ィー博 物館Peabody

Museum　 of　Salcmの 設 立をめ ぐる諸経過 の叙述 を目的 と してつづ られよ うとしてい

る。

　従来,ピ ーボデ ィー科学アカデ ミーの創設 は,モ ースやその仲 間たちの伝記 的記述

には,す くなか らず関説 され る事柄 であ る。 しか し,そ れ らの伝記 のなかで ピーボデ

ィー科学 アカデ ミーに関す る記述は,い ずれ も断片的で あって,そ の創設 の全過程 を

展 望す る論稿 は,日 米 を通 じて,管 見 に とぼ しい。 この ような現状にかん がみ,本 稿

では,ピ ーボデ ィー科学 アカデ ミーが誕生 す る経過 を,で きるだけ詳細 に叙述 し,あ

わせ てその創設時期 におけるモ ースの役割 を点描 しようとおもう。

　 したが って,こ の考察 において,1867年 と い う年 は,格 別 の意味を もつ。　 　 とい

うの も,日 本 でいえ ば明治維新の前年(慶 応3年)に あ たり,ア メ リカでは南北戦争

が終結 してわずか2年 目の この年が,ア メ リカ合衆 国マサチューセ ッツ州 エセ ックス

郡 セイ ラム市 に,ピ ーボデ ィー科学アカデ ミー　 　この時点 で,こ の名称があ ったか

否かは,の ちに検討す る課題 とな るが　 　が創設 され,あ わせて・わがエ ドワー ド・

モ ースが,そ の職員(助 手)に 任命 された年 にあたっているか らにほかな らない。時

にモ ース29歳 の春で あった。

　 その ピーボデ ィー科学ア カデ ミーは,の ちにセイラム ・ピーボデ ィー博物館 と称 を

あ らため,現 在 にいたる。その創設に参与 したモース は,以 来,な か に一 時の中断 を

は さむ ものの,彼 の研究者 と しての生涯 のほ とんどすべ てを,こ の博物館 とともにす

ごす ことにな った。 しか も,彼 の死 後なお,ピ ーボディー博物館が,モ ースののこ し

た膨大 な収集 品　　 いわゆるモ ース ・コレクシ ョンを今 日につ たえてい ること,そ し

てその大半 が 日本 関係 の民族学資料で しめ られていることは,筆 者 自身,す で に幾度

か紹介す る機会を もった[守 屋　 1983,1985a,1986]・

　 もっとも,本 稿 におけ る筆者 の関心は,や がてモースの収集品 を収容 す ることにな

るピーボデ ィー科学 アカデ ミーが,い かに して成立 したのか という点 にしぼ られ る。
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モース ・コレクシ ョンの形成 とその ピーボデ ィー科学アカデ ミーへ の収蔵 は
,1880年

代 の ことであ って,1867年 を 節 目とかんがえ る本稿 の対象時期か らすれ ば,や や後年

の ことに属す るのであ る。

1。2.

　 1900年 とい うか ら,す でに ピーボデ ィー科学 アカデ ミー博物館長の職にあ ったモー

スは,同 博物館の100年 にわ たる歴史 を回顧す るス ピーチのなかで,つ ぎのよ うにの

べてい る。

1867年,偉 大な銀行家であり慈善家であったジョージ ・ピーボディーの寄附によって,ピ ー

ボディー科学アカデミーが創設された。建物は,東 インド海運協会か ら譲渡された。また同

協会博物館を構成 していた貴重な資料を,あ たらしい民族学にふさわ しいかたちで展示する

たあに,ギ ャラリーやケースが整備された。同協会が永久に寄託 したこのコレクションに,

さ らに,一 般的な博物学資料とエセックス郡の貴重な動植物コレクションがくわえられた。

それ らは,ヘ ンリー・ウィー トランド博士,フ レドリック ・W・ パットナム教授,そ の他の

人々のひとかたならぬ努力のおかげで,エ セックス研究所が我々の手にゆだねたものなので

ある[MORSE　 l900:4]。

　 ここには,本 稿が叙述 しよ うとしている ピーボデ ィー科学 アカデ ミーの創設経過 が

要領 よ くとかれてい る。あ らためて整 理す ると,ピ ーボデ ィー科 学アカデ ミーは,

　 (1)　 ジ ョージ・ピーボデ ィーの寄附 を基金 と して　 　 ピーボデ ィー科学 アカデ ミー

　　 の名が,そ の寄贈者を記念 す るものであ ることは,あ えて指摘 す るまで もない　　 ,

　 (2)東 イ ン ド海運協会 の建 物および所蔵の民族学資料をひ きつぎ,

　 (3)　 さ らにエセ ックス研究所 か らゆず りうけた 博物学資料をあわせた 博物館 とし

　　 て創設 された。

　 (4)　 な お,エ セ ックス研究所か ら資料 を移管す るにつ いて は,ウ ィー トラン ド,

　 　 パ ッ トナム らの尽力があ った。

　　 ということがで きるであろ う。

　 上記の事実 は,本 稿 をなす にあた っての予備的な知識を提供 す るとともに,本 稿が

対象 とせねばな らない範 囲をさ ししめす ものに ほかな らない。順不 同に列挙 すれ ば,

そ れ は,ジ ョージ ・ピーボデ ィーという人物,東 イン ド海運協会 およびその建物 と所

蔵 資料,エ セ ックス研究所 のな りた ちとその性 格,さ らにモースの回想 に名前のでた

ウィー トラン ドやパ ッ トナムの事 歴が,本 稿におけ る具体 的な課題 ということにな る

のである。

　 このような対象をあつか う本稿 にあ って,筆 者 が依拠 した基本的なデ ータは,お お
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むね,以 下 の3種 の文献か らえ られた。

　第一 に,関 係す る諸機関,エ セ ックス研究所,ピ ーボデ ィー科学 アカデ ミーなどの

記録 であ る。 もっと も,我 々が利用で きるのは,公 刊 された 「所報」「年報」 の域 を

でないのであ るが,そ れ らに記載 された事項だ けで も,詳 細に点検 すれば,従 来 みお

とされていた,お お くの事実 を しることがで きる。 また,そ れ らの機 関の 「年史」

「目録」および研究紀要,パ ンフレ ットな どの記事 が,こ れ に準 じるであろ う。

　 第二に,当 事者 の手紙 や日記 であ る。 これ らにつ いては,ド ロシー ・ウェイマ ンに

よる伝記 『エ ドワー ド・S・ モース』[WAYMAN　 l943]に 豊 富 な紹介 がみ られ,そ

れ 自体 が一種の書簡集 ・日記抄 の性格 をおび る。なお,本 稿 における同書の引用は・

以下,日 本語版[ウ ェイマ ン　 1976a,1976b]に よ り,適 宜 「伝記」 の略称 をもちい

ることが ある。

　 また,R・W・ デ キシタ ーの一連 の論文 が,モ ースの仲間た ちの手紙 や 日記 を豊富

に提供 していて,参 考 にな る。本稿の話 題に直接 かさな りあうデキシターの関連論文

は,お そ らく20編 にちかいであ ろう。本稿 は,そ の目的 か らして,ほ とん ど関係者 の

私 的な生活 にふみ こむ ことを しないので,か な らず しもそれ らを充分に活用す る機会

がないか もしれないが,た だ,筆 者が本稿を執筆 す る直接 のき っか けは,デ キシタ ー

の丹念 な仕事 に接す ることによってえ られた ものであるこ とを,い いそえておかねば

な らない。

　 第三 に,当 事者 あ るいは当事者 にちかい立場 にあ った人 物の回想 ・覚書であ る。 さ

らに,一 次資料 を収録 す る　 　 もしくは一次資料によ った ことがあき らかな　 　歴史

的叙述 も しくは伝記の類 が,こ れを補足す る。本稿が とりあつか う対象 は多岐 にわた

り,そ れゆえ,関 連 す る一次資料 は広域 に分散 してい る。 したが って,そ れ らを集成

した既往 の研究 は,筆 者におお くの便宜 をあたえ る。

　 筆者 は,こ れ らの基本的文献をセイ ラム ・ピーボディー博物館およびプ リンス トン

大 学図書 館の蔵書 によって閲覧す ることをえ,ま た不足す るもの はプ リンス トン大学

図書 館イ ンター ・ライブラ リー ・サ ービスを介 して コピーを入手す ることがで きた・

各機 関の関係者1とあ らか じめ感謝の意をあ らわ して おきた いとおもう。

1.3.

　付言すれば,こ れまで,日 本 において も,ま たアメ リカにあ って も,モ ースの事 跡

を参照す るにあた っては,ま ず,ウ ェイマ ンによるモースの伝記(前 掲)に な らうの

を通例 として きた。
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　 この著書 は,モ ースの本格的な伝 記 として唯一 のものであ るばか りでな く・かねて

名著 のほまれ がたか く,ま た 日本語 訳 もあ って,は ばひ ろい読者をえて きた。 ことに・

欧米 の伝記 の正統 に したが って,モ ースの 日記 や手 紙 を駆使 し,そ の本文 をふんだん

に引用 しているところに資料的な価 値があ り,そ れ らの諸資料が いま もって公刊 され

ていない現状 にあ っては,刊 行以来40年 あま りをへ てなお,依 然,た かい評 価をたも

ってい る。本稿 もまた,ウ ェイマ ンの記述 か ら恩恵 を こうむるところ・す くな しとし

ない。

　 しか し,こ れは伝記作者 の文章 にままあ りが ちな弊 なのであ るが,ウ ェイマ ンの記

述 には,そ の もとにな った出典 の明記 をか くところが おお く,ま た,子 細 によめ ば,

筆 のは しりす ぎとおもわれ る部分 、あ るいは前後 に相矛盾 した記載 も,す くなか らず

みいだ され る。本 稿 において対象 とな る箇所 にあっては,と りわけ,そ の傾向が いち

じる しいようにみ うけられ る。 したが って本稿では,し ば しば,そ の本文 に批判的な

検討 をこころみることにな るであろ う。本稿 は,そ の本来の課題 とあわせて,ウ ェイ

マ ンの記載を再点検す る契機 をは らむ もの とす る。

　 ちなみにいう。後述の ような事 情か ら,全 米 にはく ピーボデ ィー〉と名のつ く博 物

館が,筆 者 の承知す るかぎりで も,3つ 存在 す る。す なわち,ハ ーバ ー ド大学アメ リ

カ考古学人類学 ピーボディー博物館,エ ール大学 ピーボデ ィー博物館 およびセイ ラ

ム ・ピーボデ ィー博 物館 である。ただ し以 下,本 稿 において単 に ピーボデ ィー博物館

と記す場合 は,と くにこ とわ らな いか ぎり,セ ィ ラム ・ピーボデ ィー博物館 をさす も

の とす る。

　 あわせて,ピ ーボデ ィー科学 アカデ ミーにつ いて も,便 宜上,こ れを科学 アカデ ミ

ー,あ るいはアカデ ミーと略称す ることがあ る。

2.セ イ ラム学 派　 　その 形成

2.1.

1867年 春 に ピーボデ ィー科学 アカデ ミーが創設 された とい うのは,い わば突 出 した

出来事 のひとつ にす ぎなか った。

　む しろ,最 初 に指摘 しておかなければな らないのは,こ れを前後 す る1860年 代 後半

か ら70年 代の初頭 にかけて　 　それは,か ぞえかた によっては,足 かけ5年 にみ たな

い短期間で はあったが　　 ,セ イ ラムにおいて,ち いさな,し か しアメ リカ科学史の

うえで記憶 にとどめ らるべ き,〈 学派 〉が形成 されて いた事 実であろ う。 いまか りに
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それ をセイラム学派 とよぶ。

　 ドロシー ・ウェイマ ンの 『エ ドワー ド・S・ モ ース』第8章 は,創 始期 の ピーボデ

ィー科学 アカデ ミーにおけるモ ースの動 静について記述す る章であ るが,そ の章 は,

「4人 の狂気の若者 たち」 と名づ け られてい る。 しか して,「 狂気 の若者」 とされ た

4入 こそ,筆 者 のい うセィラム学派のメ ンバーをさ しているのであ った。すなわ ち・

フ レドリック ・パ ットナム,ア ル フェウス ・ハイア ッ ト,ア ル フェウス ・パ ッカー ド・

ジュニァ,そ して,わ がエ ドワー ド・モ ースの4人 である。 もっとも,私 見を もって

すれ ば,こ れ にケ ールブ ・クックを くわえな ければな らないが,な ぜか彼 の存在 は無

視 されが ちであ る。

　 ちなみに,「4人 の狂気 の若者 たち」 とい う表現は,ウ ェイマ ン自身 が示唆す るよ

うに,``01d　 Houses　 of　Salem"と 題 された著者不明の リー フレッ トのなかの一節か

らとられてい る[Old　 Houses　of　Salem　 l870:9]。 戯 文 ともい うべ きこの文章 の著者

は,モ ースその人 であったのか も しれない。モ ースの没後,そ の秘書 マーガ レッ ト・

ブル ックか らひ きついだ資料 をもとにモ ースの著作 目録 をつ くったA.P.モ ー スは,

これをモ ースの作品 として,リ ス トに くわえて いるのであ った[MORSE　 l927:18]。

　 いずれ にせ よ,全 員が,当 時,30歳 にな るやな らずの若者た ちで あった。 ウェイマ

ンが彼 らの年齢 を20代 の初期 としているのは[ウ ェイマ ン　 1976a:262]・ 彼 女のか

ん ちがいであ る。

　 彼 らは,そ の出身か らして,ひ とまず動物学者 とい ってよか った。 しか しその関心

とす る領域 は,ど うみて も,今 日われわれのい う動物学 の範囲 にお さま りきるもので

はない。博物学者 という,い までは,い ささかふ るめか しくな った呼称 こそ,彼 らに

もっと もふ さわ しい称号であ ったか もしれない。彼 らの学問は,動 物学 のほかに考古

学 ・人類 学 ・民族学 などへ の関心を,い まだ未分化 のままに潜在 させていた。ハ イア

ッ トやパ ッカー ドのよ うに動物学者 と して大成 した ものがいるか とおもえ ば,パ ッ ト

ナムが しだいに考古学 ・人類学 に研究の重心を うつ し,モ ースが民族学か ら宇宙学に

まで関心を拡張 してい くように,こ の学派の メンバーは,や がてひと くちに動物学者

とはいえな くな ってい ったので ある。

　 それ は先の こととして,ピ ーボデ ィー科学 アカデ ミーの創設 をめ ぐる,彼 ら,わ か

わか しい知性の,く るお しいばか りの活躍ぶ りは,と りあえず ウェイマ ンの達意の文

章 にゆだねて,こ こでは,ピ ーボデ ィー博物館 の記録 を参考に,あ らためてパ ットナ

ム らのアカデ ミーとのか か わ りを 摘 記 す る と,以 下の ごとくであ る[WHITEHILL

1949:173-174]。
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　 フ レドリック ・パ ットナム〈1839～1915>　 1867年==博 物館責任者,1868～75年=

　 　 博物館長兼学芸員

　 ケ ール ブ ・ク ック〈1836～80>　 1867～75年 一助手,1875～80年=学 芸員

　 アル フェウス ・ハイア ッ ト<1839～1902>　 1867～70年=学 芸員

　 エ ドワー ド・モ ース<1838～1925>　 1867年=助 手,1868～70年==学 芸 員,1880～

　 　 1916年 ・=博物館長,1916～25年 一名誉館長

　 アル フェウス ・パ ッカー ド・ジュニア<1839～1905>　 1867年==助 手,1868～76年

　 　 =学 芸員,1876～79年 一博物館長

　 つぎに彼 らの,そ の後の進路を記 してお く。

　 フレ ドリック ・パ ッ トナム　 1876年,ハ ーバー ド大 学 ピーボデ ィー博物館学芸員 に

　　転 出,の ち同教授。

　 ケールブ ・ク ック　 1880年,死 亡 。

　 アル フェウス ・ハ イア ット　 1871年,ボ ス トン博 物学協会博物館学芸員 に転 出。の

　　 ち,マ サチ ューセ ッッ工科大学 ・ボス トン大学 古生物学教授。

　 エ ドワー ド・モース　 1871年,ボ ー ドン大学教授,1878年,東 京大学教授な どをへ

　　 て,1880年,ピ ーボデ ィー科学 アカデ ミーに復帰,同 館長。

　 アル フェウス ・パ ッカー ド ・ジュニァ　 1880年,ブ ラ ウン大学動物学教授 。

　 2つ の一覧表を対照 してみれば,い うところのセイ ラム学派 は,19世 紀 後半のアメ

リカ博物学界 を代表す るナチ ュラ リス トたちの青春 の一酌で あったことが,了 解 され

るであろう。

　 2.2.

　 も っと も,1867年 春 に彼 らがセィ ラムにあつま っていたという事情 を説明す るため

には,さ らに,そ の前提 とな る,い くつかの事柄 にふれておかね ばな らな い。彼 らは

ともに,ハ ーバ ー ド大学 にあ って,ア メ リカにおけ る近代生物学 の父ル イ ・アガ シー

教授 にまなんだ同窓生であ った。1850年 代 後半 か ら60年 代前半 にか けての ことであ る。

当時 の学生仲間 には先の5人 の ほかに,ア ンダー ソン ・ベ リル(の ちにエール大 学動

物学教授),ナ サニエル ・シェイ ラー(の ちにハ ーバ ー ド大学地質 学教授)な どの顔

もみえた。　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 °

　 ウ ェイマ ンは,か いてい る　 　。

　　 1859年 か ら60年 までのアガシー教授の学生助手の名簿を読んでいくことは,と りも直さず40
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年後のアメリカ博物学上の著名な人名,即 ち模範的教科書の著者,素 晴らしいコレクション

の主事,東 海岸のすべての大都市の大博物館長の人名を読みあげることになるであろう。天

才的な若者たちがアガシーの足もとに,自 然の引力で引き寄せられたとすれば,同 じ重力で

アガシーの賢明な選択が加えられていたにちがいないのである[ウ ェイマン　 1976a:92]。

　 アガ シーはスイス人で あったが,1846年,動 乱の ヨー ロッパ をのがれて 渡 米 し,

1847年 以 来,ハ ーバ ー ド大学で教鞭を とっていた。 そ して学生た ちは,ア ガ シーの60

数 年 にわた る生涯 で,お そ らく,も っともかがやか しい時期 に際会 していたにちがい

なか った。アガ シーの伝記 の著者であ るジュルス ・マル コー　 　彼 はまた,ア ガ シー

の友人で もあった　　 が,1858年 か ら61年 を,ア ガ シーの生涯 におけ る一つ の期間 と

してと りあつか い,こ れに3章 分一 最大のペ ージ数にあた る　　 をあてた のは・ま

さ しく当をえていた[MARcou　 l896:63-143]。

　 お りしもハ ーバ ー ド大学では,ア ガ シー指導の もとに,比 較動 物学博物館の建設 が

進行 中であ り,ア ガシーとアガ シーを したう門下生 とは,そ の創設準備 を通 じて・ き

わめて親密 な関係 をた もった時期 にあたっていたか らであ る。

　 もう一人 の伝記 の著者であ るエ ドワー ド・ル リーは,つ ぎのよ うに記 した 匹URIE

l960:314]。

すべてが,か がやける若者たちであった。(中 略)ア ガシーは,何 人かの博物館助手のため

に給料の支払を用意し,動 物学会館(学 生たちの宿舎となっていた建物一筆者註)を 提供す

る費用を自費でまかない,そ の機関で,彼 らのすべてに無償の教育をほどこしたのである。

2。3.

　 しか し,1860年 代 にはいって生 じた い くつかの出来事 が,そ の関係を急速 に崩壊 に

みちびいた。

　 ひとつは,1861年 の 南北戦争 の勃発で ある。外国人であ ったアガ シー と,ア メ リカ

の,そ れ もおもに北部出身の学生 たち とで は,お のず と,こ の内乱 に対す る シンパ シ

ーに差が生 じるのは当然であ った。出征 を志望す る学生た ち　　 そ して事実,何 人か

の学生が兵役 についた　　 の態度を,ア ガ シーはにがにが しくお もった。それ は・彼

がいま まさに実現 しようとしてい る,あ た らしい博物館の仕事 の中断を意味す るもの

にほか な らなか ったか らであ る。教授 は,学 生 たちが戦況を報 じる新 聞をよむことす

ら,許 可 しなか った とい う[ウ ェイマ ン　 1976a:211]。

　 ふ たつには,ダ ーウィンの進化論 をめ ぐるアガ シーの立場があ った。ダー ウィンの

『種 の起源』 が公刊 されたの は,1858年 の ことで ある。 その衝撃 は,ボ ス トンの科学

界 におおきな論争 をま きお こ し,ボ ス トンは ロン ドンについで第二 の論戦 の舞台 とな
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った。 アガ シーは,反 進化論 の中心人 物で あ った。牧師の子に うまれたアガ シーは,

古典 的な学説 を堅持 した。植 物学者 工一サ ・グ レイと地質学老 ウィ リァム ・ロジ ャー

ス　　 彼 らはアガ シーの旧友であ った　　 は,ダ ー ウィンの説を支持 した。1860年 度

のボス トン博物学協会の「会報」は,そ の会合 におけ る彼 らの論争をつぶ さに記録 して

いる[BosToN　 SoclETy　 oF　NATuRAL　 HlsToRy　 l860:231-232]。 一 方,感 受性 ゆた

かな若者 たちのあいだに,こ の衝撃 的な新説 は しだ いに浸透 して いった。アガ シーの

学生 のひと りで あったモ ース は,や がて 日本 で最初 に進化論を講義す る人物 とな る。

　 しか し,こ のふ たつが,師 弟の関係 を崩壊 させ た決定 的な原因であ った とはみな し

がたい。南北戦争 の影響 は全米的 なものであ って,両 者 のあいだ に固有の出来事では

なか った し,ア ガ シーの弟子た ちが進化論 に傾斜 す るのは,か な りあと1870年 代 には

い ってか らのことだ ったか らであ る[DEXTER　 l979a]。

　 その点 では,モ ースの日記 をつぶ さに検討 した ウェイマ ンが,目 ざと く,「 一塊 の

バター」 に師弟 間の紛争 の発端 をみ いだ したのは,さ すがに,す るどい。彼女は,当

時,学 生 たちの寄宿舎 になって いた動物学会館の管 理人 と学生 たちが,ひ とかた まり

のバタ ーのおお きさをめ ぐって喧嘩 とな り,学 生た ちの予期 に反 して,ア ガ シーが管

理人の側 にた ち,た めに学生 たちが動物学会館をで る,で ない とい う騒動 にまでな っ

た事 件を紹介 してい る[ウ ェイマ ン　 1976a;160-163]。

　 この事件は,い わば氷 山の一角 にすぎなか った。師弟 のあいだに しば しばおこりが

ちな些細な確執の蓄積 が,み っつ 目に,そ して もっとも直接 的な師弟離反 の理由 と し

て,指 摘 されな くてはな らなか った のであ る。よ り敷術 していえば,こ の確執 は,は

や くも,わ か くして研究者 としての自立 を指向 しは じめた俊英 たち と,あ くまで も彼

らを 自分の管理 ・指導の もとにお こうとす る教授 との関係 において把握 され るべ き性

格の ものであ った。

　 モースの学友た ちの当時の手紙 には,し だ いに彼 らが アガ シーに対 してつ の らせて

いった不満が,あ か らさま に表明 されていたのである[DEXTER　 l965]。

　 最初 にアガ シーの もとを さったのは,モ ースであった。1861年 の年末,モ ースは故

郷の ポー トラン ドにかえ り,結 婚 した。そ してポー トラン ド博物学協会 の仕事 に従事 し

つつ,動 物画 の画工 として,自 活の道 をさが しは じめることにな る[DEXTER　 l967]。

えて して モース の離反は,比 較動物学博物館 におさめた彼の個人的な コレク ションに

対す る代金支払 に起因 していたよ うに理解 されが ちであ る。

　 しか し彼 は,1861年12月30日,す なわち彼 がアガ シーのもとを さった 日の 日記 に,

つ ぎのようにか いた。
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先生は自分の本心の姿を見せた。人が彼にへつ らい,何 も望まず無欲に生きることに満足す

る限り御機嫌なのだ。しかし人が独立を主張する.と,た ちまち苛立ち腹を立てるのだ[ウ ェ

イマン　1976a:227ユ 。

　 コレクションの代金 は,「 一塊 のバ ター」 と同様 　それ 自体は皮相 な ことだ ったの

であ る。 日記 は,さ らにつづ く。

　　 e一の年の終りに,2年 間いた比較動物学博物館と縁を切った。私はあらゆることを学んだ。

　　 そして教授が与えて下さった学問に対 しては恩義を感じている。 しかし他の事柄では先生の

　　 行為を心から非難 したい[ウ ェイマン　 1976a:228]。

　 ル リーによれ ば,こ のとき,ア ガ シーの息子 ア レキサンダ ー ・アガ シー　 　彼 もま

たルイ ・アガ シーの学生 のひと りであ ったが,終 始,父 に忠実で あった　　 は・モー

スのあ とにつづいて,お お くの学生が父か ら離反す るであろうことを予測 していた と

い う[LuRIE　 I960:313]。 そ の予測はあた った。

　 1863年,ア ガ シーが提案 した博物館の勤務規則 をめ ぐって,師 弟のあいだは,も は

や回復不可能 なまでに冷却 して しまった。アガ シーの提案 した規則 は,博 物館 に勤務

す るものの研究成果 や収集品 を個人の業績にせ ず、すべ て機 関に帰属 させ るとい う内

容 の ものであ った。

　 1864年 か ら65年 に かけて,あ るものはみずか らすすんで,あ るものは職を とかれ,

ハ ーバ ー ド大学 におけ るあた らしい研究機 関　　比較動物学博物館の創設 に情熱をか

たむけた彼 の門弟 たちは,す べて アガ シーの もとか らいな くなった。学生た ちは,師

に失望 した。またアガ シーは,こ れか らの ち,ア メ リカのわかい学生 を信頼 しな くな

った。彼 は,学 生 の さったあとの比較動物学博物館の運営 を,つ ぎの世代の学生 た ち

にではな く,す で にエスタブ リッシュされた学者 たちの手 にゆだね るのであ る。

　 そ してその直後,ア ガ シーのもとを さった青年 たちのうち,5人 までが セイラム に

結集 し,一 派 をか たちつ くったのであ った。 アメ リカの科学史家 は,こ の うごきに対

してくセイ ラム離反 〉すなわ ち``Salem　 Secession'　'と いう表現をあたえ る[DExTER

l965]。``Secession"と は,あ たか もおな じ時期・ 南北戦争 に際 して南部諸州 が合衆

国か ら分離 したのを表現す るときに,歴 史 家の もちい る用語 にほか な らない。

2.4.

　 ところで,ウ ェイマ ンが1867年 の モースの様子 を 「4人 の狂気 の若者た ち」 と して

えがいたのは,創 設時 の ピーボディー科学アカデ ミーにあって,モ ースの しめ る位置

が,い まだ4人 のなかのひと りにす ぎなか った ことをものがたる。
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　 セイラム学派の,そ して ピーボディー科学 アカデ ミー設立 の主役 は,モ ースではな

か った。 も し,主 役 とよぶ にふ さわ しい人 物がいる とした ら,そ れ はフ レドリック ・

パ ットナムをおいて,ほ か にいない。 ピーボデ ィー科学 アカデ ミー博物館の初代の館

長は,パ ッ トナムその人 であ った。

　 また,こ のアガ シー門下 の失意の同窓生 がセイ ラムにあつ まって くるにつ いて も,

パ ッ トナムの存在 とはた らきがおおきか った とかん がえ られて いる。学生時代 に,す

でに彼 らのあいだでパ ッ トナムが指導的立場にあ った ことは,あ の 「一塊のバター」

事件以来,学 生 たちが師の アガ シーと対立 した ときには,い つ もパ ッ トナムが彼 らを

代表 して折衝 にあたり,事 態の収拾 につ とめていた事実 か らも,容 易 にうかがえ ると

ころで あった。

　 セイ ラムは,パ ッ トナ ムの うまれ故郷であ った。彼 は1837年,エ セ ックス郡の名門

の子 として,こ の町 にうまれ,良 家の子弟 にふさわ しい教育 を地元の私立学校で うけ

た。彼 は,1早 熟で あった。16歳 に して,は や くもエセ ックス郡の魚類について、つい

で鳥類 につ いての研究 を発表 していた。我 々はそれをエセ ックス研究所の 「所 報」 に

よ ってみることができる[PuTNAM　 1856ab]。 少 年時代以来,エ セ ックス硫究所 の

メンバーであ り,ま た その運営 にも関係 して きたのであ る。

　 その彼 が,ア ガ シーを した ってハ ーバー ド大学へ い ったの は,1856年 の ことである。

そ こでアガ シーをたす けて比較動物学博物館の創設 に参画す るが 、師弟の間に軋礫 が

生 じたことは,す で にのべ たとおりであ る。彼 は,1864年,ア ガ シーの比較動 物学 博

物館の助手 をや め,セ イラムにかえ った。

　 そ してその年,エ セ ックス研究所か ら,同 研究所 の博物館管理責任者の職をあたえ

られた。管 理責任者 に着任後 は,同 研究所博物館の事業 のすべ てを指揮 し,出 版物の

発行 にあたるなど,精 力的な活動を おこな ってい る。 エセ ックス研究所の 「所報」 を

くってい ると,彼 が着任 した1864年 以 降,同 研究所 におけるパ ットナムの指導的な役

割 が手 にとるようにうか がえ るが,こ こで はおお くを省略す る。ただ結 果か らみて,

彼 の もっと もおおきな仕事が,エ セ ックス研究所 か ら独立 した,も う一 つの研究機 関

　　 それが ピーボデ ィー科学 アカデ ミーに実現す ることにな る　 　の設立であ り,同

時に一般 むけ科学雑誌の刊行　 　それ はセイ ラム学 派の機関紙 ともいうべ き 『アメ リ

カ ン ・ナチュラ リス ト』 に実現 した　　 であ った ことを指摘 してお けば,さ しあた り

ことた りる。

　 いずれ にせ よ,パ ッ トナムは,こ う したセイ ラムで の仕事 に,学 生 時代 の仲間 を勧

誘 したよ うにみうけ られ る。
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　 彼 らのなかで,最 初 にエ セ ックス研究所 にポス トをえたのは,パ ッ トナム とおな じ

くセィラム出身のケ ールブ ・クックで あ った。彼 は,モ ースのハ ーバ ー ド時代 の日記

に しば しば登場 しながら　　我 々はそれ を ウェイマ ンの引用によ って しることができ

る[ウ ェイマ ン　 1976a:139,143]　 ,こ れまで,前 後の履歴が もうひとつ はっき

りしな い人物であ り,ま た仲 間 うちでも一段ひ くくみ られていた形跡 もあるのだが,

ヱ セ ックス研究所 には,は や くか ら関係 していた。1836年 に セイラムにうまれ,1853

年17歳 で 創設5年 目のエセ ックス研究所 の メンバー とな った。 「所報」 に掲載 された

各年度の職員録 は,彼 がハ ーバ ー ド大学へい くよ り前 の1856年 に博物学部門学芸員 に

就任 し,さ らにハ ーバ ー ド時代の1857年 か らはキ ャビネ ッ ト・キーパ ーを兼務 してい

た ことをつ たえてい る。

　 しか し,彼 はアガ シーの命を うけ,1859年 以 降,外 地 にあった。すなわ ち,1859年

アガ シーは彼 をブ ラジルのパ ラに派遣 した。比較動 物学博 物館 の標本を収集す るため

であ った。 そ して1860年 か ら65年 に かけてはアフ リカ東海岸のザ ンジバールおよびマ

ダガスカル に滞在す ることにな った。

　 この仕事 の過程 で,ア ガ シーとのあいだに意志 の疎通 をか くところがあ ったのは,　 、

ハ ーバ ー ド大学 にの こっていた,ほ かの学生 たちの場合 とことな らなか った。遠 隔地

の ことゆえ,資 金 の補給 もとだえが ちで,そ のつど,ク ックは故郷 エセ ックス研究所

の幹事 ウィー トラン ド博士　 　この人物については,の ちに くわ しくのべ る　 　に窮

状を うったえ る手紙 をお くり,援 助を もとめた。 しかも,ク ックは,現 地でマ ラ リア

にかか った。 しか し,ア ガ シーはク ックの仕事ぶ りに不満 であり,目 的を達 成す るま

で帰 国をゆ るそ うとしなか った。そのアガ シーを説得 し,彼 を よびかえ したのは,こ

れ もウィー トラン ド博士の奔走の結果であ る[DExTER　 l970,1979]。

　 病身 のク ックは,現 地で1年 半ばか り静養 したのち,1865年 の 夏,セ ィ ラムに もど

り,エ セ ックス研究所 に博物学部門学芸員 として復帰 した。

　 この クックにつづいて,1866年 の 夏か ら秋 にかけて　 　おそ らくピーボデ ィーによ

る寄 附の可能性 が濃厚 にな った時期に,の こりの3人 がセィラムにや って くる。 ウェ

イマ ンによ ると,「1866年 の春 に,ブ レッ ド・プ ッ トナム(パ ッ トナ ムの こと一筆者

註)は かつての級友 であ るモ ース,ハ イア ッ ト,そ してパ ッカー ドに対 して,秋 まで に

は全員 セー ラムで雇われ るか ら他 と契約 しないよ うに,と の手紙を書 いていた」 とい

う[ウ ェイマ ン　 1976a:257-258]。 そ の言葉 どお り,エ セ ックス研究所 は1866年8

月9日 の定例会議 で,ハ イア ットとパ ッカー ド(と もに,そ れまでは ボス トン博物学

協会 の学芸員)の 同研究所学芸員への就任 を承認 したこ とが,「 所報」 に記録 されて
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い る。モースの着任 の時期 が記録 にの こって いな いのは不 審 とすべ きであろうが,お

そ くともその年 の年末 まで に　 　はや ければ9月 には　　 ,モ ースもまた,エ セ ック

ス研究所 に学芸員 と して籍をおいたはずであ る。エセ ックス研究所 は,1866年 末 に,

パ ッ トナムを編者 に して 『博物学者名簿』 を発行 したが[PUTNAM　 1866],そ こ に

登載 された5人 の肩書 は,い ずれ もエセ ックス研究所学芸員 となって いるのであ る。

　 とりわ けモースは,そ の ころ,あ た らしい仕事 を もとめる必要 にせ ま られていた。

　　 とい うのも,モ ースは,ほ かの仲間た ちとちが って,は や くにアガシーの もとを

さ り,出 生の地であ るメイン州 ポー トラン ドにあ って,同 博物学協会の管理責任者 の

任 にあった。 と ころが,1866年7月4日[BARRY　 1982:15]に お きた 大火 によ っ

て協会が建物 と収 集品を うしない　　 ちなみに,こ の協会 は以前 にも火災 で壊 滅的な

打撃を うけてお り,モ ースの仕事 は,そ の再建 にあ ったのだが　　 ,た めにモース

は研究 と収入の場を ともにうばわれて しま ったか らであ る[PoRTLAND　 SocIETY　 oF

NATuRAL　 HIsToRY　 I869]。

　 モ ースは,1866年9月 には,セ イラムにきて いた。そ して1年 半ばか りのちの1868

年 早 々,彼 は,セ イ ラム市 リンデ ン ・ス トリー ト12番 地に家をたてた。 これ が,モ ー

ス生涯のくホーム 〉とな る[ウ ェイマ ン　 1976a:259]。

3.セ イ ラ ム東 イ ン ド海 運 協 会

3.1.

　 セイ ラムは,マ サチューセ ッッ州の 中心都市 ボス トンか ら北東へ15マ イル,複 雑な

海岸線 の入江 に面 して位 置す る町であ る。現在 で は,夏 の観光 シーズ ンのにぎわ いを

のぞけば,ニ ュー ・イ ングラン ドの,あ りふれた,し ず かな地方 都市で しかない[守

屋　　1983,1985b]。

　 しか し,そ の歴史 はふ る く17世 紀 前半 にまで さかのぼ る。 メイ フラワー号が プ リマ

スに到着 したのは1620年 で あ ったが,そ れか らわずか6年 後の1626年 に植民が開始 さ

れた この町は,「 マ サチューセ ッッの母 な る町」 とよばれて きた。 そ して18世 紀 後半

か ら19世 紀の初頭 にか けて,す なわ ち,ア メ リカの独立戦争 を前後す る時期に絶 頂を

むかえた,港 湾都市 セイラムの繁栄 は,こ の国の歴史 に,重 要な1ペ ージを くわえ る

こ とになった[RoBoTTI　 l948:15-17]。

　 日本 における海事史研究の第一人者 であ る金井 円は,当 時の アメ リカの様子 を,つ

ぎのようにかいてい る。
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(独立戦争後の一筆者註)ニ ュー ・イングランドには,ふ たつの大きな動きが目立った。 ア

パラチア山脈を超えて,ラ イフルと斧とコーンの三種の神器をたよりに西へ西へと一家あい

たずさえて移住する農民の動きがそのひとつであった。(中 略)そ して第二に,大 西洋から

インド洋,地 中海,太 平洋へと富を求めて船出する漁師や商人たちの動 きが あった[金 井

1979:13-14]o

　 セ イ ラムは,海 へむか うニ ュー ・イ ングラ ン ドの中心 に位 置す る港 の一つであ った。

アメ リカの海事史家は,「 セイラム貿易 の時代」 という言葉を もちい ること が あ る。

セイラムの海外貿易は,一 時代 を画 したのであ る。

　 1799年 とい うか ら,セ イラムの全盛期 にあた るが,そ の年 の9月,セ イ ラムの船の

りた ち22人 の発議 によ って,セ イラム東 イン ド海運協会East　 lndia　 Marine　 Society

of　Salemが 設 立をみた。以下,　 Whitehill[1949]に 収録 された資料,お よびその

叙述 を参考に,こ の協会 の沿革 について概 観 してお く。

　 セイ ラムには,船 主 の団体 と して,す でに1766年 創 設の セイラム海運協会Marine

Society　 at　Salemが あ った[OsGooD＆BATcHELDER　 l8ブ9:ll9]。 それ が船長 も

しくは船主で あること以 外,と りたてて会員資格 をとわなか ったのに対 して,こ の東

イ ン ド海運協会 は,え らばれた船 の りの団体 を目ざ して いた。

　 東 イ ン ド海運協会 は,会 則冒頭の規定 によ って,同 協会の会員になるには,

　 (1)　 セ ィ ラムの住人で あることは もとよ り,

　 (2)　 船 長 か指揮官の経験を もつ こと。
'
(3)　 お よび,喜 望 峰 もしくはケ ープ ・ホ ーンを こえて,東 イ ン ド貿易 に従事 した

　　 実績を有す ること。

　　 の3条 件を ともに充足 していることが要求 されたのである。

　 セィラムにすむ船 の りはす くな くなか った とはいえ,こ の3条 件 をともにみたす こ

とは,当 時のセィ ラムにおいて,名 誉あ る船の りの資格 とかん がえ られていたのであ

ろ う。 この条件 にかな う人 は,そ うおお くはなか ったとお もわれ るが,創 設 時に協会

に参加 したメ ンバ ーは30人 にのぼ り,同 年中に加入 した ものを くわえれ ば初 期のメ ン

バ ーは40人 をかぞえた のである。港湾都市 と してセイ ラムが擁 した船の りの,す ぐれ

た キャ リアを ものがた る数字であ った。

　 セィ ラムにおけ る海外貿易 は,1902年 に完全 におわ りをつげた。 これを境 に,協 会

もしだいに使命 をおえ るので あったが,そ の歴史 を通 じて,合 計402人 もの船 の りが,

メ ンバ ーとして名をつ らね ることにな る[WHITEHILL　 l949:160-169]。

　 会員 は,入 会 に際 して25ド ルをは らい,年6回 の会合 に出席 して,そ のつど,25セ

ン トが徴収 された。 これが会の基本 的な収入 とな った。初期の記録 は,こ の協会が も
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よおした豪勢な酒宴や晩餐の様子をつたえている。

会 計 にの こさ れ た領 収 証 か ら判 断 す るに,こ れ らの 宴 会 に は,ワ イ ンや 酒 がふ ん だん に用 意

され た。(中 略)1808年11月 の年 次 総 会 の勘 定 書 は,食 前 の ワ イ ン,パ ンチ,ジ ン,ブ ラ ン

デ ィ ー と葉巻 に17ド ル,そ して100人 分 の正 餐 が250ド ル(1人2.5ド ル)と な って い る ばか

りか,そ の5日 まえ には,6ダ ー スの マ デ ィ ラ,2ガ ロ ンの ブ ラ ンデ ィー,半 ガ ロ ンの ジ ン

に,53.5ド ル が は らわ れ て い た ので あ った[WHITEHILL　 1949:19]。

　 また,彼 らが おこな った盛大な野外行列 も,な が く人 々の記憶 にの こるものであ っ

た。

その初期には,年 次総会をまえにして,100人 以上のメンバーが町をねりあるいたものであ

った。彼らは,中 国の官吏,イ ンドの王様,ア ラビアの皇帝のようにきかざり,極 東の骨董

品や乗物をおしたてていた[PHILLIPs　 l954:37]。

　豪勢な宴会といい,人 目をおどろかす派手な行進といい,そ れらは,と りもなおさ

ず,東 インド海運協会に加入 したセイラムの船のりたちの,ゆ たかな財力を誇示する

ものにほかならなかった。

3,2.

　 ところで・ この協会 は,1800年 の法人化 に際 して,目 的 とす る3つ の事業 を明示 し

た[EAsT　 INDIA　 MARINE　 SoclETY　 oF　SALEM　 l821:3-4]。

　 すなわ ち,

　 (1)援 助 を必要 とす るか も しれな い,死 亡 した会員 の未亡人 および子供 に対 して,

　　 協会の収 益金 か ら補 助す ること。

　 (2)　 航 海 の向上 と安全 に寄与す るであろ う事 実 と観察 を収集 す ること。

　 (3)　 喜 望峰 およびケ ープ ・ホー ンのむ こうで発見 された 自然 ・人工 のめず ら しい

　　 資料 の博物館を創設 す ること。

　　 の3つ で ある。先行 の海運協会が,慈 善 と航海 の進歩 とい った漠然 と した 目的 し

か標榜 していなか ったことを おもうと,東 イ ン ド海運協会 の,こ の明確な事業 目的の

設定 もまた,両 協会 のあいだに,一 線 を画す もの となった。

　 (1)に お いて,ま ず私た ちは,こ の協会 の相互扶助組織 としての性格をみ ることが

で きるであろう。 この目的 は・協会の歴史 を通 じて,か わ ることがなか った。創設 か

ら150年 ちか くの ちにな って も,な お協会は ・ 最後 の会員 の未亡人に対 して,必 要 な

援助をお こな っていたので ある。

　 もっとも・従来 ・同協会 のはた した貢献 は,と りわ け(2)に お いて,た か く評価 さ
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れて きた。航海上の情報を組織的に収集 するというこころみは,セ イ ラム東 イ ン ド海

運協会の,こ の事業を もってアメ リカにおける先 駆的な例 とかんがえ られ るか らであ

る。 アメ リカ合衆国議会 が,ジ ェフ ァーソン大統領の提案 に したがって,世 界的な沿

岸調査隊の派遣を決議 す るのは1807年 で あ り,そ れが実施 され るのは,さ らにお くれ

て1816年 以 降 のこ とであ った。　 　　　 　　 ・

　 このよ うな国家的 なうごきに先だ って,一 民 間団体 にす ぎな い同協会 は,航 海上の

情報を収集 しよ うとして いたのであ った。そのために,会 則は,航 海か らもど った会

員 が,そ のつ ど,詳 細な航海記録Journalsを 会 長 に提 出す ることを義務づ けていた。

協会 に提 出され る記録 には,岬 の方向 と距離,島 ・岩礁 ・浅瀬 の緯度 ・経度,水 深 ・

潮流 ・気流,そ のほか報告 するにたると判断 された異 常事態 ・暴風 ・事故 につ いて,

彼 らの観察が記入 され ていなけれ ばな らなか った。

　 しか も協会 は,提 出書類 の書式を一定 にさだめ,印 刷 した用紙 まで用意 した。内容

の精 度をたかめ,情 報 の均一化をはか る配慮 であ った。 また協会 は,報 告書 の管 理に

あた る専任 の職員 を配備 したのであ る。その結果,協 会 に提出 された記録 は,散 逸す

ることな く,今 日につたえ られ ることになった。

　 1831年 ま で に協会に提 出された航海記録 は,す で に90冊 を かぞえて い た の で あ る

[EAsT　 INDIA　 MARINE　 SoclETY　 oF　SALEM　 l831:33-42]。 そ してその第 一 報 が,

はか らず もニ ュー ・イ ング ラン ドの船舶 フランク リン号の 日本 への寄港 を記録 してい

たのは,そ の後のセィ ラムと日本のふかい関係 をお もえば,偶 然 とはいえ,注 目す る

にた る事柄 といわねばな らなか った。それは,ペ リーの日本来航 に先だつ こと半世紀

もまえの ことだ った ので ある。

3,3.

　 もっとも,(1)(2)は,当 面 の話題 に直接関係す るものではない。我 々は,そ の(3),

す なわ ち,セ ィ ラムの海 の男 たちが,自 分た ちの手で,博 物館をつ くろう として いた事

実 にこそ注 目 しな くてはな らない。協会の会則は,会 員 に対 して 「有益な図書,あ る

いは貴重な標本 資料」 の収集 の義務を 課 して いたの で あ った[EAsT　 INDIA　 MARINE

SocIETY　 oF　SALEM　 　l821:9-10]。

　 そ もそ も,当 時の セィラムは,異 国情緒 にあふれる町であった。協会の事業 をまつ

まで もな く,船 の りたちが世界各地 か らもちかえ った品物 が充満 していたのであ る。

ち ょうどその ころ,セ イラムでそだ ったキ ャロ リン ・キング女史 は,数 十年後 に当時

のセィ ラムへの追憶をか きつづ って1冊 の本 に した。いま,そ のなかか ら目につ くま
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まに,ひ ろいだ してみよう。

　　実際,そ の当時,コ ショウ列島は,私 たちの浜辺のす ぐそばにあるようにおもえました。

　　 (中略)

　 　人々は,イ ンドや中国にく冒険〉をおくりました。それ らは,す ばらしい茶器,豪 華な東洋

　　の毛織物,う つ くしい象牙細工に実をむすんだのです。

　　 (中略)

　 　そ して,ほ とんどどの家にも,め ずらしい東洋の記念品があったものです。私の乳母の家に

　　 も,マ ントル ・ピースのうえに,ガ ラスにはいった肖像画が二つかかっていました。それは,

　 　 乳母の御主人がインドからもちかえったもので,ト ルコの男女の姿がえがかれていたのでし

　　 た[KING　 1937:30-31]。

東 イ ン ド海運協会 は,セ ィ ラムの町 にあふれ る品物を,よ り組織 的に収蔵 し,そ れ

をもとに博物館をつ くろ うとかんがえたのである。 ここに.海 の男た ちの収集 品によ

ってつ くられた　　 とい う,ユ ニー クな成 立事情 をもつ博物館 が出現す ることにな っ

た。

　協会 が博 物館 をつ くるこ とを しると,船 の りた ちの収 集熱 は,い っそうたかまった。

ふたたび キング女史 の回想 をひ くな らば　 　。

　　はじめのうち,コ レクションはす くなく,関 心もよびませんでした。 しかし,し だいに,商

　　船のオフィサーばかりでなく,乗 組員ひとりひとりが,彼 らの愛する博物館のために,外

　　国の骨董や産物をもちかえることを,そ の航海の特別の目的にするまでになったので した

　　 [KING　 I937:28]。

彼 らセイ ラムの船長 たちは,後 年,ア ーネス ト ・ドッジ　　彼 は,1931年 か らピー

ボデ ィー博物館に勤務 し,の ち館長の職 につ いた　　 によって,「 キ ャプテ ン ・コ レ

クタ ー」の名をあたえ られ ることになる。

　　二つの岬のかなたの自然と文化に関する博物館を確立したいという協会の希望の結果,世 界

　　 中から,種 々雑多な資料がおしよせてきた。中国 ・インド・ザ ンジバール ・東インド地方,

　　 そしてオセアニァの島々からの品物が,協 会の部屋に,と ころせましとあつま っていた

　　 [DODGE　 1945:301。

　 ここに しめ された地域 こそ,は か らず も,セ ィラム商船の広域 にわたる活動範囲

をものがた っていたので あ る。

　 なお付言すれ ば,今 日,セ ィラム・ピーボデ ィー博物館は,こ の東 イ ン ド海運協会 の発

足 した1799年 を もって,開 館 の年 として いる。 それは,す でに簡単に指摘 して おいた

よ うに,そ して詳細はあ らためてのべ るよ うに,同 協会 の建物 とともに,そ の コレク

シ ョンが ピーボデ ィー科学 アカデ ミーにゆず られ,さ らに1905年 に ピーボデ ィー科学

アカデ ミーが ピーボデ ィー博物館 と名をあ らためた　　 とい う経緯 に もとつ くもので
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あ る。そ して,こ の計算 によれば,現 在,全 米で活動す る博物館のなかで,ピ ーボデ ィー

博 物館は,も っともなが い歴史を もつ ことにな るとい う[WHITEHILL　 1950:8-9]。

　 それ はさておき,同 協会は,設 立後 ま もな く,市 内の 目抜通 り　 　 エセ ックス ・ス

トリー トと ワシン トン ・ス トリー トの角 のステアーンズ ・ビルに部屋 をか りて,さ し

あた りの本部 と した。その最初 のホール はた ちまちに して うけいれた資料で一杯 にな

り,展 示 にも手ぜまにな って しまった。創設か ら3年 のあいだに,協 会 が うけいれた

資料 は,メ ンバ ーか ら提供 された ものばか りでなか った。 はや くも峰 を ききつ けて,

海 外の人 々か らも贈物がよせ られるようになっていたのであ る。

　 そこで同協会は,1804年,エ セ ックス ・ス トリー トの,も ともとセイラム銀行のた

め にたて られた建物の,ち いさなホール に本部 をうつ した。 これにと もな い1805年 に

は,地 元の新聞セイ ラム ・ギ ャゼ ッ ト紙 が,同 協会 の博物館の一般へ の開放を もとめ

て,公 開質問状を掲載 す るとい う一陶 もあった とい う。

　 もっとも,東 イ ン ド海運協会 が,当 初 の目的 にそ って,そ の コレク ションを博物館

にふ さわ しいかた ちに整 理す るのは,1820年 代 にな ってか らであった。

　 すなわ ち,1820年 の6月 の会合 において,協 会は,初 代 の博物館責任者 としてバス

博士を選任 した。バス博士 は,1821年,最 初 の資料 目録 を作成す る。 この年,同 協会

は100ペ ー ジばか りのパ ンフレ ットを発行 し,そ の うち70ペ ージをさいて,同 協会所

蔵の資料2269点 の カタ ログを掲載 したので ある[EAsT　 INDIA　 MARINE　 SocIETY　 oF

SALEM　 1821:30-100]。 そ のなか には,太 平 洋の島 々か らセィ ラムにはこばれて き

た品 々が大量にふ くまれていた。 これ らの島 々がまだ欧米 の文化 の洗礼を うける以前

の様子をつたえ るもので,質 的にもす ぐれた水準を しめ していた。事実,今 日の ピー

ボデ ィー博物館において も,オ セアニア ・コレクションは,各 方面か ら注 目され る資

料 の一 群 とな っているので ある。

　 ただ し,当 時の コレク ションにふ くまれた極東 の文物 は,オ セアニアの資料 と くら

べて,い ち じるし くみお とりが した。 ドッジの先の文章 によると,「 中国そのほか極

東 地域か らもた らされた物 のおお くは,土 産物か貿易 品にす ぎない」 とい う。 それ

は 「不幸な ことに,1800年 代 は じめの船 の りた ちは貿易以外 に関心がな く・彼 らが海

外の品に対 す る趣味 と識別 の目をかいていた」 ばか りで な く・ 「い うまで もな く・ 当

時,中 国は高 度な文明 国であ り,中 国の官僚 や商人 は,彼 ら自身が収集家であ り,な

かなか の 目ききであって,そ れ らを手 ばなす ことをき らって いた」か らであ るとい う

[DoDGE　 1945:30-31]。

　 いずれにせ よ,東 アジア資料の質 のひ くさは,さ らに半世紀の ち・館長の職 につい
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たモースが,日 本 ・中国に資料収集 の旅 におもむ く,と おい理由のひとつ とな ったの

であ る。

3.4.

　つ いで1824年5月,同 協会 は,展 示場 をそなえ た,あ た らしい会 館の建設 に着手 し

た。会館の建設 と運営のために,同 協会は資本金1万5000ド ル を用 意 して,別 会 社

Salem　 East　lndia　 Marine　 Hall　Corporationを 設 立 した。 この会 社について も多少

は知見をえてい るが,い まは煩雑 をさけて,省 略 に したが う。

　 そ して翌1825年10月 に はエセ ックス ・ス トリー トに面 して,正 面を花 闘岩 でおお っ

た,煉 瓦造2階 建 の堂 々た る建築が完成 した。およそ間 ロ45フ ィー ト(13.5メ ー トル),

奥行100フ ィー ト(30メ ー トル)の 建物であ った。 創設以来四半世紀 に して,協 会 は

自前 の建物 をもつ こ とがで きたのであ る。 この建 物が,や がて ピーボディー科学アカ

デ ミーがゆず りうけ,ピ ーボデ ィー博 物館 が現在 にいた るまで使 用 してい るイース ト・

イ ンデ ィア ・マ リン ・ホ ールSalem　 East　 India　 Marine　 Ha11に ほか な らなか っ

た。

　 同協会 は,こ のホ ールの1階 をア ジア銀行Asiatic　 Bankと 東 洋保険会社Oriental

Insurance　 Companyに 貸 与 し,そ の貸賃を もって会館の運営費 にあてたので ある。

今 日なお,ホ ール の正面 の軒 には,創 建 当初のままに,そ のふたつの企業 の名前 がき

ざまれてい る。

　 そ してホールの2階 が集会場 と展示場 にな ったのであ る。 この建 物の完成 によって,

協会 が創設 時に 目的 とした博物館 の建設は,名 実 ともに実現 した。 こうして,協 会 の

コレクシ ョンをお さめた博物館 は,一 般 に,そ れ も無料で公開され ることになった。

　 見学者が2階 へのぼ って くると,階 段の両側 には,椅 子にすわ ったイ ン ドの彫刻 が

あった。そ してまた,ホ ール の中央 に も,ひ くい鉄の手す りにか こまれて,や は りイ

ンドの彫刻 がおかれていた。階段 の うえ には乗物が展示 され,さ らにその うえに船 の

模型 があ った。両側の壁面 には棚 がな らび,協 会の書籍 とともに,貝 や鉱物の標本 が

おさめ られていた。棚 の うえの壁 には,肖 像画や風景画がかか っていた。奇妙 なか た

ちの鎗 や武器 の類 も、 うま くかざ られて いた。ホ ールの南 と北の窓ぎわに,お おきな

展示ケ ースがあ った。

　 そ して,階 段をあが った正面,ホ ールの西側 に,さ しわた し13フ ィー トばか りの 円

卓 がおかれて いた。 このテーブルをか こんで,協 会の メ ンバ ーの会議 や会食 がおこな

われたのであ る。
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　 この博物館 の開設 は,セ イ ラムの人 々のあいだに好評 の うちにむかえ られたばか り

で な く,全 米 に話題を提供 す ることにな った。 この博物館についてふ れた旅行記や回

想録 はす くな くない。その ライ ターのなか には,セ ィラムの うんだ文学者 ナサニエル

・ホーソー ンもいた。彼 は1832年 に この博物館をお とずれた ときの印象を もとに,エ

ッセイ``AVirtuoso's　 Collection"[HAwTHoRNE　 1841]を か いた。そのか きだ し

は,「 私 は時間があいたので,あ た らしい博物館です ごす ことに した」 とある。 セィ

ラムの市民 がブラ リとた ちよる博物館 だ ったのであ る[GooDsPEED　 l946]。

　 この間に,博 物館 の収蔵品の数 も着 実に充 実 した。1831年 に発行 されたカタログに

は4299点 の資料 が収録 され[EAsT　 INDIA　 MARINE　 SocIETY　 oF　SALEM　 1831:43-

178],1837年 版 のカタ ログには,さ らに371点 の増加が報告 され ることにな る　[EAsT

INDIA　 MARINE　 SoclETY　 oF　SALEM　 I837:11-24]。

3.5.

　 しか し数年 をへず して,は や くも協会は,こ の博物館 の維持管理の費用 と来 館者へ

の応対 に困難をおぼえ るよ うになって いた。当初 は入場無料 だ った ものを,一 転 して

1837年 か ら,協 会 は大人1人25セ ン トとい う,当 時 としてはか な り高額の入館料を徴

収す ることを決定 した。 これによって多少 とも博物館 の経営経費を捻出す るとともに,

応 接 に人手 のかか る来 館者 の数 を制限す るためであ る。

　 セィラムのみ じかい繁栄期 は,す で におわ ろうとしていた。 しだ いに大型化す る船

舶 に,セ ィラムの港はせま く,あ さか った。 おお くの船主 や貿易業者が,こ の町か ら

ボス トンや ニュー ・ヨークに転 出 していった。 そのなかには,海 運協会 の現役 の理事

長 もふ くまれていた。セイ ラムの衰退 は,誰 の目にもあ きらかだ ったので あ る。

　 ここで も,ホ ーソー ンの小説 『緋文字』 の冒頭 「カスタ ム ・ハ ウス」 の一節 を引用

す るのが,、効 果的であろ う。

50年 前(1800年 代初頭をさしている一筆者註),い わゆる老キング・ダービーの時代,私 のう

まれた町一 セィラムの港の突堤は,繁 栄をきわめていたものだ。しか し,今 やその突堤に

は,か たむきかけた倉庫がならんでいるばかりで,経 済活動がおこなわれている気配は,ほ

とんど,い や,ま ったくみうけられないのである。もっとも,た まにはさびれたその突堤の

なかほどで2本 マス ト・3本 マス トの帆船が毛皮をおろしていたり,も うすこし手前のとこ

ろではノーバァ・スコーシァからきたスクーナー船が薪をなげおろしていることもあるのだ

が…　[HAWTHORNE　 l985:13]。

　セィラムの海外貿易の停滞にともなって,東 インド海運協会の新規加入会員の数 も,

確実に減少 していった。 参考までに数字をあげると,1820年 代には110人 をかぞえた
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新人会員 は,30年 代 にな ると35人 に激 減 し,40年 代 で は17人,50年 代 には12人 にまで

おちこんでい る。それは,さ しあた り会 の基金 の原資 とな る入会金の減少 を意味 して

いた。 しか も,博 物館の建設 に情 熱をいだいた創設 メ ンバ ーは,1850年 ま でにすべ て

が死亡 していた。遺族援 助のための出費 がか さむな かで,あ た らしい会 員か らは,協

会 にあ くまで も相 互扶助組織 と しての役割 の貫徹 を期待す る声がたかま ってい ったの

であ る。

　会員のあいだでは,博 物館 の コレク ションを売却 して協会の基金 を拡充 しよ うとい

う話題 さえ,し だいに,真 剣 に検討 され るまでにな って いたのだ った。協会 は博 物館

経費の節減のため,1855年 を も って,そ れ まで常置 されていた博物館責任者 の職 を一

時的 に停止 した。そ して1859年 春,当 時 の協会理事長 ア レン ・パ ットナム は,つ いに,

州 政府に対 して博物館維 持のために2万 ドル の援助 を要請 するにいた った の で あ る

[WHITEHILL　 l959]。

4.エ セ ッ クス研 究 所

4.1.

　 エセ ックス研究所Essex　 Institutcは,1848年2月,エ セ ックス郡 の住民 と自然 の

歴史 に関す る資料 の収集 と保存 を目的に創設 された民間の研究機 関であ る。 エセ ック

ス研究所 は,創 設 か ら8年 をへ た1856年 に いた って,よ うや く 「所報」Proceedings

of　the　Essex　Institute(vol.1-vol.6,1856-68)の 発 行を開始す るが,そ の第1巻 第1

号 の序文 は,こ の研究所 の創設経過 にふれて,つ ぎの ようにい う[EssEx　 INsTITuTE

l856:1-2]。

　 　 エセックス研究所は,エ セックス歴史学協会とエセックス郡博物学協会の連合によって創設

　　 された。この結果をもたらすべく,1847年 の秋,ふ たつの協会は数回の会合をもった。組織

　　 の基本をなす計画の立案は,合 同委員会にゆだねられた。そ して,1848年1月14日 の会合に

　　 おいて,委 員会が提案 した計画が,両 協会によって承認された。

　すなわ ち,こ の研究所 には,エ セ ックス歴史 学協会Essex　 Historical　 Societyと,

エ セ ックス郡博物学協会Essex　 County　 Natura1　 History　 Societyと い う前身 とな る

組織があ り,こ のふ たつ の組織 が合 同 して,あ た らしい常設 の機 関を設立 した とい う

わけなのであ った。 それは,歴 史学 ・博物学 ・園芸学の3部 門　 　のちに歴史学部門

か ら美術部 門が独立 して合計4部 門 とな る　　 と,図 書室 および博物館 とか ら構成 さ

れていた。
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　創設にあたって,同 研究所がもうけた3部 門　　そして,の ちに増設された1部 門

　　は・それぞれ,母 体となった組織の活動を忠実に継承 したものにほかならなかっ

た。すなわち歴史学部門とのちにくわわる美術部門は,も ともとエセ ックス歴史学協

会の活動にふくまれていた領域であり,博 物学と園芸学は,や はりエセックス郡博物

学協会の研究対象 とするところであった。

　母体 のひとつ となった エセ ックス歴史学協会 は,1821年 に で きてい る。 それは,独

立戦争 か ら半世紀をへて,世 代 の交替 がすすむなかで,エ セ ックス地方 の住民 の歴史

に関する史料 の収集 と保 存を 目的 としていた。協会は,図 書 ・記録 ・文書 ・新聞記事

の収集 にあたったが,同 時に,生 活用具 ・武器な どの歴史的遺 品の蓄積 にもつ とめて

いた。 さ らに,そ の コレクションは,し だい に地元 知名人 の肖像画 をは じめとす る美

術作品 にもおよんだ[GooDE肌 　 1871;BELKNAP　 l921】 。

　 それ らの諸資料 は,は じめエセ ックス ・プ レースのセイ ラム銀行 の1室 　　 そこは

また・のちにエセ ックス研究所 が仮寓 のひとつ とす るところで もあ った　　 にあず け

られ・やがて ローレンス ・プ レースに うつされて,ほ とん ど未整 理のまま,研 究所の

創設をまつ ことになる。

　 おな じく,も うひとつの母体 であるエセ ックス郡博物学協会 は,や やお くれて1833

年 にで きた。それは,エ セ ックス地域の 自然史に関す る図書 と標本 の収集 にあ たるこ

とが主 た る事業 であ った。歴史学協会 は機関誌 を もたなか ったようだが,博 物学協会

は1836年 よ り会報 としてThe　 Journal　 of　the　Essex　 Natural　 Historyを 発 行 してい

た[DExTER　 l977,1980]。 ま た,の ちにエセ ックス研究所 が恒例 と した野外集会 は,

この協会 の行 事を継承 した ものであ った。 さらに興 味ぶ かいのは,こ の協会が園芸学

について関心を もった ことで　 　セイラムは当時,園 芸 の町 としても しられて いた と

いう　　 ・発会 の翌年か ら,定 期的 に季節 ごとの花 と果 実の展示 もおこなって いた。

この事業 もエセ ックス研究所 にひ きつがれ る。

　 この協会 の コレクションも,最 初 はエセ ックス ・プ レースにあったフランク リン ・

ビルの1部 屋　 　正式 にはセィ ラム ・アシニ ーアム(後 述)が か りていたのだが

に保管 されたが,そ の後,マ ソニ ック ・ホ ール,チ ャセイ ・ビル ほか,セ イラム市 内

を転 々と したのであ った。 その間,協 会がマ ソニ ック ・ホールにあった時代 には,日

時をかぎ って・ その コレク ションを一般 に公開す ることもこころみて いた[FOWLER

1884]。

　 もっとも・歴史学 といい博物学 といって も,そ れがエセ ックス郡 を対象 とす る地域

研究であ るか ぎり,両 者 のあいだ に明瞭な一線 が画せ るわけではなか った。事 実,歴
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史学協会 は,自 然史や地 理 も視 野にいれた活動を してお り,そ れ には博物学櫨会 のメ

ンバ ーも協力す るところがあ ったので ある。 当時,セ ィラム きっての知識人 であった

ヘ ン リー ・ウィー トラン ド博士 　 　彼 はのちにエセ ックス研究所 の理事長になる(後

述)　 　 が,両 協会の要職 をかねていたのは,そ の端的な例 であ った。

　要 す るに,こ のふたつの地域的な民 間団体 の活動 は,た がい に密接な関係 にあ った

のであ る。 してみれ ば,ふ たつの組織が,そ れ ぞれ別 々の事業をお こな っていること

はな く,い っそのこと合同 して,よ り効果 的な活動 に転 じるべ きであ る　　 とい う意

見がたかま るのは,い わ ば時間の問題であ った といえよ う。そ して,も し合同が実現

す るのな らば、その コレクシ ョンを公 開す るための図書館 ・博物館を設置 しようとか

んがえ るの も,ま た,当 然 のうごきであ った といえよ う。 その仲介 の労を とったのは,

ウ ィー トラン ド博士 であった。

　 これ らふたつの協会 は,エ セ ックス研究所の発足 にともない,従 来 の コレクシ ョン

のすべてを,あ た らしい研究所 に移管 した。 しか し,そ れで解散 したわけではな く,

そ の後 も組織をの こ し,研 究所 の運営を支援 す る体制 を とった。 たとえば,歴 史学協

会 の収入 は歴史学部門の運営 に,博 物学協会 の収入 は博物学部門 と園芸学部 門の運営

にあて る　　 といった具合であ った。

　 また,エ セ ックス研究所 は,「 所報」のほかに,や がてふたつ の出版物 すなわ ち

『ヒス トリカル ・コレク ション』Essex　 Institutc　 Historical　 Collections(vol・1-,

1859-)と 『コ ミュニケ ーシ ョン』Communication(1848-70)を も ったが,そ れ ら

は,そ れぞれ歴史学部門 ・博物学部門の研究紀要 であ ったとと もに,事 実上,歴 史学

協会 ・博物学協会 の研究報告書 として の性格をかねていたのであ る。 ここに掲載 され

た論文のなか には,「 これ は何月何 日の 歴史学協会(も し くは博 物学協会)の 集会で

よまれた」 とい った注記 をそえ る もの がす くな くない。

4.2.

　 も っと も,こ のあた らしい研究所 が,創 設 の当初か ら所期の 目的 にかな った活動 を

おこなえていたのかどうか,ひ るがえ って,い ささかの疑問 を禁 じえない ところで あ

る。

　すでにふれたよ うに,こ の研究所が最初 の 「所報」 を発行す るのは,創 設 か ら数年

をへたのちであ った。 その第1巻 の表紙 には``1848to　 1856,'と 記 されてい る。 しか

し,す こ しくわ しく内容 を点検す ると,1848年 の活動 についてはま った く記載がみ ら

れず,49年 にな ってよ うや く3回 の野外集会の記事 がの り,50年 は2回 ・51年 は1回
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の会合が記録 されてい るにすぎないのであ る。後述 のよ うに,各 種の会合は,エ セ ッ

クス研究所の活動を特徴 づけ るもので あったが,こ の記載 をみるか ぎり,活 動 らしい

活動 は,ほ とん どなされていなか った ようにお もわれ る。

　 これには,む ろん,創 設 当初 にあ りがちな記録の散逸 とい った事情 を考慮 にいれて

もなお,あ りて いは,い まだ合 同の実 が充分 にあが っていなか ったので はないか

とい う印象をぬ ぐいがたいのである。

　研究所 の 「所報」の第1巻 がで るのが1856年 で あ った こと(『 コ ミュニケー ション」

の1848-56年 は,そ れに合冊),『 ヒス トリカル ・コレク ション』の発行が1859年 で あ

った こと,そ してつぎ にのべるよ うに,博 物館の実態が整備 され るのが1857年 で あ っ

た ことなどを勘案すれば,エ セ ックス研究所 の実質的な活動 が軌道 にのるのは,50年

代 の後半以降 とみてよいので はなか ろうか。

　 すなわち,1857年,エ セ ックス研究所 は,あ た らしくエセ ックス ・ス トリー トに建

設 された ブルマ ー ・ホ ールに本 拠をすえ,そ の1階 を博物館 に した。 いま,博 物館 と

い うことでいえば,エ セ ックス研究所 のそれ は,セ イ ラムに とって,1825年 に公 開 さ

れた東 イ ンド海運協会の博物館 につ ぐ,二 番 目の施設で あ った。筆者 は,こ の博物館

の開館 をもって,エ セ ックス研究所 は実質的な活動を開始 した とみ るのであ る。

　 では,こ れ以前,創 設 このかた,こ の研究所 は,ど こに,ど のよ うな施設を もって

いたので あろうか。　 この点 について,の こされた資料[EssEx　 INsTITuTE　 l865;

OsGooD　 and　 BATcHELDER　 1879]お よ び 「所報」 の記載 は,は なはだ要 領をえな

い ものであ る。

　つ たえ られ るところによれば,最 初,エ セ ックス ・プ レースにあ ったユニオ ン ・マ

リン保険会社が使用 していた建 物を借用 し・の ちにピ ックマ ン ・プ レースの セイラム

銀行 の1室 　　 それ はエセ ックス研究所 は,先 述 のエセ ックス歴史学協会 が図書館 に

つ か った ことのあ る建物で もあ った　　 に移転 し・さらに ローレンス ・プ レース にう

つ った ということにな ってい るが,そ れぞれ の時期や期間の詳細 は・かな らず しも分

明でない。

　要す るに,エ セ ックス研究所 は,組 織 と しては1848年 に創設 された ものの・それま

で の歴史学協会 と博物学協会 がそ うで あったように,当 初 はさだま った施設 にめ ぐま

れず,つ ぎつ ぎ と転居 をか さねた末,こ の1857年 にな って,よ うや く所 をえた という

わ けであ った。

　 もっとも,Instituteと い う言葉 を文字 どおりに研究所 と理解 し,た だ ちに固有 の

建築 物を もった機関を連想す る我 々が,早 計 というべ きなのか もしれない。 アメ リカ
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におけるSociety,　 Institute,　Institutionは,実 態 において区別 しがたい場合が ・ お

おいか らである。

　 ところで,1857年 に設置 されたエ セ ックス研究所 の博 物館 は,セ イラム ・ア シニー

アムという,こ れまた民間 の図書館 との提携 によ って,よ うや く実現 した ものであ っ

た。研究所 が博 物館 として利用す ることにな ったブルマ ー・ホールは,そ のセイラム・

ア シニーアムか ら提供 された建物 にほかな らなか ったか らであ る。

　 セイラム ・ア シニーアムは,]810年 に で きた会 員制 の私設図書館であ った。それは,

それまで セイ ラムにあ ったふたつ の図書館　　 ソー シャル ・ライブラ リーとフィロソ

フ ィカル ・ライブ ラ リーを合併 吸収す るかた ちで創設 された。基金 はすべて,維 持会

員 か らの拠 出によった。 創設時の メンバーは82名 で,そ れ ぞれ100ド ル の資金を分担

したという　[ASHTON　 l917]。

　 もっと も,こ の私設の図書 館 もまた,お さだ ま りの とおりであ って,な が く独 自の

建 物を もって いなか った。最初 は,マ ーケ ッ ト・ス トリー ト(現 在 のセ ン トラル ・ス

トリー ト)の セン トラル ・ビルに2部 屋 をか りて,2700冊 を公 開 した ものの,そ の後,

図書 の増加 とともに,そ の蔵書 をかかえて市 内の ビル を転 々と したのは,先 の諸団体

の場合 とま った く同様 であ る。

　 ところが,1854年 にいた って,セ イ ラム ・ア シニーアムは,ミ ス ・キ ャロ リン ・プ

ルマー という人物 か ら3万 ドル とい う巨額 の寄 附をえた。 それ をもとに,ア シニーア

ムは常設 の図書館の建設が は じめて可能 にな ったのである。1855年 に 土地 が きま り,

1856年 に工事が は じま って,翌 年 には竣工 をみ ることにな る。その建 物は,基 金 の寄

贈者 の名をとって,ブ ルマ ー ・ホ ール とよばれたのであ る。

　 ところが,ア シニーアムはあ た らしいホールを独 占 しよ うとは しなか った。おな じ

市民 的組織で あり,や はり恒常的な施設 を もたないで困難 をか こつエ セ ックス研究所

に対 し,あ た らしく計画 されてい る建物の共 同利用 を提案 したのであ る。 この提案 が

なされるには,寄 贈者であ る ミス ・ブルマーの意志 がはた らいていた もの とお もわれ

る。彼女 は,彼 女 が寄贈 したア シニーアムの建物 が,ひ ろ くセィラム市民 の科学 と教

養 の向上 に役だつ集会場 とな ることを希望 して いたか らで ある。

　 この件 に関す るアシニ ーアムか らエセ ックス研究所へ の最初 の提案は,建 設 に先 だ

って,は や くも,1854年 初 夏 におこなわれた[EssEx　 INsTITuTE　 1856:80]。 エ セ ッ

クス研究所 はおおむね においてその提 案を うけいれ,建 物 の完成す る1857年 春,両 者

は最終的 な合意 に達 した。

　 「所報」 に記録 された ところによれば,そ の とりきめは,お およそ以下 のような内
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容か らな っていた[EssEx　 INsTITuTE　 l857:139]。

　 セイ ラム ・ア シニーアムは,

　 (1)　 ブ ルマ ー ・ホ ールの一階 をエセ ックス研究所 が使 用すること。

　 (2)　 ア シニ ーアムは2階 を しめ るが,エ セ ックス研究所 に必要 に応 じて2階 のす

　　べての部屋 を使用す る特典 をあたえること。

　 (3)　 ア シニ ーアムの図書 をエセ ックス研究所 の会員 が利用す ること。

　　をみ とめ る。

　エ セ ックス研究所 は,

　 (1)　 ア シニーアムに対 して年 間300ド ル の使 用料 をは らうこと。

　 (2)　 ア シニーアムの維持会員が,エ セ ックス研究所 の図書 を利 用す ること。

　 (3)　 光 熱費 ・維持費の半額を負担す ること。

　 (4)　 この合意 を解消す るため には2年 前 に予告す ること。

　　 を了解す る。

　 こうして,セ イラムにおけ る民 間の文化施設ふたつの提携 がなったのであ る・

4.3.

　エセ ックス研究所 は,そ の母体 とな ったふ たつの市民団体か ら,民 間 の学問 とで も

い うべ きもの の伝統をひ きついだ。

　そのひとつ は、このエセ ックス研究所 がメ ンバ ー制の研究機 関であったということ

であ る。研究所 を構成す るの はメンバー(会 員)な のである。 日本 でいえば,さ しず

め学会 の会員 にあた るものだ と了解 しておけばよい。 そ してその学会 が,常 設の研究

所を開設 した とい うわ けであ る。

　 したが って,エ セ ックス研究所の規約 ・内規 などの諸規則 は,す べてメ ンバ ーに関

す る事項 か らは じま って いた[EssEx　 INsTITuTE　 l856:3-10]。 そ れ らによ る と・

研究所のメ ンバ ー となるには,メ ンバーの推薦 のも と,会 議 によ る承認 を必要 と した。

また研究所 の役職 につ けるのはメ ンバーだけであ り,そ れ も総会の場での出席者の投

票 によ って選 出され ることにな っていた。

　財源 も当然,メ ンバ ーの負担 によ った。メ ンバ ーは,毎 年,年 会費 をは らわね ばな

らなか った し,通 常 の会費以外 にも,随 時,寄 附をもとめ られ ることがあ った・やや

の ちの ものであ るが,1889年 に発行 された 『職員 および メンバ ー名簿』 の見返 には,

メ ンバーが研究所 に寄附 をす る際の書 式が印刷 され ているのをみいだす ことができ る

[EssEx　 INsTITuTE　 l889]。

752



守屋　 ピーボディー科学アカデミーの成立

　 研究所 の もよおす各種の集会 は,お のずか ら,こ の研究所の活動を特色づけ るもの

であ った。5月 には年次総会 がひ らかれ,1年 間 の活動や会計が報告 された。夏季 に

は,フ ィール ドへでて野外集会 が数 回おこなわれ るのが,通 例であ った。それ以外 の

時期 には,定 期的 に例会が開催 されていた。野外集会や例会では,何 人かの報告者 が

研究 を発表 し,参 加者か ら関連 す る発言 がつづ くのがっねであ った。

　 ここで は一例 と して,1864年8月10日 に グースタ ーでひ らかれた野外集会 の様子を

紹介 してお こう　 [EssEx　 INsTITuTE　 l866:50-54]。 こ のときの参加者 は300人 で あ

った。セイ ラムか ら一番列車 にのって グースタ ーについた一行 は,タ ウ ン ・ホールに

案内 され,地 元 のメ ンバ ーの挨拶 をうける。そ こで解散 して,そ れ ぞれ の興味に もと

づ き,海 岸 や森 を散策 し,動 物や植物の観察や採集 にあたる。午後 は,タ ウン ・ホー

ルに もど って会合 をもつ。前回の集会の記録 の朗読,キ ャビネ ットや図書室 への寄贈

の報告,手 紙 の披露 など,か た どおりの議事 がおわると,研 究会であ る。

　 まず,∫セイラムの ヒペ ンが グースターの初期 の歴史 につ いて ・簡単な説明をおこな

う。つづ いて,ゲ ス トと して参加 したポー トラン ド博物学協会の ボウルズが,同 伴 し

た同協会 のエ ドワー ド ・モ ースを紹介す る。 グースターのJ.バ ンパーがグースター

協会 につ いて のべ る。そのあ と10人 以上 のメ ンバ ーがつ ぎつ ぎと午 前中の現地調査の

成果 を報告す る。 セイラムのパ ッ トナムは,そ の日採集 した ロブスターについてのべ,

お な じくセイラムの クロウバイは岩 場で発見 した若干 の鉱物 について報告 し,ボ ス ト

ンのマ ーコゥは薬用植物の説明をす る　　 といった具合であ った。 モース も午前中 に

採集 したTerrestrial　 Mollusca(陸 棲 軟体動物)の リス トを提 出 して議論 に くわわ っ

た。 ちなみ に,モ ースがエセ ックス研究所の集会 に顔 をだ したのは,お そ らく,こ の

ときが最初であ り,彼 は,こ の直後,エ セ ックス研究所 のメ ンバ ーにえ らばれ る。

　 これ ら研究所の主催 す る集会 ・会議 は,す べてメ ンバーに公開 され,メ ンバーが会

員以外の知人を同伴 す ること も許 されていた。む ろん,こ れ らの集会 において,メ ン

バ ー自身が研究報告 をおこなう権利 と義務を有 した。その報告要 旨 と討論の記録 は,

か な り詳細に 「所 報」に収録 され,ひ ろ く会 員の しるところとなった。また,す ぐれ

た報告 とみな された ものは、編集委員会 に推薦 され,フ ル ・ペーパ ーが 「所報」 など

研究所の定期刊行 物に掲載 され るのが原則 とな っていた。 したが って,今 日,の こさ

れた 「所 報」を くると,当 時 のエセ ックス研究所 の活動 と研究内容を手 に とるように

しることができるので あるが,そ の詳細 な検討 は,本 稿の域を こえ る。

　なお,エ セ ックス研究所 がいわゆ る会員制 の研究機関であ った ことが,や がて ジ ョ

ー ジ ・ピーボデ ィーか ら寄附金 を うけたとき
,そ の処置をめ ぐって,お おきな問題を
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生 じる要因 にな ることを,あ らか じめ指摘 してお きたい。

4.4.

　 1853年 の年 次会議 で報告 された メ ンバ ー数　　それ は,現 在確認 できるもっとも初

期 の数字 なのであるが　　は,す でに161名 を かぞえていた。そ して翌年 には200人 を

うわまわ り,1856年 には300人 を こえ,さ らに博物館 を開設す る1860年 前 後になると,

400人 に も達 していた。ひと くちに400人 と いうが,こ れが,1世 紀 以上前 のアメ リカ

の地方都市 における組織の会員数 であ ることを考慮す るな らば,そ の数字 は充分 に評

価 するにたるといえ よう。

　 どのよ うな人 々が,そ のメ ンバ ーを構成 していたのかを直接 しめす資料 はない。た

だ,メ ンバ ーの死亡 は,そ のつ ど,集 会で報告 され,「 所報」にその略歴 が掲載 され

るのが慣例 とな っていたか ら,我 々はそれを通 じて,メ ンバ ー構成 の大 略を しること

がで きるのであ る。 それ によれ ば,大 学出身者 で医師 ・教師 ・法律家などの知的 な職

業 に従事 する人 物がふ くまれてい るのは当然 と して,そ れ以外に も,船 長 ・商人 ・鄧

便局員 ・貿易家 など,今 日の通念 ではかな らず しも知識人 とはいえない一般 の市民 が

参加 していた事実 を うかが うことがで きる。

　 民間の学問の伝統 というとき,第 二 に,こ の点 を指摘 してお くべ きであろ うとお も

う。

　 あわせて注意 され るのは,こ れ といった職 業の明記 されていな い大量のメ ンバーの

存在であ る。 これ らは記入 もれで はあるまい。む しろ筆者 には,職 業を もって規 定で

きな い人 々の群　 　セイ ラムにおける知的有 閑階層 ともい うべ きものの存在を示 唆 し

てい るようにお もわれる。また肩書 があきらかに されてい る場合で も,医 師 といい,

法 律家 とい って も,ド クター ・ウィー トラン ドにその典型 をみるごと く,実 は開業 し

て いな い人物がおおいのであって,エ セ ックス研究所 の活動 は,お もに,こ れ らの

人 々に基礎 をおいていたのであった。

　 エセ ックス研究所 の活動 にみえる市民性 は,東 イ ン ド海運協会 の活動 とも,あ るい

はセィラム ・ア シニ ーアムの活動 とも,あ い通 じるものがあ った。

　 これ らの歴史をふ りかえ ってみ ると,そ こには,ま だ大学 を中心 に した アカデ ミズ

ムが確立す る以前の,い いかえれば大学 のみが学問の場でな く,市 民 も学術 に荷担 し

うる時代の雰囲気を うかが うことがで きるゐ 一介の船 の りが海洋 の情報 を収集す るか

とおもえ ば,は たまた博物館の建設 を夢み る。商人が博物の収集 をお こな って,そ れ

が充分 に学問的成果 とな る。客観 的にみれ ば,そ ういう時代 はよ うや く過渡期をむか
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えつつあ ったというべ きなのであ るが,そ の余韻 は,な おこの時期 のセイラムに濃厚

にただよ っていた。そ して,大 学に所属せず,さ りとて家業 にいそ しむわ けで もない,

市 井 の学者 が存在 しえたのであ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9

　 こうした知的な雰囲気が,エ セ ックス研究所 を うみ,東 イン ド海運協会 の事業 をさ

さえ,セ イラム ・ア シニーアムの活動 を可能 に してきた のであ る。それは,セ イ ラム

市民 の文化的伝統 といって もよか った。アガ シーのもとをさった5人 の若者 がセイラ

ムにあつ まってきたの も,こ の町の伝統 と無 関係で はなか ったはずであ る。

　 しか し,不 幸な ことに,19世 紀 後半 をむかえた セイラムの市民には,す でに,そ の

伝統 を維持す るだけの経 済力が,決 定 的に不足 して いた。その不足 を,セ ィ ラムの隣

町に うまれ たひと りの富豪 がおぎな うことになったのであ る。

　 1916年,盟 友パ ットナムの死 に際 して,モ ースがつづ った文章 に,そ の間の経緯 が

簡潔 に しめ されていた。

その当時,(エ セックスー筆者註)研 究所はお金を必要としていた。基金がなかった。やすい

会費の,か ぎられた数のメンバーが,献 身的な少数のメンバーにおもい負担をかけていた。

(中略)ロ ンドンのジョージ ・ピーボディーが本国にかえり,ケ ンブリッジ(ハ ーバード大

学一筆者註)や ニュー ・ヘブン(エ ール大学一筆者註)に 博物館を建設するために,高 額の寄

附をおこなっていた。我々が,エ セ ックス郡の男,ピ ーボディー氏を,我 々の経済的援助を

申請することのできる相手のひとりとみな したのは,し ごく当然のなりゆきであった[MORSE

1916:194]o

5.ジ ョ ー ジ ・ ピ ー ボ デ ィ ー

5.1.

　 ジ ョージ ・ピーボデ ィーは,よ く,19世 紀 のアメ リカの ロマ ンを体現 した人物であ

った といわれ る。その生涯 は,い かに も,立 志伝 をそのままにい く感 があ り,さ らに

一生独身を とお し,ま たその生 活のつつ ま しさが,当 時 のアメ リカ人 の共感 をさそっ

たか らであ る。

　 フランク リン ・パーカーによるジ ョージ ・ピーボデ ィーの 伝 記[PARKER　 l　971]

に序 文をよせたメール ・カルテは,そ れを,つ ぎの ようにか きお こしてい る。

ジョージ・ピーボディーは,自 分自身の努力と才能とによって,多 大な富をきずきあげ,人

なみはずれた名声をかちえた,19世 紀における数すくないアメリカ人のひとりであった。門

閥にも,正 規の教育にもめぐまれなかったにもかかわらず,彼 は,ボ ルチモアの銀行家とし

て,ま たロンドンの金融業者として,成 功をおさめたのであった[CURT【1971:ixl。
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　 ジ ョー ジ ・ピーボデ ィーは.1795年2月18日 に,ア メ リカ合衆 国マサチューセ ッツ

州 エセ ックス郡 デ ンバ ーのサ ウス ・パ リッシュという町 　 　当時は,ま だ村 とよぶの

がふさわ しかったかも しれない　 　に、名 もない靴屋の息子 として,う まれた。そ し
　 　 　 　 、

て彼は,長 じてイギ リスにわ たり,や がて世界的 に銀行家 と して,あ るいは慈善家 と

して名をな した。

　 彼の生地 は,セ イラムの中心 か ら5マ イル とはなれていない。 この町は,1855年 に

デ ンバーか ら分離 してサ ウス ・デ ンバー とな り,や がて,そ の町が うんだ偉大 な人物

をたたえて,1868年,町 の名を ピーボデ ィーとあ らためた。功な り名を とげた彼 が・

イギ リスの ロン ドンに没 したのは,そ の翌年,1869年 の11月4日 であ った。

　 つ ぎに,こ れまでの伝記的研究[PARKER　 l971;HIDY　 l978;CuRRY　 1898]

の記 載 を参照 し,そ の生涯 の事跡 を年譜風 に とりま とめて,ひ とあた りピーボデ ィー

のあゆんだ一生 を概観 してお く。

1795年2月18日

1803年(8歳)

1807年(12歳)

1811年(16歳)

1812年(17歳)

1815年(20歳)

1816年(21歳)

1822年(27歳)

1827年(32歳)

デ ンバ ーのサ ウス ・パ リッシュにうまれた。

父 は トーマス(靴 など皮革 をあつか う職人),母 はジュディス・

8人 兄弟の3番 目の子供 であ った。

村の学校 にか よった。(～1807年)

はた らきは じめた。

は じめはデ ンバ ーで,や がてバ ーモ ン ト州の農村 で,そ して ニュ

ー ・ベ リーポー ト(マ サチ ューセ ッッ州)で は兄デ ビ ットの店 を

手伝 った。

父 をう しな った。

その後 は,彼 が母や兄弟 の面倒 をみ ることにな った。

ジ ョージタウン(ワ シン トン ・D・C)へ でて,は じめて自力 で

事業 をおこ した。

エ リサ ・リッジ と提 携 して,リ ッジ ・ピーボデ ィー ・カンパニー

をお こした。(～1829年)

この商社 は,主 として輸入 した乾物の販売 に従事 した。、

ボル テ ィモア(メ リーラン ド州)に うつ り,リ ッジとの事業 を発

展 させ た。

この年 までに,ニ ュー・ヨーク,フ ィラデル フィアに支店 をだ した。

は じめて,イ ギ リスにわた った。

このとき,彼 にはす くな くとも8万5000ド ル の財産 があった。
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　　　　　　　　　 その後,イ ギ リスに定住す る1837年 ま でに,都 合5回,ヨ ーロ ッ

　　　　　　　　　 パ とアメ リカを往復 した。

1837年(42歳)

1840年(45歳)

1843年(48歳)

1852年(57歳)

1854年(59歳)

1856年(61歳)

1857年(62歳)

1862年(67歳)

1864年(69歳)

1866年(71歳)

1867年(72歳)

1869年(74歳)

1869年11月4日

イギ リスに永住 をは じめた。

この前後,チ ェサ ピーク ・オハ イオ運河,ボ ルテ ィモア ・オハ イ

オ鉄道の経 営 に関係 した。

ジョージ ・ピーボディー ・カ ンパ ニーをお こした。(～1861年)

これよ り銀行家 ない し金融業者 として,引 退す る1864年 ま でのあ

いだ,主 として外 国為替 および証券の取引によ って,財 産をた く

わえた。

ピーボデ ィーの寄附 により,故 郷のデ ンバ ーに ピーボデ ィー研究

所 が創設 された。

これを機に,母 国アメ リカの教育 ・学術 ・文化事 業へ のおびただ

しい寄附が開始 された。

ボス トンの実業家 モーガ ンと提携 した。

約20年 ぷ りに,ア メ リカを訪 問 し,翌 年,イ ギ リスに もどった。

ピーボデ ィー一の寄附によ り,ボ ル ティモ ア ・ピーボデ ィー研究所

の創設が きま った。

ロ ンドンのまず しい人 々に住宅 を提供す るた めに,ピ ーボデ ィー

の寄附 によ り,ピ ーボデ ィー基金 が創設 された。

引退 した。

アメ リカを訪問 し,翌 年,イ ギ リスにもどった。

ピーボデ ィーの寄附 により,ピ ーボデ ィー教 育基金 がアメ リカに

創設 された。

アメ リカを訪 問 した。 これが,生 前 におけ る最 後の帰 国とな った。

ロン ドンで没 した。遺体 は,ア メ リカにお くられ,セ ィ ラムに埋

葬 された。

5.2.

　彼の人生をいうどったのは,事 業家としての立身課ばかりではなかった。上記の年

譜にかきこむには,あ まりに繁雑になるので大部分を省略 したが,彼 が後半生におい

ておこなった,多 方面にわたる,し かも膨大な額にのぼる寄附　　それは彼のたくわ

えた財産の3分 の2に あたったといわれる　　 こそが,慈 善家ジョージ ・ピーボディ

ーの名を不朽のものとしたのであった。
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　 これ まで,ジ ョージ ・ピーボデ ィーの伝記 をあ らわ した何人 かの人 がいたが,彼 ら

はいずれ も,ピ ーボデ ィーの銀行家 ・事業家 と しての成功 をたたえるとともに,い や,

それ にもま して,慈 善家 としての彼の業績に紙 数をっいや している。 ことほどさよ う

に,そ の寄附 による社会へ の貢献 がおおきか ったのであ り,ま た彼の慈善家 としての

側面が、アメ リカのロマ ンを体現 した人物に,い かにも,に つかわ しか ったか らにほ

かな らない。

い くつかの事実は,ピ ーボディーの慈善家としての活動をわすれがたいものにしている。 し

かも他の寄贈者とちがって,彼 に宗教的な動機があったようにもみえない[CURTI　 1971:x}。

　 ピーボデ ィーがおこな ったおびただ しい額 の寄附 と,そ れを基礎 に しておこされた

数 おお くの施設な い し事業 について,い まここで,逐 一 を検 討す る余裕 がない。 そこ

でそれ らを,パ ーカ ーによ る試 算[PARKER　 l971:208-210]を 参 考 に して,あ ら

ためて年次順 に整理 してみ ると,つ ぎにかかげるような結果 を うる。

　 なお,パ ーカーによれば,こ の数字 はかな らず しも完全 ではないという。なぜな ら

ば,我 々が確認で きるのは,公 式 の寄附 にか ぎ られてお り,書 籍 の購入費,代 理人 の

手数料,鄧 便代など寄附に付 随す る諸経 費 とともに,当 然 のこ となが ら,匿 名の寄附

は,こ こにふ くまれていないか らである。実際の寄附は,以 下 の数宇をかな りうわま

るもの とみな くてはな らないであろう。

1837

1851

1852

1852

ユ854

1854

1856

1857

1862

1864

1866

1866

1866

1866

1866

1866

1866

1866

1867

メ リー ラ ン ド州 政府

メ リー ラ ン ド研究 所(Baltimore,　 MD)

ピー ボ デ ィ ー研究 所(Peabody,　 MA)

第二 次 グ リネ ル探 検 隊

ピー ボ デ ィ ー ・ハ イ ・ス クー ル(Pcabody,　 MA)

ワ シ ン トン記 念塔(Washington,　 D・C.)

ピー ボデ ィ ー研究 所(Danvcrs,　 MA)

ピー ボデ ィー研 究 所(Baltimore。 　MD)

ピー ボデ ィー基 金(London)

ア メ リカ 合衆 国衛 生 局

ピー ボデ ィー博 物 館(Harvard　 Univ・,　MA)

ピー ボデ ィー博 物 館(Yale　 Univ・,　CO)

メ モ リアル 教会(Georgetown,　 D.C.)

ピー ボデ ィー研 究 所(Georgetown,　 MA)

フ ィ リップ ス ・アカ デ ミー(Andovcr,　 MA)

ケ ニオ ン ・カ レ ッジ(Gambier,　 OH)

メ リー ラ ン ド歴 史 学協 会(Baltimore,　 MD)

ピー ボデ ィ ー図 書 館(Thetford,　 VT)

ピー ボ デ ィ ー教 育 基金

　 60,000

　 　 1,　OOO

　 217,600

　 10,　OOO

　 　 2,600

　 　 1,000

　 100,000

1,400,000

2,500,000

　 10,　OOO

　 150,000

　 150,　 OOO

　 70,000

　 30,000

　 25,000

　 25,000

　 20,　OOO

　 10,000

2,000,　 OOO
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1867

1867

1867

1867

1867

1867

1869

ピー ボデ ィー 科 学 ア カデ ミー(Salem,　 MA)

マ サ チL一 セッツ歴 史 学 協 会(Boston,　 MA)

サ ン ・ス ピ リ ト病 院(Romc,　 Italy)

ピー ボデ ィー 図書 館(Georgetown,　 D.C.)

ピー ボ デ ィ ー図 書館(Newburyport,　 MA)

ホル トン ・ハ イ ・ス ク ール(Danvers,　 MA)

ワ シ ン トン ・ リー大 学(Lexington,　 VA)

そ の他(1000ド ル にみ た な い寄 附)

　 　 　 　 　 総 　 　 　 　 　 　 　 額

　 140,000

　 20,000

　 19,300

　 15,000

　 15,000

　 2,000

　 60,　OOO

　 2,475

7,055,975

　 ピーボディーの慈善事業としては,ロ ンドンの窮民救済住宅基金のたあの寄附が有

名であるが,こ れをみれば,ピ ーボディーの多方面かつ多額におよぶ寄附の,そ の大

半が,母 国アメリカにおける公共図書館 ・研究所 ・学術調査 ・博物館 ・学校など,総

じて学問 ・教育への援助にむけ られていることが,了 解されるはずである。あらため

て数字をあげると,現 在,判 明している彼の寄附総額700万 ドル余の内,上 記の目的

に提供された分は,440万 ドルにのぼり(「その他」に計算 したものをふ くむ),ま た

高額寄附の上位み っつのうちのふたつを当該分野がしめているのである。

　正規の教育をうける機会のとぼ しかった彼は,晩 年,と りわけ社会教育もしくは生

涯教育事業の振興に熱心であった　　 といわれている。たしかに,上 掲の表にあらわ

れた顕著な傾向は,彼 の関心がそのような方面にそそがれていた事実をものがたる。

彼の慈善家としての活動は,南 北戦争 という混乱を体験 した19世紀後半のアメ リカに

あって,学 術 ・教育施設の充実に無視できない役割をはた していたもの とお もわ れ

る。

　 しかも,ピ ーボディーの寄附は,無 責任なお金のばらまきではなかった。彼は,ま

とまった額の寄附をおこなう場合には,か ならず信頼するにたる,複 数の委託人をさ

だあた。そのうえで,彼 ら委託人に対 し,寄 附金運用について詳細な指示をあたえ,

寄附の効果が最大限に発揮されるように細心の注意をはらうのがつねであった。 この

ような寄附のありかたは,彼 の寄附それ自体が,事 業家としてのピーボディーにとっ

て,も うひとつの事業ともいうべきものであったようにみえるのである。

　額にすれば,数 おおい彼の寄附のなかで,か ならず しも特筆するほどのおおさでは

なかったにせよ,ピ ーボディー科学アカデ ミー設立の基金となった寄附も,ま た,そ

の例にもれなかった。

5.3.

その ジ ョー ジ ・ピーボデ ィーは,1865年 　 　おそ らくその夏 ロ ン ド ンで,セ イ
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ラムか らや って きたフランシス ・ピーボデ ィーと会見 した はずであ る。 フランシス ・

ピーボデ ィーは,ジ ョージ ・ピーボデ ィーのまた従兄弟 にあた る人 物であ る。 しかも,

当 時,彼 はエセ ックス研究所の会長 とい う要職 にあった。

　ふた りの会見 は,エ セ ックス研究所の ウィー トラン ド博士の要請によ るものであ っ

た とい う。博士 は,そ の年か ら同研究所 の会計 と書記 をかね ることにな ったばか りで

あった。彼は,ヨ ー ロッパ にい く会長 フランシス ・ピーボディーに,ひ とつの任務 を

託 した。それは,ほ かでもな く,ジ ョー ジ ・ピーボデ ィーにエセ ックス研究所 を援助

す るための寄附を もう しこむ ことであ った。

　 この とき,ジ ョー ジ ・ピーボディーは,慎 重 に確答 をさけた。なにせ,ロ ン ドンの

彼の もとへは,か ぞえきれな いほどの寄附申請 がお しよせていたのであ ったか ら,た

とえ ちか しい縁者 か らの依頼 とはいえ,回 答 を保留 したのは当然であ った。ただ,ジ

ョー ジ・ピーボデ ィーは,つ ぎの年 にアメ リカへ い く予定 があ るので,こ の件 について

は,そ の際に,あ らためて考慮す ることだけは約束 して くれた[WHITEHILL　 1949:

55-56]。

　 ジ ョー ジ ・ピーボデ ィーは,予 定 どお り,翌1866年5月 に渡米 し,ま る1年 にわた

ってアメ リカに滞在 した。前掲の寄附一覧 をみて もわか るように,1866年 か ら67年 に

かけては,彼 の寄 附が集 中的 におこなわれた時期 にあた ってい る。それは,お のず と,

彼 の今 回の滞米 の目的をものがた るものであ った。 そ してその間に,ジ ョー ジ ・ピー

ボデ ィーは,セ ィ ラムをたずね る機会 を もったよ うであ る。

　東 イ ン ド海運協会 とピーボデ ィー博物館の歴史 につ いて簡潔な書 物をあ らわ した ウ

ォーター ・W・ ホワイ トヒルは,

ジ ョー ジ ・ピー ボデ ィーが セ イ ラムを 訪 問 した と き,彼 は,エ セ ックス研 究 所 に好 意 を お ぼ

え た 。 そ こで,エ セ ッ クス研 究 所 の事 業 の 発展 の ため に,お 金 を お くる こ と を 決 意 し た

[WHmHILL　 1949:56]。

とかいてい る。そ してただ ちにコルネル ・フ ランシス ・ピーボデ ィーをは じめとす る

委託人5人 　　 のちにウィー トラン ド博士 ら4人 が くわえ られて9人 とな る　　 を任

命 した とい う。この委託人 は,寄 附が実施 され たの ち,そ の管理 と運営 にあたるべ き

メ ンバーであ った。

　おそ らく,こ の記述 はただ しいであろ う。 ジ ョージ ・ピーボデ ィーは,1867年4月

末 それは彼 がイギ リスへ もどる直前 だ った に・ニ ュー ・ジャージー州のニ ュ

ー ・アーク ・ジ ャーナル紙 の記者 の インタ ビューにこたえて,「 こち らに くるまえ,

ロ ン ドンで計画 していたことのすべてを,ほ とん ど変更な く(こ のアメ リカ滞在 中に
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一筆者註)実 行 したよ。ただ しエセ ックス郡の科学のための贈 物は予定外だ ったがね」

とはな したのであ る[PARKER　 l971:165,200]。

　 この発言 は,こ の寄 附が,か ねてか ら予定されていた もので はな く,現 地 をお とず

れた　　 そ して とりわけエセ ックス研究所 か らうけた　 　感動 によって決意 された も

のであ ることを示唆 して いる。

　 ただ し,ピ ーボデ ィーのセイラム訪問がいつの ことなのか,そ して最終的に寄附を

決意 したのがいつ なのか,既 存の伝 記的研究 は,正 確 な期 日をあ き らかに していない。

ピーボデ ィーは,1866年5月1日,船 で ニ ュ・一一・ヨークにつ くと,す ぐに,彼 の妹が

いたマ サチューセ ッツ州の ジ ョー ジタ ウンにいき,そ こに2カ 月 ほど滞在 して静養 し

た。 ジ ョージタ ウンとセイ ラムは,さ ほどはなれていない。 ジョー ジ ・ピーボディー

のセィラム訪問 は,お そ らく彼 の ジョージタ ウ ン滞在中　 　すなわち1866年5月 ない

し6月 の出来事 ではなか ったか とかんがえ られ る。7月 以降,彼 はニ ュー ・イングラ

ンドをはなれて各地を転 々としたか ら,セ ィラムをお とずれ る機会 はなかったとみ る

の が穏 当であ ろう。

　 このときのことを,ウ ェイマ ンは,つ ぎのようにか いてい る[ウ ェイマ ン　 1976a:

257]。

若 いフレドリック ・プットナム(パ ットナムのこと筆 者註)は,(中 略)エ セックス郡地域

の著名な家柄の出であったので,彫 の深い顔をして質素な様子をした,銀 色の髪の老いた独

身者(ジ ョージ ・ピーボディーのこと一筆者註)に 会 う機会を得た。 そ してセーラムの古い

エセックス研究所の付近に,新 しいダーウィン説派の科学センターを建設するという彼の夢

を,熱 を込めて述べ立てたのである。

　 も し,パ ットナムが ジョー ジ ・ピーボデ ィーに接触 したのが事実だ とすれ ば,そ れ

は,こ の セイラム訪問の前後,ピ ーボディーが ジ ョージタ ウンに滞在 していた期間を

おいてほかになか った。

　 しか し,こ の文章 には、す くな くともみ っつの点で不審がある。

　 まず第一 に,パ ットナムが直接 ピーボデ ィー と接触 し,寄 附につ いて折衝 したこと

を しめす根拠が とぼ しい ことである。た とえ,ピ ーボデ ィーへ の寄附 の申請 にパ ッ ト

ナムの意志がつ よ く反映 していた に もせ よ,こ の間の交渉 は,あ くまで ウィー トラン

ド博士が,そ れ も,ど ち らか といえば,個 人的な立場でお こな っていたとみ るべ きだ

か らであ る。

　第二 に,こ の時点で は,ま だ あた らしい研究所 の構想 は芽 ばえて いない。 ピーボデ

ィーの寄附は,最 後の最後 まで,エ セ ックス研究所 に対 してなされ るはずだ ったか ら

である。
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　第三 に,た とえパ ットナムがジ ョージ ・ピーボデ ィー とあい,寄 附を要請 した こと

があ った にせよ,彼 が この段階 で,ダ ーウィン学説に同調 して いた とはかんがえに く

い。 セイラム学派が しだいに進化論 に傾斜 してい くのは事実だ が,そ れ は,い ます こ

しのちの ことであ り,し か もパ ッ トナムは,そ れ にもっとも慎重 な態度を とった人 物

であ った[DEXTER　 1979]。

　 このあた りの事実関係についての理解 は,日 本 の研究者は もとよ り,ア メ リカの科

学史 ・伝記の著者 において も,結 果 と発端 の倒錯 があ って,し ば しば正確 さにかけ る。

しか も,当 事者た ちの発言まで もが,年 月 をへ るに したが って混乱 を きた して くるの

で,注 意が必要であ る。

6.寄 附 金 の ゆ くえ

6.1.

　上 にのべ たように,の ちに ピーボデ ィニ科学 アカデ ミーに結 実す ることにな った ジ

ョージ ・ピーボデ ィーへの寄附の申請 は,も とも と,エ セ ックス研究所 によ ってな さ

れた ものであった。 それ は,い くつかの紆余 曲折 をへて,ピ ーボデ ィー科学 アカデ ミ

ー創設 とい う結果 になったが
,本 来,ピ ーボデ ィーか らもた らされ る寄附は,エ セ ッ

クス研究所 の基金 を拡充す るもの とな るはずであった。

　 ジ ョー ジ ・ピーボデ ィーか ら寄附金をひ きだすにつ いて は,と りわ け,ウ ィー トラ

ン ド博士 の尽力 がおおきか った とかんがえ られ る。先 にのべた ように,1865年 夏,ヨ

ーロ ッパ に旅行す るフ ランシス ・ピーボデ ィーに
,ロ ン ドンで ジ ョー ジ ・ピーボデ ィ

ーと接触 す るよ う
,ひ そか に依頼 したの も,ウ ィー トラン ドであ った。

　 もっとも,こ の ウィー トランドの水面下の うごきは,む しろ彼の個人的判 断に もと

つ くもの とい うべ く,か な らず しも組織的な ものではなかった。 この間の経 過は,後

年,ウ ィー トラン ド自身が,私 的な回想のなかで は じめてあ きらかに した事実であ っ

て[ROBINSON　 n.d.],エ セ ックス研究所 の公式記録 である 「所報」な どに,こ の こ

とは,い っさいふれ られていない。計画 は,穏 密 には こばれたのである。

　 おそ らくウィー トラン ドには,そ れ を表面化 させ ることによ って生 じるであ ろう事

態 が予測 されていた にちがいなか った。 その事態 については,あ とで,く わ しくのべ

ることにな る。

　 いずれ にせ よ,こ の時点で,エ セ ックス研究所の現状 と将来 につ いて真剣 にお もい

をめ ぐらせ ていたのは,セ ィ ラム知識人 を代表す るウィー トラン ドと,そ してまだわ
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か いパ ッ トナムのふ た りだ けであ ったにちがいない。パ ッ トナ ムについては,す で に

のべ るところがあった。 したが って ここでは,ウ ィー トラン ドとい う人 物につ いて,

あ る程度 の予備知識 をもってお く必要 があ るだろ う。

　ヘ ン リー ・ウィー トラン ドは,1821年1月 にセイラムでうまれた。父 リチ ャー ド・

ウィー トラン ドは,イ ギ リスか らや って きた船長 で,東 イ ン ド海運協会のふ るい会員

(1800年8.月 に加入)で あ った。 ウィー トラン ドは,1831年,ハ ーバ ー ド大学 を卒業 し

たの ち,兄 に したが って イギ リスへ航 海を経験 す るが,セ イラムへ もどってか らは・

1833年 の エセ ックス郡博物学協会の設立 に参画 し,ま た1837年 か ら48年 ま で,11年 間

のなが きにわた って東 イ ン ド海運協会博物館責任者の職 に あ り,さ らに1848年 の エ

セ ックス研究所 の創設 に も重要 な役割 を 演 じた[PuTNAM　 l896;UPHAM　 1895;

EssEx　 INsTITuTE　 1893]。

　 この間,ハ ーバ ー ド大学 か ら医学博士の学位を うけたが,生 涯,開 業 することはな

か った。学 問的な関心 は,博 物学を 中心 に多岐 にわた り,み ずか ら船 を したてて・大

西洋のアザ リア諸 島や南米 のパ ラグ ァィにおもむいた こともあ った。 しか し・学問的

な著作 はす くな く,学 者 としての業績 よりは,む しろ,セ ィ ラムひいてはニュー ・イ

ングラン ドにおけ る市民 的文化事業の組織者 ・推進者 と して,お お くの役職 を兼務 し・

す ぐれた実務能力 を発揮 したことが評価 され る。

　 1865年5月,ウ ィー トランドは,エ セ ックス研究所の書 記兼 会計に選出された。 エ

セ ックス研究所 には,そ の前年,わ かいパ ッ トナムが博物館責任者 と して着任 してお

り,研 究 活動 のあ らたな発展 が期待 されて いた。 しか し,す で にのべた ように・エセ

ックス研究所 には,そ れを保証す る財源 がとぼ しか った。研究所運営の事 実上の責任

者 とな った ウィー トラン ドの最初 の仕事 は,そ の基金の確保でな けれ ばな らなか った。

そ して彼は,エ セ ックス郡 出身 の富豪 で,い まは ロン ドンにあるジ ョージ ・ピーボデ

ィーに,そ れ を もとめたのである。

6。2.

　 そ してその寄附 は,お そ らく1866年 初 夏,ジ ョージ ・ピーボデ ィー本人 のセイ ラム

訪問 によって,ほ ぼ確実にな った。 もっと も,エ セ ックス研究所が ジ ョージ ・ピーボ

デ ィーの意向 にそ うには,い くつか の困難があ った。

　 そもそ もエセ ックス研究所 は,セ イラム ・ア シニーアムの好意によ って,い まだ に,

ア シニ ーア ムの保有 す るブルマー ・ホール に間借 りす る身であ った。 ところが,ピ ー

ボデ ィーは,彼 の期 待す る研究所 は,そ れにふ さわ しい独 自の建物を もつべ きである

763



国立民族学博物館研究報告　　12巻3号

とかん がえていた。 も し,そ のため に資金 が必要 な ら,そ れ は彼が用意す るとい うの

であ る。 したが って,エ セ ックス研究所は,ま ず,し か るべ き建物を物色 す る必要 に

せま られた。

　 ウィー トラン ド博士 は,か ねてか ら東イ ン ド海運 協会 が経済的な危機 におちい って

いるこ とを熟知 していた。博士 は,か つて11年 にわた り,東 イ ンド海運協会博物館の

責任者 をつ とめた経歴の もちぬ しであ った。彼 は、1866年 の秋 か ら冬 にかけて・同協

会 の有力者 に対 し,将 来 もた らされ るであ ろう ピーボデ ィーの寄金 によって,海 運協

会 の博 物館 になって いるイ ース ト・イ ンディア ・マ リン ・ホ ールを買収 するための下

交渉 をおこなった。

　 同年12月14日,東 イン ド海運協会 の会議 に提 出され た博士 の手紙 には,

　 (1)　 エ セ ックス研究所 の 利 益のために,イ ース ト・イ ンディア ・マ リン ・ホール

　　 をかい とること,

　 (2)　 標 本資料な ど同協会 が現在 ホール に所有す るものは,建 物の買手 に 永 久に寄

　　 託す るもの とすること,

　 (3)　 研 究所が事務のた めに配備 す る設備 は,東 イ ン ド海運協会の職員や会員 の 会

　　 合な どに使用 して よい こと,ま た,航 海記録や協会の書類 はエセ ックス研究所の

　　 図書館 に帰属す るが,そ れを別 置す ること,

　 (4)東 イ ン ド海運協会 の現在の会員は,こ れまで同様,ホ ール を訪問 し友人 を招

　　 待す る権利 を保有す ること,

　　 などが・ しめされてい た[WHITEH肌 　 1949:57]。

　 どち らか といえば,み ずか らの博 物館をもて あま し気 味であ った協会側 に,こ とさ

ら異議 のあ るはず はなか った。数回の会議 ののち,12月27日,こ の提 案はそのまま,

東 イ ン ド海運協会 の承認す るところ とな った。

　 あ らためて念 をお してお くな らば,こ の段階で,そ れ を買収 し,か つ管理す るのは・

あ くまでエセ ックス研究所 であって,あ た らしい別 の機 関がで きることは,ま った く

想 定されていないのであ る。

6.3.

　 それ はともか く,こ れで当面 の難 問が解決 された ようにみえた。 ところが,そ の一

方で,深 刻 な問題が,ほ かな らぬエセ ックス研究所の側に生 じていた。

　 ひとつ は,エ セ ックス研究所の改称 問題 であった。寄附者であ るジョー ジ ・ピーボ

デ ィー とそれを うける会長 フランシス ・ピーボデ ィーは,と もに,寄 附が実行 された
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時点で,エ セ ックス研究所の名をあ らたあ ることをかんがえていたふ しがあ る。ウィ

ー トラ ン ドも,そ れ に同意 していた といわれ る。 これまで ピーボデ ィーの寄 附によっ

て創設 された機 関は,い ずれ もその寄附者 を記念 して,彼 の名 をかぶせた名称を採用

していた。今 回はあ らか じめ創設が意図 されていたわけではなか ったが,前 例にな ら

って既往 の名称 を変更 しようとしたのであ る。

　 な お,ジ ョン ・ロビンソンの回想 によれば[ROBINSON　 n.d.],こ の 時点ですでに

く ピーボデ ィー科 学アカデ ミー 〉という名称がかんがえ られていた というが,そ れを

確認 す るすべ をもた ない。

　 いずれにせよ,当 然の こと として,エ セ ックス研究所の創設以来,そ の運営 にあた

って きた役員のなか に,従 来 の名称へ のつ よい愛着が しめ された。 しか も,そ れ を単

な る感傷 といい きれない ところに,問 題 の深刻 さが あったのであ る。　　 とい うの も,

名 称 を変更す ることが,会 員制の研究機 関であ るエセ ックス研究所の性格 の変更 につ

なが るのではないか とい う危惧 があ ったか らであ る。

　 この おそれが,さ らに第二の問題 を派生 するこ とになる。す なわ ち,ジ ョー ジ ・ピ

ーボディーの意志 によると
,そ の寄附金 の管 理と運用 は,彼 自身 の任命 した　　す な

わち,彼 の意向 を忠実 に代行す る　　 委託人によ っておこなわれ るもので な くてはな

らなか った。 それ は,ピ ーボディーのお こな った寄附の大半 にみ られ る方式であ り,

ピーボデ ィーの立場か らすれば,彼 の寄附が当初の 目的 どお りに効果 を発揮す るた め

の当然 の措置 にほかな らなか った。

　 ところが,こ れまでのエセ ックス研究所の運営は,す べて会 員の合議 にもとつ いて

お こなわれ て きた。すで に指摘 したこ とであ るが,エ セ ックス研究所 が会員制 の機関

であ った ことを,あ らためて想起 して おこう。研究所 の執行 部　 　役員 ・職員 は・会

員の投票によ って選 出 され る。選 出され た役員 ・職員 は,会 員の合意 に もとつ いて ・

研究所の運営 にあた る。 この原則 に した が うか ぎ り,た とえ ピーボデ ィーか らの寄附

金 といえ ども,そ の管 理 と運用は,す べか らく会員の意志を体 した執行 部にゆだね ら

れ るべ きであ った。

　 しか し,ピ ーボディーの意向に したが うと,彼 ら自身の運営機構 と,そ れ とは別の

原理で選考 された委託人 とが並 立す る事態 にな る。 そうなれば,場 合によ っては,基

金 をもった委託人の発言力が執行部のそれを うわまわ ることさえ・充分に予想 され る

で あろう。 そのような二重組織の出現 に,エ セ ックス研究所 のメンバ ーのおお くが難

色 を しめ したの も,わ か らないで はない。

　 ピーボディーへの寄附 の依頼 が,ウ ィー トラン ドの個人的,か つ水面下の うごきと

765



国立民族学博物館研究報告　　12巻3号

して開始 された のは,あ らか じめ彼 に,そ れを公表すれば,か な らず や,こ のような

抵抗 がお きる という予感があ ったか らで はなかったか と推察 され る。 ピーボディーの

意志 がかたま るまで に,エ セ ックス研究所 の側 に問題 が発生すれば,と うてい寄 附は

実現 しないであろ う。そ こでウィー トラン ドは,そ れが決定的 にな るまで,話 をふせ

ていた もの とお もわれ る。

　 しか し,こ うして ピーボディーの寄附は,宙 にういた格好 にな った。

　 ピーボデ ィーの寄附 が既存の組織 とのあいだに軋蝶 を生 じたのは,こ れが最初 では

なか った。1866年 初 夏,ジ ョージ ・ピーボデ ィーは,彼 の寄附 によってボルテ ィモア

(メ リー ラン ド州)に 創設 され ようとしてい るピーボデ ィー研究所 と,既 存 のメ リー

ラン ド歴史 学協会 とのあいだの調整 に苦 心 しな くてはな らなか った。

　 寄附 に際 して記 された ピーボデ ィーの手紙 には,薪 研究所 の建物 に歴史学協会 が自

由に使 用で きる場所 が確保 され,ま た協会 のメ ンバーが研究所 の運営 に参画す ること

が保 証 されていたに もかかわ らず,委 託人た ちと協会側 の思惑 は,容 易 に一 致をみな

か った。そ してついに ト つ屋根の下 で二つの組織が共存 することは,現 実的 に困難

であ る」 と判断 され る事態 にたちいた った。

　 結局,ピ ーボデ ィーは・メ リー ランド歴史学協会に出版基金 という名目で,別 に2

万 ドル の寄附 をおこない,新 設 の ピーボデ ィー研究所 と既存の協会 との縁 をき らね ば

な らなか ったのである[PARKER　 l971:153-154]。

　 いま,セ ィ ラムにおいて も,お な じよ うに既成 の組織 であ るエセ ックス研究所 とあ

らたに任命 された委託人の関係 は,微 妙 であ った。 そう した状況の もとで,し だいに,

エ セ ックス研究所か ら独立 した,し か し相互 に密接な関係を もつ別個の研究機 関設立

の構想 が浮上す ることにな る。

6,4.

　そ して,ジ ョー ジ ・ピーボデ ィーが寄附の意志 を実行 に うつ すべ く,ふ たたびセィ

ラムにや って きたのは,ま さ しく,そ の判断の岐路 にさ しかか った時期であ った。

　 ジ ョージ ・ピーボデ ィーは,1867年2月26日,セ イ ラムにいた。彼 はそ こで,9人

の委託人 にあてて手紙 をか く。その手紙 は,彼 一 流の,熱 っぽい調子 につ らぬかれて

いた。それは,

　 　 同封の委任状によっておわかりのように,わ た しは,エ セックス郡の科学と有益な学問を振

　　興するために,合 計14万 ドルを,貴 方がた自身と貴方がたの後継者の手にゆだねたいとおも

　　 います。
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とか きお こされ,

　 　 この委託が,わ れらの,ふ るき,よ きエセックス郡内にとどまらず,わ れらのコモンウエル

　　ズ(マ サチューセッツ州をさす一筆者註),わ れらのコモンカントリー(ア メリカ合衆国をさ

　　す筆 者註)に おける知性と道徳の発展に寄与することをねがいつつ…。

　　 とむす ばれて いたのであ る。

　 ちなみに,こ の 「エセ ックス郡の科学 と有益な学問を振興 す るために」 という くだ

りは,の ちの ちまで,ピ ーボデ ィーのこの寄附が話題 にされ るとき,か な らず言及 さ

れ る,絶 好 の うたい文句 となった。

　 さ らに ピーボデ ィーは,手 紙 にそえた委任状の冒頭 で,

　 (1)9人 を 委託人に任命 する ことを確認 し,

　 ②　それ ら委託人に対 し,「 エセ ックス研究所の名の もとに,い ま,セ イラム市 に創

　　立 されよ うとしている法人」 に関 して,こ の委任状の条項を実行す るうえで必 要,

　 　 もしくは有効な協議 ・協定 をお こな う,す べ ての権限をあた えること,

　 　を表明 してい る。

　ま た,委 任状の本文では,

(3)14万 ドルの うち4万 ドルは,東 イ ン ド海運協会 ホール(い わ ゆるイース ト・イ

　 ンデ ィア ・マ リン ・ホール)の 購入 と改修 にあて,の こ りの10万 ドル は永続資金

　 と して保管す ること,

(4)あ るいは収入の12分 の7は 物理学と実用工学 の部 門の,12分 の5は 博物学部門

　 にあて るよ うに,

(5)委 託 人の活動を記録にの こす こと,法 人化 に必要 なア ク ト,運 営の規則な どを

　作成す ること,

　 　 とい った具体的 な指示をあ たえていた。なお,こ の ピーボデ ィーの手紙 と委任状

の本 文は,[PEABoDY　 AcADEMY　 oF　SclENcE　 l869:1-4]に 収 録 されてい る。

　 9人 の委託人 の姓名 と肩書,そ して ジ ョージ ・ピーボデ ィーとの関係 は,以 下の ご

とくであ った。順序 は,ピ ーボデ ィーが記 した とお りであ る。

フ ラ ン シ ス ・ ピ ー ボ デ ィ ー

ア ー サ ー ・グ レ イ

ゥ イ リ ァ ム ・C・ エ ン デ ィ コ ッ ト

ジ ョ ー ジ ・ ピ ー ボ デ ィ ー ・ラ ッ セ ル

オ ス ニ エ ル ・C・ マ ー シ ュ

エセ ックス研究所会長(ま た従兄弟)

大学教授

大学教授(甥)

大学教授(甥)
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ヘ ン リー ・ウィー トラ ン ド　　 　　　 　 エセ ックス研究所書記 ・会 計

アベナー ・C・ ゴ ッ ドウェル ・ジュニア　 エセ ックス研究所

ジェームス ・R・ ニ コルス　　 　 　　 　 　エセ ックス郡ハ ーバ ー ヒル在住

　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 (ピ ーボデ イーの友人)

ヘ ン リー ・C・ パ ーキ ンス　　 　　　 　　 エセ ックス郡 ニュー ・ベ リーポー ト在住

　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 (ピ ーボデ ィーの友人)

　 ジ ョージ ・ピーボデ ィー と親戚関係 にあ るもの3人,エ セ ックス研究所 の関係 者が

3人,セ イ ラム以外 か ら4人(う ち2人 はエセ ックス郡北部 の住人)と いった内訳に

なってい る。 ピーボデ ィーの意志をつ らぬ き,か つ衆知 をあつ めるには,穏 当な配 置

といえ ようか。 もっとも,か な らず しも全員が実際 に仕 事を したわけではなかった。

ジェームス ・R・ ニ コルスやヘ ン リー ・C・ パ ーキンスなどは,会 議 に もあま り出席

していない。

　 ところで,こ の寄附が実行 された とき,現 地 セイ ラムで,ど こまで懸案事項 の調整

が進行 していた のか,の こされた記録　 　 とい って も我 々が利用で きるのは,公 表 さ

れた公式の もの にか ぎられ るが　　か らは,い っこうに分明でない。あ るいはまた,

こ の段階で,当 の ピーボデ ィー本人 がどの程度 まで セイ ラムの複雑 な事情 を しってい

た のか も,よ くわか らない。

　す くな くと も,イ ース ト・イ ンデ ィア ・マ リン ・ホ ールの購入 は可能 となって おり,

それ は ピーボディーも承知 していたはず である。だか らこそ,委 任状 に,そ の購入の

ための具体的 な指示をあ たえたのであ った。 しか し,エ セ ックス研究所 と別個 の研究

機 関をつ くるや否や について,セ ィ ラムで どれ ほど判断がかたま っていたのか,そ し

てその経過 を,ピ ーボデ ィーが どこまで了解 して いたか にな ると,は なはだ微妙で あ

ったと しか,い いようがない。

　 この点 をかん がえ る手 がか りにな るのは,委 任状のなかにみえ る 「エセ ックス研究

所 の名のも とに(こ の箇所 の原文は,``under　 the　namc　 and　 title　of　the　Essex　 In-

stitute"で あ る),い ま,セ イラム市 に創立 され ようとしてい る法入」 という表現で あ

る。問題 の焦点 は,「 いま,セ イ ラム市 に創立 されよ うと してい る法人」 が,具 体 的

になにをさ していたのか であ ろう。

　 委任状をよむかぎ り,そ れが従来のエセ ックス研究所 と併存す るもの　 　すなわち

別 の研究機 関であるとは,一 言 もかかれていない し,そ れ を うかがわせ る文言 もみい

だせない。 したが って,「 いま,セ イ ラム市 に創立 され ようと してい る法人」 は,文

字 どお り,エ セ ックス研究所の名の もとに,そ の事業 を継承 ・発展 させ る法人 と理解
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せ ざるをえないであろ う。

　 い くつ かの解釈のな りたつ余地 があろ うが,ひ とまず私見 では,ピ ーボデ ィーは,

エ セ ックス研究所 を 「改称」 するこ とこそ断念 した ものの,旧 来 の名称をの こした う

えで,こ れを,物 理学 ・実用工学などの部 門をふ くむ,あ た らしい大規模 な研究機 関に

「改組」す る意志 を,な お,す てていなか ったのではな いか とかん がえ る。そ してそ う

理解す るな らば,ピ ーボディーの寄附をめ ぐって,我 々が想像す る以 上に,エ セ ック

ス研究所 でつ よい抵抗 が生 じたの も,ひ とまず納得 がい くよ うにおもわれ るの であ る。

7.ピ ー ボ デ ィー 科 学 ア カ デ ミー

7.1.

　 3月26日 付 で ピーボデ ィーか らの寄附が とどいたのを うけて,4月2日,9人 の 委

託人 は会合を もった。

　招集 をかけたのは,委 託人 として筆頭 に名前があげ られていた フランシス ・ピーボ

デ ィーであ る。会場 は,セ イラム ・ナシ ョナル銀行 の社長室 であ った。この正式 の最

初 の会議 が,ブ ル マー ・ホールの エセ ックス研究所内部ではな く,別 の場所 でひ らか

れた とい う事実 は,な にを意味 するの であろうか。それは,こ の ときすでに・委託人

た ちのあいだで,エ セ ックスとは別の機関 を設立す る構想 があたため られ ていたこ と

を示唆す るものであ ったのか もしれ ない。

　 それは ともか く,こ の会合 を もって,正 式 に委託人会議が成立 し,会 長 にフラ ンシ

ス ・ピーボデ ィーが任命 され,そ のほか副会長 ・書記 ・会計な どの役職 が選 出され,

ま た財政委員会 ・実務委員会 が組織 された。 ウィー トラ ンドは役員 にこそな らなか っ

たが,財 政 ・実務の両委員会 に席 を しめた。 この件 につ いて,彼 が,終 始,実 務の最

前線 にいたことが,こ れでわか る。

　 また委託人会議 は,こ の会合で,す でに交渉 の進行 してい る東 イ ンド海運協会のホ

ールおよび同協会の資料 を ,委 託人の もとに移 管す る手続 を開始す るこ とを決定 した。

そ して委員会 は,9人 の連名で,ジ ョージ ・ピーボデ ィーに礼状 を発送 した。 この礼

状 の文面 にも,そ の寄附 をもとに,あ た ら しい機 関が設立 され るこ とを うかがわせ る

部 分はみ あた らな い。

　 以 下,す こしく煩雑 になるのを承知 のうえで,委 託人委員会の議事 につ い て は同

委員会年報[PEABoDY　 AcADEMY　 oF　ScIENcE　 l869]に,ま たエセ ックス研究所 につ

いては同所会議録[EssEx　 INsTITuTE　 1866-68]に よ りなが ら,事 態 の推移 をお って
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み ることに したい。

　 4月4日,エ セ ックス研究所 の定例会議 で,ピ ーボディーか らの寄附金 が委託人の

もとに とどいたことが報告 され.席 上,先 の ピーボディーの手紙 と委任状,お よび委

託人 の礼状 が朗読 された。そ して,博 物館責任者 であるパ ッ トナム と園芸学部 門の学

芸員 ロー リングがた って,そ の寄附を歓迎す る旨の発 言を した。

　 とりわけ ロー リングのス ピーチは,ジ ョー ジ ・ピーボデ ィーの履歴 か らときお こし,

これまでの彼 のおびただ しい慈善事業を紹 介 しつつ,そ の人 が らを賛美す るとい う大

演説 であ った。 しか し,彼 はまだ,そ の寄附がエセ ックス研究所 に対 してな された も

の とばか りお もいこん でいたようであ る。 彼の発言 のなかには,「 ピーボデ ィーの助

成金 によ って,エ セ ックス研究所は我 々の国で最高 の組織 に仲間い り し た」 と か,

「ヱセ ックス研究所 におきた この出来事(ピ ーボデ ィーの 寄 附をさす一筆 者註)に 充

分な力 をあたえ るた めに」 といった言葉 がち りばめ られていた。

　パ ッ トナムの方 は,ご くひかえ 目であ った。 彼は,「 彼 ら(エ セ ックス研究所 のメ

ンバー一筆 者註)は,彼 らが,寄 贈者 の目的を達成す るた めに,こ の基金の委託人 に

協力す る団体 としてえ らばれ たことを,ふ か くほこ りに感 じることであ りま しょう」

としかい っていない。彼 の場合,ウ ィー トラン ドを介 して,か な り細部の事情 に通 じ

ていた可 能性 があ る。

　 エセ ックス研究所 は,こ の会議で,パ ットナム ら7人 のメ ンバ ーか らな る特別委員

会を発足 させ ることに した。 それ は,ち かい将来 にお こされ るであろう行動の計画 に

ついて,寄 附金 を管理 している委託人 と協議 し,委 託人 か らの提案 をうけ,そ れ らを

報告 す ることを任務 とす る もの であ った。

　 4月6日,東 イ ンド海運協会 と委託人 とのあいだに最終 的な合意文書 　　その内容

は,基 本 的に前年 の年末,1866年12月27日 に ウィー トラン ドとのあいだで了解 された

もの とおな じであ る　　 が作成 された。 そ して,同 日付でイ ース ト・イ ンデ ィア ・マ

リン ・ホ ール とそ こに収蔵 されている資料のすべてが,委 託人の管 理下 に移行す るこ

とにな る。

　 つづ いて4月13日,委 託人は会議 を もった。会議 は,移 管 されたイース ト・イ ンデ

ィァ ・マ リン ・ホール およびその資料 の管理 には,財 政委員会があた ること,4月16

日 よ り24日 ま で同ホ ールを一般 に公開 し,以 後,改 装のた め閉鎖す ることを きめた。

さらにその席 で,ウ ィー トラン ドら3人 か らな る小委員会 が組織 され,こ の委員 がエ

セ ックス研究所 との いっさいの連絡 ・交渉 にあたることになった。

　 エセ ックス研究所 の交渉相手 は,パ ッ トナム らの特別委員会 であ ったか ら,こ こで
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も,こ とは,お おむね ウィー トラン ドとパ ッ トナムの線 で進行 した とみて さしつかえ

ないのであ る。

　 な お,こ の時点 でも委託人 た ちは,依 然 として,エ セ ックス研究所 とことな る機関

について ・ 明言 をさけている。 む ろん,〈 ピーボディー科学 アカデ ミー〉とい う呼称

も,い っさい もちい られ ていない。 ただ,委 託人会議の小 委員会のその後 の うごきか

ら察 す るに,こ の小委員会 の設置が,エ セ ックス研究所 か ら,そ の博 物学資料 を移管

す るた めの ものであ った ことは,疑 問の余地 がない。

　　　 であった とすれば,我 々は,よ うや くこの段階 にいた って,委 託人 が新研究機

関設立の具体的な行動 にうつ っていた ことを確認 してよいよ うにおもわれ る。

7.2.

　 4月16日,さ らに委託人 は会合 をか さね た。

　 この会 合で,彼 らは,は じめて 「博物館」 とい う言葉 をつか った。 そ して,そ の

「博物館」 の管理責任者 および職員 の選考 にあ たるため,ウ ィー トラン ドらによ る人

事委員会 が組織 され た。彼 らは,独 自に人事 を開始 したのであ った。 ここに,委 託人

がエセ ックス研究所 と別個 の機 関,す なわ ち 「博物館」をつ くろうとしていた意志 が,

よ うや く,よ みとれ るのである。 それは,ま だ名前がな く,し ば らくのあいだ,か り

に 「委託人の博物館」 とよばれ ることにな る。

　 5月1日,ジ ョージ ・ピーボディーは,ニ ュー ・ヨー クか ら船 にの って,ヨ ーロ ッ

パへの帰途 につ いた。そ の直前,4月29日,30日 付 のニ ュー ・アーク ・ジ ャーナルの

紙上 に,ピ ーボデ ィーと記者 の会見記事がの った(前 述)。 そのなかで,ピ ーボディ

ーは
,こ の寄附 にふれ 「エセ ックス郡 の科学のための贈 物」 とい ういいまわ しを した。

委任状 にエセ ックス研究所の名を明示 したのに くらべれ ば,表 現 はより抽象的 にな っ

てい る。 ピーボデ ィー も,事 態 を了解 したようであった。

　 5月16日 の 委託人 の会議 において,人 事委員会 が5月1日 付で 「委託人の博物館」

の責任者 に,そ の ときエセ ックス研究所博物館 の管理責任者の職 にあ ったフレ ドリッ

ク ・パ ッ トナムをあて ることを決定 し,そ のパ ッ トナムが,必 要に応 じて助手 を雇 用

す ることをみとめた旨の報告 がなされ た。そ して この 日付 で,お な じくエセ ックス研

究所博 物学部門の学芸員A・ ハ イア ット,E・S・ モ ース,A・S・ パ ッカー ド・ジュ

ニア,ケ ール ブ ・ク ックが 「委託人の博物館」 の助手 に採 用され た。

　 か くして セィラム学派 の5人 は,そ ろって,「 委託人 の博物館」 の創設 に参加す る

ことになった。あわせて,こ れまで 四半世紀以 上にわた って東 イ ンド海運協会博物館
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の職員 であったT・ ソゥル とJ・ ハモ ン ドが,従 来 どお り博物館 の業務 に従事す るこ

とにな った。 ただ し,彼 らの所属 はあ くまで も東 イン ド海運協会 であ って,「 委託人

の博物館」の職員で はなか った。

　 この人事の意味す る ところは重要であ る。 ひ とつは,こ の人事 を通 じて,「 委託人

の博物館」 とエセ ックス研究所 は,緊 密 な連携 をた もつ ことに成功 した とい うことで

ある。　　 というの も,彼 ら5人 は新博 物館 に席 をえ,そ こか ら給料をは らわれなが

ら,以 後数年 にわた って,彼 らのエセ ックス研究所 におけるその地位 に,お お きな変

動 がなか ったか らであ る。

　 すなわ ち,パ ットナムは1870年 度 までエセ ックス研究所の博物館管理責任者の職 に

とどまり,以 後 は副会長 に昇格 した。その間,パ ッカー ドはエセ ックス研究所の客 員

幹事 にな り,の こりの3人 も,お な じく1870年 度 まで,年 に よって多少 の出入はあ る

ものの,そ の学芸員の地位 に大勢 として変化 がなか った。要す るに,エ セ ックス研究

所 と新博物館 を構成 す る人材 は,そ の一部 の,し か もその もっとも活動 的な部分で,

完 全 に重複 していたのであ る。

　 我 々は,こ の人事か ら,委 託人 が別 の機 関の創設 にふ みきった真意 をうかが うこと

がで きる。彼 らは,エ セ ックス研究所 に対立 す る施設 を構想 していたわ けではなか っ

た のである。委託人は苦慮 のすえ,エ セ ックス研究所 の主体性 とジ ョージ ・ピーボデ

ィーの意向 との,双 方が抵触せ ず,し か も,寄 附金 が もっとも有効 にはた らきうる形

態 として,あ た ら しい博物館 をかんがえだ した のであ った。

　 にもかかわ らず,そ の一方 で・いわゆ るセィラム学派 の青年た ちが,こ こにその拠

点 をえ ることがで きた とい う事 実のおもみ も,無 視 しがたいものがあ った。彼 らの学

派の同人誌 ともい うべ き 『アメ リカ ン ・ナチ ュラ リス ト』 の発行 も,や がてエセ ック

ス研究所か ら新博 物館に うつ ることにな る。それ は,彼 らの主た る活動 が,エ セ ック

ス研究所 か らあた ら しい機 関に移行 したことの,端 的なあ らわれ にほかな らなか った。

彼 らは,既 存の研究機 関の制約 にわず らわ され ることな く,自 由で奔放な活動の場を

保証 され ることにな った のであ る。

　 しか も彼 らは,以 下 にのべ るよ うな経過をへて,彼 らの研究 の材料 とな る博 物学 関

係 の資料 の一切 を,エ セ ックス研究所か ら,あ た らしい機 関に移動 させ て しまったの

であ る。

7.3.

5月21日,委 託人会議の小委員会 は,エ セ ックス研究所 に対 して　　 よ り正確 には,
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その特別交渉委員会の代表であるパ ットナムにあてた手紙のかたちで　　,重 要な提

案をおこなった。その主旨は,「エセ ックス研究所の博物学資料コレクションを永久

に委託人に寄託する」というものであった。

　 この提案には,

　 (1)　委託人は,エ セックス研究所の博物学にかかわるコレクションと資料を,特

　　別かつ恒久的な寄託としてうけとること,

　 (2)　それ らをイース ト・インディア ・マ リン・ホールに移動させ,そ こに保管す

　　 ること,も っとも,場 合によっては,そ れと同条件の場所(ただ しセイラム市内)

　　にうつすこともありえること,

　 (3)　それ らは,研 究所か らの委託品として整理 ・表示され,ま た委託人に寄託さ

　　れた他の類似の性格のコレクションとおなじ管理と注意のもとにおかれること,

　 (4)　エセックス研究所のメンバーが,そ れらをこれまでどおり研究 ・実験 などに

　　利用することをさまたげないこと,

　 (5)　移管と整理にかかわるすべての費用は委託人が負担すること,ま た エセック

　　ス研究所にある保管棚 ・展示ケースなどを委託人がかいとること,

　　などの条項がふ くまれていた。

　手紙はまた,こ の移管が,「 委託人と研究所の将来の協調」にとってもっともこの

ましいものであることを強調 し,さ らにそれが 「研究所の地位,そ のメンバーの熱意

と活動,ジ ョージ ・ピーボディーの多額の寄附からして,こ の地方の名誉 となり,そ

の住民の利益の源泉となるであろう」ともかかれている。

　そ して手紙は,「 委託人は,エ セックス研究所がこれまで達成 してきたおおくの成

果をさらに発展させることによって,委 託の偉大な目的を実現させるために,エ セッ

クス研究所のメンバーの格別の御協力をいただくことをねがわしくおもいます。そ し

て,あ なたがたが,こ の提案に同意されることを希望するものであります」とむすば

れていた。

　公式の記録のみをおってきたものには,い ささか唐突の感をいなめない内容である

が・手紙のなかには,「さる金曜日の充分かつ率直な討議のあと」「これ らのすべては,

我々とあなたがたとの交渉の場で説明されています」 といった表現をみることができ

るか ら,こ の提案がなされる以前に,い くたびかの折衝がくりかえされていたことが

わかる。 したがって,こ の手紙は,す でに双方が一定の同意に達 した段階で,そ れを

確認するための文書 として,あ るいはエセックス研究所の総会を予想 して記されたも

のとかんがえ られる。
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　 この手紙 を うけ とったエセ ックス研究所 は,お な じ5月21日 付 で,き たる24日 に エ

セ ックス研究所 の特別総会 を開催す る公示 をお こな った。その公示には,い うまでも

な く,「 研究所の科学分 野の コレクシ ョンを東 イン ド海運協会 ホール に移管 させ る こ

とについての議 決」 という議題 が明示 されていた。

　 5月24日,エ セ ックス研究所 は,公 示 どお りに特別総会 をひ らいた。その席上,ピ

ーボデ ィー寄金 の委託人 との交渉 にあた って きた特別委員会 は,上 記の手紙をそのま

ま委員会の交 渉の経過報告 と して提 出 し,総 会 の承認 をも とめたのであ る。その報告

は,さ した る抵抗 もな く総会の 同意をえた。すでに根 まわ しは,お わ っていた もの と

お もわれ る。

　総会 は,エ セ ックス研究所 が収蔵す る科学分野の資料 を委託人 に寄託す ることを決

議 し,さ らに合 意文書 の作成 と資料移管 にともな う業務 を担 当する委員 を選 出 して・

散会 した。

　 5日 後の5月29日,エ セ ックス研究所の交渉委員会 と委託人会議 の小委員会 とのあ

いだに,こ の件についての合意文書が交 換 された。文章 こそ,い かにも公式文書のそ

れ にか きかえ られてい るが,内 容 は　 　今後 とも,エ セ ックス研究所 がうけ とった博

物学資料 は,そ のつど,委 託人 に寄託 され るという一項 が くわわ った ほかは　　 ,先

のパ ットナム宛 の手紙 とことな るところはなか った。

　 これを うけて,た だちにイース ト・インデ ィア ・マ リン ・ホールへ資料を うつす作

業がは じま った。

　委託人た ちが,エ セ ックス研究所か ら独立 した博 物館 をつ くろ うとす るな らば,そ

こには一定量の コレク ションが用意 されていな ければな らなか った。 そ しておそ らく,

東 イン ド海運協会か ら寄託 を うけた資料だ けで は,不 足 とかん がえ られたのであ ろう。

そ こでエセ ックス研 究所所蔵資料 の一部移管 とい う方策 がかん がえ られ たというわ け

であ る。

　 しか も,察 す るに,こ の資料 の委託人への移管は,パ ッ トナム らの人材が 「委託人

の博物館」に移動 した ことと,表 裏一体の 出来事であ ったよ うにお もわれ る。 エセ ッ

クス研究所か ら提供 されたのが,歴 史学 や園芸学の資料でな く,と りわ け博物学 のそ

れ であったことは,パ ットナム らが博物学者であ った ことに対応 しているか らである。

あえて いえば,セ イ ラム学 派の面 々は,研 究資料 ぐるみ,あ た ら しい機 関に移行す る

ことになったのであ る。

　 そ して おそ らく,こ の間の交渉 にあたって も,ウ ィー トラン ドのはた した役割 がお

おきか った もの とお もわれ る。前述の よ うに,1900年 モ ースは東 イ ン ド海運協会の
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創設 か らかぞえて100年 を 記念す る集会 で講演 したが,そ こで彼が,こ の ときの経過

をふ りかえ りつつ,パ ットナムにな らべて,と くにウ ィー トラン ド博士の名をあげ,

そ の尽力 に対 し感謝 の意をあ らわ したの も[MORSE　 1900:4],そ の 故であ ろう。

　 6月8日,委 託人 は会合を もって,以 上の経過 を確認 した。

　 か くして,ウ ィー トラ ン ド博士 らが,エ セ ックス研究所の基金 を強化す るべ く,

1865年 夏 このか た奔走 して きた運動は,お もいがけず,ホ ール と資料の買収 によ って

東 イ ン ド海運協会 の経済的な危機を救済す ることにな った ものの・当のエセ ックス研

究所 には,な に もの ももた らさず におわ った。そればか りか,同 研究所 は,エ セ ック

ス郡博 物学協会以来収集 して きた博物学 コレクシ ョンを放 出す る羽 目になって しま っ

たのである。

　 モースは,パ ットナムを追悼 する集会 で,「 研究所 が うけた財政 的なプラスはな に

一 つなか った。 しか し,博 物学資料を維持す る出費だけは,ま ぬ がれた」 と回顧 した

[MoRsE　 l916:194]。 さ らにホワイ トヒル は,そ れ に くわえて 「この結果,エ セッ

クス研究所 は(中 略)か がやか しく野心的なわか き動 物学者 に対す る責任か ら開放 さ

れたのだ った」[WHITEHILL　 l949:59]と 指 摘 している。

7.4.

以 上の うごきをひ とまず要約す ると,つ ぎのよ うにな る。

　 (1)委 託 人た ちは,ま ず予定 どおり東 イ ン ド海運協会 のホール を買収 し,そ の所

　　蔵資料 の寄託 を うけた。

　 (2)　 つ づ いて,そ の建物 と資料を核に した 「委託人 の博物館」 が構想 され,

　 (3)　 そ の仕事 につ く人 材をエセ ックス研究所 にもとめた。

　 (4)　 さ らに,エ セ ックス研究所か ら,博 物学資料 の寄託 をうけた。

　委託人会議 としては,こ れで,あ た らしい博物館 を創設す るための実質 的な手 はず

は,す べ てと とのった とい ってよか った。 あ とは,「 狂気の若者た ち」の手 でイース

ト・イ ンディア ・マ リン ・ホールが改装 され,「 委託人 の博物館」 ができあが ること,

そ して それを法人化す る法 的な手続 の完了 をまつだ けとな った。

　委託人の会議 は,以 後,11月9日 までひ らかれない。

　その間,10月30日,委 託人会議 の初代会長,そ して ジ ョー ジ ・ピーボデ ィーに接触

して寄 附のきっか けをつ くるに多大 の功績 のあ ったフラ ンシス ・ピーボデ ィーが急死

した。11月9日 の会合は,そ の追悼集会 であ った。委託人の何人かがた って,フ ラン

シス ・ピーボディーを しのぶス ピーチをお こな っただ けで,と くに審議は していない。
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もっとも,会 長の死 にともない,か わ って副会長 のエンデ ィコ ッ トが さ しあた り委託

人 の仕事 を統括す ることにな った。そ して,ウ ィー トラ ン ドら3人 の実務 委員会 に,

法 人化の手 続をゆだねた。

　年 がかわ って1868年1月13日,委 託入 は会合 をひ らいた。議題 は,法 人 化のために

提 出す る文書の承認が中心であ ったが,と りわ け注 目され るの は,こ の席 で,法 人化

に際 して,「 委託人の博物館」 にく ピーボディー科学アカデ ミー 〉とい う名 称 をあた

え る議案が採決 された ことであ る。公式 の会議録 をみ るか ぎり,こ れが くピーボデ ィ

ー科学 アカデ ミー〉の名称が記録 に とどめ られた初見 とな る。

　 そ して1868年4月13日,マ サチ ューセ ッツ州議会 は,ピ ーボデ ィー科学 アカデ ミー

を法人化す る法案を可決 した。 ここに ピーボデ ィー科学 アカデ ミーは,法 的な認知を

うけ,正 式 に発足 したのであ る。

　 また,1868年9月12日 の 委託人会議で,ア カデ ミーの 「規則」 がさだめ られた。 こ

れによ って,博 物館の制度的な体制がかたまる とと もに,そ の 「規則」 に したが って,

あ らたに運営委員会が組織 され,実 務 の大半 が,委 託人 の手か ら,こ の委員会の仕事

に移行 した。運営委員会 は,10月10日 に その業務 と権限 をさだ めた 「規定」を議決 し,

そ の活動を開始す る。

7.5.

　す こ し横道 にそれ るようであ るが,こ こで,ジ ョージ ・ピーボデ ィーが寄附を もう

しでた14万 ドル,す なわち ピーボデ ィー科学 アカデ ミーがその創設 に際 して基金 とし

た金額 は,そ の当時 と して,ど れほど値打 のある額だ ったのであ ろうか　　 とい う点

を検 討 してお きたい。

　先 に掲出 した表に もうかがえ るごとく,ピ ーボディーが,ハ ーバ ー ド大 学,エ ール

大学な どに,や はり博物館を建設 す るために寄附 した金額 は,こ れ と同額 であ った。

折衝 にあた った ウィー トラン ドらは,あ らか じめ,そ れ らとおな じ額の寄附を要求 し

たのか も しれなか った。いずれにせよ,ピ ーボデ ィーの側か らす ると,こ の額 は,ご

く標準的な ものであ った とみてよい。

　 ピーボデ ィーの指示によれば,こ の14万 ドル のうち4万 ドル は東 イ ン ド海運協会 の

ホールをかい とるため に支出 され る分 であ り,事 実,そ の ように執行 された。おそ ら

くこの買収価格 は,ウ ィー トラン ドらが海運協会 と交渉 した結 果,す でに確定 してい

た もの とおもわれ る。 したが って,運 営資金 にあて られ るのは,の こりの10万 ドル で

あ る。 ピーボデ ィーは,こ れを永続基金 とす るこ とを要請 した。要す るに,問 題は こ
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の10万 ドル とい う金額 が,研 究機関ない し博物館を運営 してい くうえで,ど の程度 の

額だ ったか とい うことにな る。

　筆 者は,19世 紀 後期 の貨幣価値 を現代に換算す る方 法を しらない し,ま た一般 的な

換算を して も,こ の際,あ ま り有効 とはかんがえ られないので,ひ とまず,こ れ に前

後す る5年 間のエ セ ックス研究所 の財政規模を,「 所 報」 に収録 されて いる 年次総会

の記録(収 支 決算書 に記載 されて いる額)か ら摘記 して参考 と したい[EssEx　 INsTIT-

uTE　 　1866-68,1870]o

1863-64年 度 　 1,768.21ド ル

1865-66年 度 　 5,053.88ド ル

1867-68年 度 　 3,468.　 24ド ル

1864-65年 度 　 1,964.63ド ル

1866-67年 度 　 2,521.33ド ル

　 これによ ると,エ セ ックス研究所の会計 には,年 度によ ってかな り規模の上下があ

って,一 概 にその平均値 を指摘 しえないので あ るが、 いま最大の1865-66年 度 の5千

ドル余を とってみ ると,ピ ーボデ ィーがゆだねた10万 ドル とい う額 は,お よそ20年 分

のエセ ックス研究所 の会計 をまかな うことので きる額 とい うことになろ うか。 おな じ

く最小の1863-64年 度 の1千7百 ドル余 でみる と60年 ちか くはもつ とい う計算にな る。

も し,当 初の もくろみどお り,こ の寄附 がエセ ックス研究所に対 してなされていた ら,

それ は,疑 問の余地な く,同 研究所 の財政 を長期 にわた って うるおす結果 とな ったに

ちがいなか った。

　 しか し,す で に くりかえ し記 述 したよ うに,現 実 には,そ れは ピーボデ ィー科学 ア

カデ ミーという新設機関の基金 とな った。 ピーボディー科学 アカデ ミー創設 後・アカ

デ ミーはどれ ほどの財政規模で運営 されたのか。つぎに,そ れ と,こ の額の関係 をみ

ることにす る。 ここで も,「 年 報」 に収録 された会計報告 が参考 にな る。 すなわ ち・

1867-69年 の2年 間の収支 決算 額は54,412.46ド ル に 達 した[PEABoDY　 AcADEMY　 oF

SclENcE　 l869:94]。 つ いで1869-70年 度 の収支 は23,506・　14ド ル という額 にな って

いる[PEABoDY　 AcADEMY　 oF　sGIENcE　 l　871:771。 つ まりアカデ ミーは年 間約2

万数 千 ドルの経費 を必要 として お り,も し10万 ドルの基金 をと りつぶ して いけば,5

年 た らずで,そ れは消滅 して しま う額 で しかなか ったのであ る。

　 む ろん,ア カデ ミーの会計委員会 は,は や くか らこの ことに気 づいてお り,最 初 の

会計報告のなかで,「 とくにこの点 について,理 事会の注意を喚起 したい」 とのべて

いるのであった[PEABoDy　 AcADEMy　 oF　ScIENcE　 l869:94]。 さいわいな ことに・

1871年 の 会計報告の時点で,永 続基金10万 ドル はまだ手つかずのままに確保 されてい

たが,一 方で借入金 の合計はすで に5,400ド ル をかぞえていた。
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　つ まり,エ セ ックス研究所 を前提 とす るな らば,ピ ーボデ ィーの寄附額 は,そ の財

政 を一定期間 にわた って保証 するにたるものであ った とみな しうるのであ るが,あ ら

た に活動を開始 した ピーボデ ィー科学 アカデ ミーの財 源 としては,は なはだ心 もとな

い額であ り,こ のままの状態 がつづ くな ら,ア カデ ミーを拠点 とした若者た ちの理想

を実現す ることは,と うて い不可能だ ったのであ る。 この事実 につ いて は,あ とであ

らためて言及す ることにな る。

8.博 物館開館 まで

8.1.

　 か くして,あ らたに 「委託人 の博物館」の責任者に任命 されたパ ッ トナムとその仲

間た ちの仕事 が開始 され ることにな った。

　 委託人の管理に うつ った東 イ ンド海運協会のイース ト・イ ンディア ・マ リン ・ホー

ル は,1867年4月16日 か ら2週 間 にわた って,一 般 に無料で公開 された。その間,名

ごりをお しんで,連 日,数 百人 の見学者がお しかけた とい う。そ して,4月30日,か

つての東 イン ド海運協会 の博物館 はと じられ,全 面的な改装工事 がは じまった。改装

のための閉鎖は,2年 あま りにおよび,そ の間,基 金 か ら1万6000ド ル ちか くが,工

事 にともな う費 用 として支 出され ることにな る。

　 以下,パ ッ トナムが責任者 として委託人会議 に提 出 した初年 度の業務報告[PUTNAM

l869]を も とに,博 物館再開までの経 過をみ ることにす る。

　 仕事 は,旧 博物館 に展示 され ていた資料の撤収か ら着手 された。改装工事 に着手 す

るため には,ひ とまず,ふ るい博物館の資料をかたずけねばな らなか ったか らであ る。

彼 らは,資 料一点一点 に ラベル をは り,そ れ らを入念 に梱 包 した。 もっとも,旧 博物

館か らうけついだ資料 は,彼 らの構想す る新博物館にふさわ しい ものばか りで はなか

った。む しろ,撤 去 され た資料 のなか には,梱 包されたまま,あ た らしい展示 には使

用 されなか った ものが,す くな くなか った。

　 やがて,エ セ ックス研究所 か ら寄託 され る博物学関係 の標本 が,順 次,搬 入 されて

きた。その再 分類 と整 理が,彼 らのつ ぎの重要な仕 事 とな った。 もっとも,そ れ らを

エセ ックス研究所 か らは こびだす の も,同 研究所の学芸員を兼務 す る彼 らの仕事 にほ

かな らなか ったか ら,お な じ人間が,搬 出 と搬入にかかわ ったわけで ある。

　 彼 らは,こ れ らを管 理 と展示 の便宜を考慮 して,剥 製などのくかわいた標本 〉と,

アル コール漬 などのく しめ った標本 〉に区分 した。彼 らの博物館に とっては,こ れ ら
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エセ ックス研究所か らもた らされた資料 に利用価値があ った。資料 の うち,展 示 に必

要な ものについては,分 類 と整理 がす み次第,直 接,予 定 された陳列棚 にな らべ られ

てい った。

　先 にのべたよ うに,1868年9月12日,委 託人の会合は,ピ ーボデ ィー科学 アカデ ミ

ーの 「規則」 をさだめ
,博 物館 としての制度的 な体制を整備 した。そ して同月16日 の

会合で,そ の 「規則」 に もとづ き,こ れまで責任者 であったパ ットナムを博 物 館 長

(学 芸員 を兼任)に,助 手 のパ ッカー ド,ハ イア ット,モ ースを学芸員 に,そ れぞれ

就任 させ ることを きめた。 この とき,設 置 された部門 とその担 当学芸員 は,つ ぎのと

お りであ った。空欄 は,そ の時点で専任の学芸員が充 当 されていない部 門で ある。

1地 質学 ・古生物学　ハイアット

3植 物学

5　放射相称動物　　　モース

7　 関節動物　　　　 パ ッカード

9考 古学

2　鉱物学

4　原生動物

6軟 体動物　　　モース

8　脊椎動物

10　民族学　　　　ハイアット

　 この とき,仲 間 のうちク ックひ とりが,な お助手 の地位 にとどまった。おな じアガ

シー門下 であ りなが ら,彼 の地位がひ くいのは,ど うしたわ けだ ったのであ ろうか。

もっとも,彼 は,パ ッ トナムの ジェネ ラル ・ア シスタ ン トと して,多 岐 にわた る日常

の事務 にたず さわるか たわ ら,各 種標 本の授受 ・作成 ・管理 などの実務 を一手 にひ き

うけていた。パ ッ トナムは,そ の業務 報告 のなかで、 とくにク ックの名 をあげ,博 物

館創設期の彼の業績を丁寧に紹介 している。

　 この間 に,モ ースは陳列ケ ースを は じめ,あ た らしい展示手法 につ いての計画立案

にたず さわ って いた。パ ットナムは,や は り,お な じ報告のなかで,こ の方面 におけ

るモースの貢 献 に くわ しく言及 してい る。

撤収作業が進行 している間,モ ース氏は,ホ ールの改造に関する提案と,あ たらしいケース

の立案に従事 した。計画の基本的な趣旨は,か ぎられた空間に可能なかぎり多量のケースを

収容することにあった。この目的は,完 全に達成された。そ して,完 成 したごとく,こ のホ

ールは芸術的にはとりたててみばえがしないかもしれないが,ス ペースをくまなく利用する

ためにモース氏がとった配慮と,構 成の軽快かっ簡潔さは,部 屋の用途にふさわしいもので

ある。そのギャラリーと陳列棚は,す べてにおいて適切であり,ま た,軒 や柱で有効な空間

を占領 してしまう,い かなる建築的効果より,は るかに期待どおりものとなっている[PUTN-

AM　　1869:41]o　 　　'

　改造プ ランの大綱 は,モ ースによ って作成 され,そ れが,ほ ぼ採 用された といって

よか った。
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　 モースがかん がえだ した新機軸 はい くつかあ ったが,と りわ け,彼 の考案 した陳列

棚が話題 にな った。一般 に,足 もとや頭上は,展 示 に適 さな い位置であ る。棚板 が視

線 を さえぎ って,標 本をみえ に くくして しま うか らで ある。 したが って,こ の部分 に

は標本 を配 置 しな いのが,通 例 とな ってい る。 その分だ け,展 示 スペースは縮小 され

るのであ る。 しか し,モ ースは,陳 列棚 の角度 をかえ ることによ って,そ のスペース

に も展示 ができるように した。その秘訣 は,棚 板 をささえ る腕木を自在 に操作 でき る

ところにあ った。 この工夫は,最 大限 に有効 スペースを うみだそ うとす る,あ た らし

い博物館 には,格 好 であ った。

　 モースの この考案 は・1868年2月25日 付 で特許をえた[PσTNAM　 l869:41]。 さ

らに,モ ース は,こ の ときに考案 した陳列棚 につ いて,数 年の ちにアメ リカ科学振興

協会 の大会で研究発表 をおこな った[MORSE　 1884]。 そ の本文 はつ たわ らないが,

要 旨だけは,同 会の 「会報」 に掲載されてお り,ま た 『サイエンス』誌 に も紹介 され

ている[MORSE　 1883]。

8.2.

　改装後 のイース ト・インデ ィァ ・マ リン ・ホール は,ど の ように構成 されていたの

で あろうか。それは,お よそっ ぎのような状態であ った。

　す なわ ち,今 回 も,博 物館 と して使用 で きたのは階上部分だ けであ った。 しか し,

そ の2階 を さ らに2層 に改造 した。 た しかにそれ は,こ のホールの立端 のたか さを最

大限 に活用す る方 法であ り,可 能 なかぎ り数 おお くの展 示品を収容 しよ うとす る,創

設者た ちの意図を忠実に反映す るものであ った。 この設 計 も,モ ースのアイデ ィアで

あ った にちがいない。

　下層 には,東 西の壁 ぎわ と,そ れ に並行 して展示 ケースが列 をな して な らんだ。上

層 は回廊 風のギ ャラ リーにな り,さ らに,陳 列 棚がな らべ られ た。棚 の数 は,大 小 と

りまぜて,都 合47に もな った。

　かつてひろびう とした印象 をあたえた ホールの内部 は,い まや,展 示ケ ースで うめ

つ くされた観があ った。 しか し,こ の極端な までの改造 については,そ れが公開 され

るや,は たせ るかな,一 部につよい批判 が生 じた。開館直後の1869年9月4日,地 元

の フランク ・レス リーズ紙 は,ぎ っ しりつ まった陳列棚 のあいだをぬ うように して移

動す る雑踏を,皮 肉ま じりにえが いてみせた ものだ った。

　また,75年 の のち,そ の再改造 の仕事 に従事 したホ ワイ トヒル らは,お おかたの批

判意見を回顧 して,つ ぎの ようにかいてい るの で あ る[FENKINs　 and　 WHITEHILL
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1944:14]。

この改築は,ホ ールの方形の空間をおどろくほど効果的に利用 したものであった。(中 略)

しかし,そ れは,と りわけす ぐれた空間の建築的な質を完全にぶちこわし,同 時に,旧 博物

館からうけついだ性格のすべてを破壊して しまったのである。

　新博物館の創設者たちが破壊 したのは,「 空間の建築的な質」だけではな かった。

その 「性格」において,新 旧博物館は,ま った くことなっていたのである。

　彼 らがふたつの機関から継承 した資料のうち,縦 横に活用されたのは,エ セックス

研究所か ら寄託された博物学資料であった。陳列棚の半分以上が,そ れ らによって し

あ られた。東インド海運協会からひきついだ資料のなかでは,民 族学資料と若干の船

の模型(そ れも民族学資料の一部として)が 展示にもちいられたものの,協 会に集積

されていた航海や貿易 ・経済などにかかわる海事史関係資料　　今 日,そ れ らはピー

ボディー博物館においてもっとも重要な資料群 としてあつかわれている　　 の利用は,

ほとんど顧慮されていなかった。

　 ここには,創 設にあたったメンバーの関心のありかたが正直に反映 していた。彼ら

は,あ くまでも博物学もしくは自然誌の博物館をつくろうとしていたのであった。し

たがって,所 与の資料のすべてをバランスよく配置するということは しなかったので

ある。

　あたらしい博物館の展示プランは,別 図でしめしたとおりであった。これによって

もわかるように,彼 らは,各 種の標本を,純 粋に種類別に分類 して展示 した。その際,

その産地 ・使用地は,ほ とんど無視され ることになった。いわゆる地域別展示は,彼

らの採用するところでなかったのである。どれほど自覚的であったかは別 として,当

時の彼 らの学問傾向からして,地 域的な多元性より,そ れ らをつらぬく系統性 に注目

していたからであろうとおもわれる。

　ホワイトヒル らの記述は,こ の点にもおよんでいる。

エセックス研究所からの地域的な博物学資料をくわえることで,彼 らは,も っとも下等な生

命から人類にいたるまでの進化の過程を提示する,広 範囲な動物学の博物館を確立しようと

かんがえたのである[FENKINs　 and　WmmHILL　 1944:14]。

　 ピーボデ ィー科学 アカデ ミーの創設にかかわ った若者 たちが,こ の時点ですでに進

化論 にかたむいていたか は,な お慎重 に検 討 してみな くてはな らないにもせ よ,彼 ら

が彼 らの意図 どお りの博物館をつ くろうとしていたことだけは,ホ ワイ トヒル らの指

摘 をまつ まで もなか ったのであ る。

　 こうして,あ た らしくで きよ うとしていた博物館 は,み か けのうえか らしても,ま
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図1　 ピーボデ ィー科学アカデミー博物館の展示構成
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た展示 品の内容か らして も,旧 博物館 を抜本的 に改造す るもの とな った。

　 ただ し,1階 のエセ ックス ・ス トリー トに面 した部分は,従 来 どお り貸 事務所 と し

て,そ の収益 は,ア カデ ミーの運営資金 にあて られた。奥の半 分は,ア カデ ミーの事

務所 と倉庫 に使 用 された。 しか し,結 局,図 書室や講堂に使 用す る場所 を うみだす こ

とはできなか った。むろん,彼 らの新博物館構想のなかには,図 書 の整備 や講演会活

動 もふ くまれていた。

　パ ットナ ムは,蔵 書 を充 実させ るには,ア カデ ミーが独自の出版物をもち,そ れ と

交換す るかたちで,他 の機 関の出版物 を入手す るのが得策 であ るとかん がえた。そ こ

で アカデ ミーは,1869年 度 に 『メモアール』の第1巻 第1号 を発刊 した。この刊行物

は・1878年 の第1巻 第6号 まで断続 的に発行 され,1886年 に第2巻 第1号 ・第2号 を

刊行 しておわ った。 なお,そ の第2巻 第1号 が,モ ースの代表作 『日本 のす まい』

[MORSE　 l886]で あ った ことは,か きそえ るにた る事 実であろ う。

　 また,講 堂 がなか ったに もかかわ らず,彼 らは,各 地 に出張講 演にでむいた。 その

最初は,ニ ュー ・ベ リーポー トの教育委員会 の要請 にこたえた もので,1868年12月 か

ら翌年の1月 にかけてお こなわれた。や がて彼 らは,生 物学夏季講 習会 を開催す るよ

うにな る[DExTER　 1957]。 そ の受講者 名簿 のなかには,　Mr.　Takamine(高 嶺 秀夫)

やMr.　 H.　 Sazc(佐 瀬 秀三郎)と い った 日本人 の 名 前 を み い だ す こ とが で き る

[PEABoDy　 AcADEMy　 oF　SclENcE　 l885:55-64]。

　 こう した準備作業 のなかで,彼 らは,ア カデ ミーの将来 像について,さ まざまな議

論 をか さねたよ うであ り,そ の一部 は,文 章 とな ってパ ッ トナムの業務報告 のなか に

収録 されてい るのであ るが,こ の点 については,あ とでも う一度,あ らためて話題に

な るはず である。

8.3.

　 博 物館創設 の仕事 に並行 して,月 刊誌 の刊行 が開始 され た。 セイラム学派の機 関誌

ともい うべ き 『アメ リカ ン ・ナチ ュラ リス ト』 が,そ れ である。副題 には 「一般 むけ

の絵 入 り雑誌(Popular　 Illustrated　 Magazine)」 とあ る。 編 者には,パ ッ トナム,

パ ッカー ド,ハ イア ッ ト,モ ースの4人 が,そ ろ って名をつ らねていた。 この雑誌 が,

セ ィラム学派の機関誌 と目され る所以 である。 ただ し,こ こで も仲 間であるはずの ク

ックの名が,編 集スタ ッフの連 名か らおちて いる。

　パ ッ トナ ムが編集長,パ ッカー ドが編集 の実務 を,ハ イア ットが書物 の保管を,そ

してモ ースが書 記 と して発送 に関す る業務 を分担 した。 クックは,編 者 と して名をだ
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す ことはなか ったが,パ ッ トナムの助手 と して,こ の出版 にかかわ る日常栄務 に従事

して いた。

　 1867年3月 に 『アメ リカ ン ・ナチ ュラ リス ト』の第1巻 第1号 が,エ セ ックス研究

所か ら発行 された。その直 後,編 者 のひと りであ るパ ッカ ー ドが父にあてた手紙 によ

ると,第1号 は1000部 以 上 がうれ,第2号 か らは2000部 を印刷す る予定だ とい ってい

る。また2年 目か らは,2500部 を印刷 し,そ の うち2100部 が 定期的にはけていたとい

われ る[DEXTER　 l956:210]。

　 この数字が信 じられ るとすれ ば,あ た らしい雑誌 は歓迎 され,成 功裏 に出発 したと

いえ るであろ う。

　 第1巻 をみ るか ぎり,と りわけモースの健闘が顕著であ った。第1号 の巻頭をかざ

ったのはモース の論文 にほかな らなか った し[MORSE　 1867]・ このほか に もモ ース

は数編 の論文や さまざまな雑報 ・書評欄な どを担 当 してい る。論文 の数 こそ・パ ッカ

ー ドの5本 におよばなか ったが
,そ の執筆量 は,他 の3人 にくらべて,抜 群 であった。

モ ースの動 物学者 と しての成長期 と,こ の雑誌 の発刊が,期 せず して一致 していた こ

とが,こ の旺盛 な執筆意欲 につなが った もの とみて よい。

　 また彼は,生 物画の画工 としての経験[DEXTER　 l967]を いか して,お お くの挿

絵の作成 にもあた った。 そのなか には,モ ースの人柄 をうかがわせ る,ユ ーモアに と

んだカ ッ トがふ くまれ ていた。顕微鏡をのぞ ぐカタツム リを戯画化 した・有 名なカ ッ

トは,こ の雑誌 の創刊号 のための ものであ った。

　 彼 らが,あ た らしい機 関の職員 に任命 され るのは,『 アメ リカン ・ナチ ュラ リス ト』

が創刊 され た年 の5月 の ことであ った。そ して,翌 年 の第2巻 第1号(1868年3月 刊)

か ら,発 行 は ピーボデ ィー科学 アカデ ミーに うつ る。い うまで もな く,そ れ は,編 者

たちの活動 の場 が,エ セ ックス研究所 か らピーボデ ィー科学アカデ ミーに移行 した こ

との端 的なあ らわれ であ った。以後,ピ ーボデ ィー科学アカデ ミー と 『アメ リカン ・

ナチ ュラ リス ト』 は,セ イラム学派の二枚看板 となった。

　 1868年1月13日 の会合 で,ピ ーボデ ィー寄金 の委託人 らは,そ の編者 たちか ら 『ア

メ リカ ン ・ナチ ュラリス ト』 の発行 にかかわ る資金援助 につ いての要請を うけ ること

にな った。委託人会議 の議事録 には,翌 日の会合 で,こ の事業 が,「 自然科学の研究

に対す る感覚 を開発 し発展 させ る重要 な手段」 とみな しうるか否かをめ ぐって,長 時

間 にわた る討議がな された ことが記録 されて いる。委託人 の一人であ るマ ーシュ博士

　　 彼 は,こ の件について,事 前 にパ ッ トナムと協議 していた　 　の,つ よい推薦が

あ って,結 局,基 金か ら4000ド ル という多額 を支出す る決定 をみたのであ る。
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　 しか し,そ の4000ド ル の補 助は,あ くまで も 「融資」 とい うかたちをとるにとどま

った。エセ ックス研究所 に して も,ま た ピーボデ ィー科学 アカデ ミーに して も,い わ

ば庇をか しただけであ って,『 アメ リカ ン ・ナチ ュラリス ト』 刊行の責任は,経 済面

もふ くめて,あ くまで も編者 にあ った。

　 ウェイマ ンは,こ の雑誌 の発行 にあた って,パ ッ トナム ら編者4人 が確認 した協定

の文書 を紹介 している[ウ ェイマ ン　 1976a:264]。

次の費用は最初に,そ して次の順で払われるべきである。1,用 紙　2,印刷3,彫 版4,製 本

5,雑費　6,広告 　7,作 画　8,編 集長の年間実費,食 費,衣 料費,旅 費。もし以上の費用を支

払 って残金があれば,そ の貢献度に応 じて,編 集者の間で分配するものとする。

　 これをみ ると,彼 ら自身が・ この雑誌 の刊行 が採算 にあわな いで あろうとい う予測

を もって いた ことがわか る。1号 分の発行 に500ド ル がみ こまれた とい う。 パ ッ トナ

ムは,み ずか らセイラム ・プ レス とい う印刷所 を開業 して,あ らか じめ印刷経費 の節

減をかん がえた ほどである。それはまた,こ の雑誌 の刊行 にか け る,彼 らの,な みな

みな らぬ決意の ほどを うかがわせ る逸話で あ った。

8.4.

　 このように,『 アメ リカ ン ・ナチ ュラ リス ト』 は,セ イ ラム学 派に とって,そ の同

人誌 ともいうべ き性 格を もっていたが・同時 にアメ リカの科学史の うえで も,記 憶す

るにた る役割 を演 じた。

　 その刊行 の言葉 のなかに,つ ぎのよ うな一節 をみいだす ことがで きる。

我々は,こ の雑誌が,農 業経営者 ・庭園家 ・技術者に歓迎されるであろうことをうたがわな

い。我々は,自 然の研究からみちびかれた実際的な利益を指摘するよう努力するつもりであ

る[American　Naturatist　l　867:2]。

　 すなわ ち 『アメ リカ ン ・ナチュラ リス ト』の第一の意義は,そ れが,こ とさ ら副題

に"Popular　 lllustrated　 Magazine"と 標 榜 した とお り,一 般読者 を対象 と した科学

雑誌 であ った点にみ とめ られ る。 そ して その種の雑誌 と して,本 誌 は,ア メ リカで最

初の もの とな った。2500と い う発行部数 は,今 日か らみれば,か な らず しもおおい量

とはいえないが・当時 にすれ ば破格の数字だ った と理解 すべきであろう。同種の科 学

雑誌 としては,『 ポ ピュラー ・サイエ ンス ・マ ンス リー』 が,5年 後 の1872年5月 に

創刊 されて,『 アメ リカ ン ・ナチュラ リス ト』 につづいた。

　 もっとも,こ こで いう 「一般 むけ」を大 衆的 ・通俗 的と理解す る と,お もわぬ誤解

にお ちいることにな る。 この雑誌 に収録 された論文 は,専 門論文 とは多少 お もむ きを
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ことにする とはいえ,大 半がす ぐれて高度な水準 の論文 であった。 「絵 い り」 といっ

て も,そ こに掲載 された挿図 は,い わゆ るカ ッ トをのぞけば,こ れまたすべて専 門誌

と同様 とまで はいわずと も,精 密な生物画であ って,い わゆる啓蒙的な図解の類 では

ない。それは,限 定 され た会員 に しか配布 されない学会誌 あるいは機関誌 に対 して,

不 特定の読者 を想定 して市販 され るとい う意味での 「一般」 とみ るのが,ど ち らか と

いえば,実 態 にちかか ったのではな いか。

　 その意味では,編 者の期待 したよ うに,こ の雑誌が 「農業経 営者 ・庭 園家 ・技術者」

に理解 され,彼 らの現 実的な用 にた ちえたのか どうか,い ささかな らず疑 問 とすべ き

ところであ った。

　 また,刊 行の辞 は,つ ぎのよ うに もいってい る。

　　 ダーウィンは,彼 の著書 『種の起源』のなかで,農 場や庭園でえられた経験から,彼 のもっ

　　 とも重要な事実のおおくを採集 している。そ してそのような事実のすべてが,牛 飼や園芸家

　　 にとって,現 実的な価値をもつのである[Anon・1867:3】 。

　ここでも,学 問の現実的な有用性 が強調 されてい るのであ るが,そ れがダ ーウィン

の業績 を紹介す るかた ちで とかれ てい るところに注 目 しな くてはな らないであろう。

むろん,こ の文章のなかには,創 造者 とか天地創造 とい った言葉 も散見 され るのであ

り,こ の刊行 の辞 をもって,当 時,セ ィ ラム学派の メ ンバ ーが進化論 に傾斜 して いた

と理解 す るのは早計 にす ぎる。 しか し,す くな くともここには,編 者たちのダー ウィ

ンの仕事 に対 す る関心 も しくは共 感を うかが うことが できるのであ る。

　すなわち,『 アメ リカ ン ・ナチ ュラリス ト』 発刊の第二 の意 義は,ま さにそれが,

ア メ リカにおけるダ ーウィニズムへの関心 のたかま りと呼応 していた点 にみ とめ られ

る。 ここには,生 物 の進化 を証明すべ くお こなわれた研究や,あ るいはそれを批判す

る論説 が,つ ぎつぎ と掲載 された。 この雑誌 は・アメ リカにおいてダ ーウィン学説 の

可否を論 じあ う最初 の雑誌 と しての役割を演 じることにな り,か つ,セ イ ラム学 派の

メ ンバーが進化論 に同調 して い く足跡を しめす結果 にもなったのであ る。そ して,す

でに老 境にあ ったダー ウィ ン自身が,ま た この雑誌 にの ったい くつかの論文に啓発 さ

れ ると ころがあったとみ られてい る[渡 辺　 1976:82-83]。

　 ちなみに,こ の進 化論へ の傾斜 は,『 アメ リカ ン ・ナチ ュラリス ト』のあ とをお っ

た 『ポ ピュラー ・サイエンス ・マ ンス リー』 に,よ りい っそ う顕著で あった。同誌 に

は,ダ ー ウィンの生 物進化論 ばか りでな く,ス ペ ンサー流 の社会進化論をめ ぐる論 文

も,数 おお く掲載 され ることにな る。
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9.セ イラム学派　　その栄光 と挫折

9.1.

ピーボデ ィー科学 アカデ ミーの博物館は,1869年 の春 には改装 を完了 し,5月5日

を期 して,無 料 で一般公開 され ることにな った。

　東 イ ン ド海運協会の旧博物館が閉鎖 されて このかた,2年 ぶ りの開館であ った。混

雑 をさけるため,新 聞などでの公示 がひかえ られ たにもかかわ らず,初 日にすで に100

人 以 上 が来観 した 。そ してその年 の年末 まで に,2万6000人 の入場者 をかぞえた。博 物

館がひ らかれて いるの は週に5日 であ ったか ら,1日 平均 およそ190人 が 入場 した勘 定

にな る[WHITEHILL　 1949:67]。 あた らしい博物館のスタ ー トは,ま ず順 調であ った。

　公式 の開館式典 は,一 般公開 よりす こ しお くれて,8月18日 に予定 された。それは,

そ の18日 か ら24日 ま で の間,ア メ リカ科学振興協会　(American　 Association　 for

Advancement　 of　Science)の18回 大 会が,セ イラムで開催 され る ことになってお り,

そ の会期 にあわせて,ピ ーボデ ィー科学 アカデ ミーの開館記念行事を おこな うことが

計画 されたのであ る。

　 アメ リカ科学振興協会は,さ しずめ,ア メ リカ合衆 国における自然科学諸分 野の学

会連合 とで もいうべ き団体であ る。1848年 に,そ れ までのアメ リカ地質 学者 ・博 物学

者協会 が発展的 に改組 して,第1回 の大会 を もった。 したがって,こ の とき,結 成以

来 まだ20年 とた っていなか ったが・ すでに会 員数7百 余をかぞえ,広 範な科学者 を包

含 す る組織 と して,ア メ リカで もっとも権威 のあ る学会 となって いった。

　 この学会 は,毎 年1回,と ころをかえて年次大会 をもった。そ してその大会 は,た

とえば,フ ィラデル フィアでお こなわれた第1回 の大会 をフィラデル フィァ ・ミーテ

ィングとよぶ ように,そ れぞれの開催地 の名を とって通称 と して いた。 セイ ラムでお

こなわれ る第18回 大会は,す なわちセィ ラム ・ミーティングであ る。

　 セイ ラム ・ミーティングには244人 の 会員が 参加 し,市 内の2会 場一 エセ ックス

郡裁判所 とタバナスル教会　　にわかれて,9の 分科会 で,162の 論 文 が 発 表 され

た。 その成果 は,翌 年 に発行 された 同会 の 「会 報」 第18巻(Proceedings　 of　The

Association　 for　Advancement　 of　Science,1870)に,も れな く収録 されてい る。

　地元 セイ ラムで現地委員会の議長をつ とめたのは,セ イラム文化人を代表す る立場

にあ った ウィー トラン ドである　[AMERIcAN　 AssoclATIoN　 FoR　 ADvANcEMENT　 oF

SCIENCE　 　l　870]。
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　 この大会は,顕 微鏡家 の特別集会(そ のために器具 ・設備 ・ス ライ ドが現地委員会

の手で準備 された)が 組織 された こと,は じめて考古学 ・民族学分科会 が設 置された

こと,エ セ ックス研究所 の主催で,学 会員 が地元の研究者 とともにア ン岬 の見学 にで

か けた こと,蒸 気船 によるマ サチ ューセ ッツ湾一 日周遊　 　これはセイ ラム市 がス ポ

ンサーにな った　　 がおこなわれた ことな ど,ア メ リカ科学振興協会 の歴史 のうえで

も,話 題 に とん だ会合 となった[DEXTER　 1957]。

　 とりわけ・大会 初 日の8月18日 に挙行 された ピーボデ ィー科学 アカデ ミーの開館式

典 は,記 憶 にとどめ られ る出来事 であった。

　 先 にのべた ように,あ た らしい博物館 は,大 勢の参会者 を収容す る場所 を用意す る

ことができなか った。式典 の会場 には,大 会の会場に もな ったタバナスル教会 があて

られた。式典 に地元 の市民 が列席 したのはむろんであったが,大 会 に参加 す るために

や って きたアメ リカ科学振興協会の会員が多数 参列 して,あ た らしい博物館の誕生 を

祝福 した。

　 式典 は,タ バナスル教会 の牧師の祈疇 のの ち,委 託人会議 の会長のエ ンデ ィコッ ト

が,運 営委員会 の ウィー トラン ドか ら薪装 な った建物 をうけとり,そ れを館 長のパ ッ

トナムの管理 にゆだね る　　 とい う儀式 によ って構成 された。そのあ とセイ ラム ・オ

ラ トリオのメ ンバ ーによって賛歌が うたわれ,セ イラム市長 ・東 イ ンド海運協会会長・

エセ ックス研究所会長な ど関係者 の挨拶があ り,さ らに来賓の祝辞 が,か たどおりに

つづ いた。

　 ところで,ピ ーボデ ィー科学アカデ ミーのうみの親 ともいうべ きジョージ ・ピーボ

デ ィーは,こ の とき,ア メ リカにきていたので あるが,健 康状態がす ぐれず,式 典の

当日には,ウ エス ト・バー ジニアで休養 中で あった。 したが って,彼 自身 は式典に出

席で きず,代 理人を出席 させ るに とどまった。ただ,彼 は,こ のセイ ラム ・ミーテ ィ

ングの開催 費用の一部 として,400ド ル を現地委員会 に寄附 した。おそ らく,ウ ィー ト

ラン ドの要請があ ったのであろう。

　 もっとも,彼 は,こ れ よ り前,セ イラムに きていた。す なわ ち彼 は,1869年5月29

日 に イギ リスをたち,ニ ュー ・ヨークにつ くと,そ の足 でボス トンにいき,数 日後に

は,セ ィ ラムへきた。 そ して甥 の ピーボデ ィー ・ラッセル夫妻の もとで,7月 下旬 ま

です ご した。7月 の14日 に は,デ ンバーの ピーボデ ィー研究所の開所式に出席 して,

挨 拶をお こな って いる。 したが って,こ のセイラム滞在の間に,完 成 した ピーボディ

ー科 学アカデ ミーを目にす る機会があ った もの とおもわれ る。

　そ して式典 にも,当 然,出 席 す るつ もりであ ったにちが いない。 しか し,彼 の健康
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を気づか うラ ッセル らのすす めに したがって,ウ エス ト・バー ジニアへ療養 にでかけ,

つ いに,式 典の 日まで回復 しなか ったのである。 ウェイマ ンが,ジ ョー ジ ・ピーボデ

ィーが開館の式典 に出席 したよ うにかいているの は,な にかのま ちがいであ った。

　 ジョー ジ ・ピーボディーの今回のアメ リカ滞在 は,彼 の最後の帰国にな った。

9.2,

　いず れにせ よ,ア メ リカ科学振興協会 が,大 会 の開催地 にセイラムをえ らぶにあた

っては,こ の式典 のおこなわれ ることが念 頭におかれていたものとおもわれ る。また

地元 で も,そ れを予定 した ウィー トラン ドやパ ットナムが,大 会 のセイラム誘致をは

た らきかけたのであろう。 ピーボデ ィー科学ア カデ ミーで は,1868年10月10日 の 委託

人の会 合で,エ セ ックス研究所 と共 同 してその誘致 をはか ることを きあて いた。

　 ことに,ア ガ シーのも とをさった青年博物学者に とって,彼 らの作品 ともいうべ き

博物館の開館式を,も っとも権威 のあ る学会の大会開催 とともにお こな うことは,い

わ ば晴の舞台をみずか ら演 出す ることにほかな らなか った。それは,彼 らのな しとげ

た成果を提示す ることによ り,セ ィ ラム学派 の存在を全米の科学者に認知 させ る絶好

の機会 にな るにちがいなか った。

　 そ して,事 実,こ の大会を通 じて,セ イラム学派 は,ア メ リカ科学界 において完全

にエス タブ リッシュされた。 このセイ ラム ・ミーテ ィングの席上,パ ットナムがアメ

リカ科学振興協会の常任理事(代 行)へ の就任 を要請 された一事 が,な によりもそれ

を雄弁 にものがた って いた。パ ットナムは,そ の後1871年 に幹事長 に,1873年 に は正

式 に常任理事 に選任 され る。

　 い うまでもな く,そ れ をもた らしたのは,ピ ーボデ ィー科学 アカデ ミー博物館のす

ぐれたで きばえによってで あったが,も うひ とつには,こ の大会 で彼 らがおこな った

研究発 表によせ られた,た か い評価 によるところがおお きか った。 しか も,そ の評価

を決定 づけたのは,旧 師 アガ シーの発言であ った。

　 アガ シーは,ア メ リカ科学振興協会の 中心的人物の ひとりであ った。むろん,彼 は,

こ の大会 にも出席 し,分 科会B,す なわ ち博物学分科会の座 長をつとめた。 そ して そ

の分科会で,パ ッ トナム,ハ イア ッ ト,モ ースが,つ ぎつ ぎと研究発 表をおこなった

のである。彼 らとアガ シーの関係 を しるものに とっては,ア ガ シーの反応 が注 目され

るところであ った。

　 モースが発表　 　それ は,ラ ンプ貝(短 頭類)は 軟体動物 ではな く,む しろ環虫 と

関係 があるという趣 旨の 内容であ った[MORSE　 l869ユ　 をおえたときの様子が,
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後年,『 ザ ・ク リスチ ャン ・レジスタ ー』 によ って,か きとめ られている。

　　 (モースの研究発表がおわったとき筆 者註)す べての目が,ア ガシーにそそがれた。彼は,

　 　彼の学生の,こ のかがやかしい発見について,な にを発言するのであろうか。彼は,ゆ っく

　　 りと壇上にのぼった。そ して,威 厳と親愛をこめて,い った。「皆さん,科 学の歴史にとっ

　　てはじめて,我 々は,短 頭類の学問的研究に接することができたのであります」[DEXTER

　 　 1965:37]o

　 モ ースの研究 は,学 問的にアガ シーの承認を うけたのであ った。

　 さ らにアガ シーは,最 終 日の総括講演 のなかで,ピ ーボデ ィー科学 アカデ ミーに席

を お く研究者 の業績 に言及 し,そ れ らは,本 大会で発 表された論文 のなかで最上の も

のであ るとのべた。参会者 は,ア ガ シーの公正 な態度に好感 をいだいた。彼 らの おお

くが,セ ィラム学派の業績 を評価 していたか らで ある[DEXTER　 l957]。

　 これ より何 日か前,ア ガ シーは,ア カデ ミーの開館式 で来賓 として祝辞 をのべ,あ

た ら しい博 物館ので きばえをたたえた。 アカデ ミーに所属 す る学者 の研究 に対す るア

ガ シーのたかい評価 は,そ れが,式 辞 にあ りが ちな レ トリックでなかったことをもの

がた っていた。セイ ラムに きた アガ シーは,か つて彼 の もとをさっていった弟子た ち

の才能 と努 力によ って完成 した博物館を 目のあた りに し,さ らに彼 らの研究発表 に接

し,そ の成果 を率直 にみ とめたの であ った。

　 もっとも,よ そ 目には,突 然 ともみえ るアガ シーの軟 化であ ったが,ア ガ シーはか

ねてセイ ラム学 派の発刊 した 『アメ リカ ン ・ナチ ュラ リス ト』 に注 目 していた。 アガ

シーは,1867年6月19日 付 の テオ ドール ・ライマ ンの手紙 に託 して,ア ガ シーが比較

動 物学博物館宛 にお くられ てきた 『アメ リカ ン ・ナチュ ラ リス ト』 の第1号 か ら第4

号 までを うけ とった こと,そ れ が 「有益かつ立派」 な出版 物であること,そ して彼 が

それをお くって もらった こ とに 「心か ら感謝 してい る」 旨をつ たえて いたのであ った

[DExTER　 l956:212]。

　 しか も,ア ガ シーは,セ ィ ラム滞在 中に,夕 食 の席 を もうけ,か つ ての弟子た ちを

まね き,パ ッ トナム らも,こ れに応 じた という[DEXTER　 1965]。 おそ らく,双 方

がた もとをわか って以来,ひ さかたぶ りに実現 した,師 弟水 い らずの会食 であ った に

ちがいない。 その席 につ らな ったベル リ　 彼 もアガシーのかつての弟子 であ り,当

時,ブ ラゥン大学 の教授 にな っていた　 　は,後 年,そ のときのアガ シーがことの ほ

か上機嫌 であ った ことを回想 してい る。

　 アメ リカの科学史家 は,こ の セイラム ・ミーテ ィングの数 日間 に,ア ガ シーとその

門弟た ち　　 セイラム学派の若者 との和解 のきざ しをみ とめる。

　 そ して その直後,1870年 の 夏か ら,ア ガ シーとその門下生た ちは,ふ たたび共 同 し
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て,あ た らしい事業をお こす 。アガ シーは,彼 の主宰す るペネキースにおける臨海講

習会 に,彼 らを講師 として招 聰 したのである。この講習会 は,1873年 の アガ シーの逝

去 によって,か な らず しも充分 なみの りをみないうちに中断す るが,門 下生 のなか に,

これ を継承 しようとす るうごきがあ らわれ るなど,そ の後の学会 にあたえた影響 は,

す くなか らざ るものがあ った。

9。3.

　1869年 に おける ピーボディー科学アカデ ミーの開館,セ イ ラム ・ミーティングの成

功,そ しておもいがけないアガ シーとの和解をへて,セ イ ラム学 派は栄光の時をむか

えた とい ってよか った。 しか も,1873年,パ ットナムがアメ リカ科学振興協会常任理

事 に就任 したのを機 に,同 会の本部 がセイラムにおかれ ることにな った。パ ッ トナム

はアカデ ミーに一室 を確保 して,そ こに協会の年報や公式書類,図 書 などを保管 した。

またパ ットナムが 『アメ リカ ン・ナチ ュラ リス ト』 の発刊 に際 して用意 した セイラム・

プ レスが,協 会の機 関誌 の印刷 にあたった。

　 セイラムは一時期,ア メ リカ科学界 の中心 になった ので ある。

　 しか し,そ の前後か ら,は や くもこの学派 の崩壊が きざ した。すなわ ち,セ ィラム・

ミーテ ィングか ら2年 後の1871年 に は,ど うしたわけか,モ ース とハ イア ットがそろ

ってアカデ ミーか らはなれた。同時に,彼 ら2人 は,『 アメ リカ ン ・ナチュ ラ リス ト」

の正式 な編者の位置か らもはずれて,編 集協力者 に後退 した。

　 彼 らが,ア カデ ミーをさった理 由は,よ くわか らない。

　 その後,モ ースはボー ドン大学 に動物学教 授の席 をえ,ハ イア ッ トは古巣の ボス ト

ン博物学協会 の学芸員 に復帰 した ところか ら推測す るに,直 接的な理由は,そ れ ぞれ

か ら勧誘があ った結果 とかん がえ られ るが,彼 らが,こ のあた らしい機 関の創設 にか

たむ けた,な みなみな らぬ情熱 をお もうな ら,そ の早 々の退職 は,い かに も唐突 の感

を否 めないのであ る。

　 モースのアカデ ミー退職 につ いて,ウ ェイマ ンは,モ ースの気性 と経 済的な事情 を

あげて いる。

彼にはいつでも,角 を曲った所に新 しい何ものかがあった。そ してその何ものかを探 しに行

かねばならなかった。4年 が経過 して後,ピ ーボディー博物館は軌道に乗り,日 々滞りな く

安定 してきた。そうなると,も はやモースの強い情熱を必要 としなかった。彼は講演に成功

を収め,懸 命に働いた5カ 月で,あ との7カ 月間研究に専念できるほど,十 分に稼がせて く

れるようになった[ウ ェイマン　1976a:269-270]。

(中略)

791



国立民族学博物館研究報告　 12巻3号

モースにとっては,講 演をすることが生計を得る手段であった。(中 略)と にかく自分自身

の科学研究を継続するためには,日 常生活に必要な金額以上に金が必要だった[ウ ェイマン

1976a:271]o

　 この説 明には,か な らず しも納得 しがたい ところがある。

　第一 に,モ ースのうつ り気が退職 の理由のひとつであ った とすれば,10年 後,モ ー

スがアカデ ミーにもどり,館 長 にな って以後,そ の死 をむかえるまで40年 あま りにわ

た って,そ の職 をつづ けた根気 は,ど のよ うに説明す るのであろ うか。筆者の印象で

は,モ ースの持続力は人なみはずれた ものがあ った といえ る。

　第二 に,彼 のアカデ ミー学芸員 としての収入 は,1000ド ル で あ った と い わ れ る

[WHITEHILL　 1949:143]。 そ れを,た とえば比較動物学 博物館創設時の アガ シーの

年俸1500ド ル[ウ ェイマ ン　 1976a:181]と く らべ るな ら1彼 の年齢 ・経験な どか ら

して,極 端 にひ くい額 とはいえないで あろう。 しか もモ ースには講演 という特技があ

り,そ れ による副収入 もあ った。

　 さ らに ウェイマ ンは,ア カデ ミーの仕事 が研究活動を阻害 したよ うにほのめか して

い るが,こ れ につ いて も,1870年 度 におけ る彼 らの活発 な フィール ド・ワークを おも

えば,ア カデ ミーに席を お くことが,さ して研究の障害 にな っていたとは,か ん がえ

られない。これ以前 にも,モ ースは標本 を調査す るために,ア カデ ミーを留守 に して

足 しげ くボス トンの博物学協会 にかよ ってお り,そ の ことを学芸員 としての年度報 告

にかいてい る[MORSE　 1869:74]。 ア カデ ミーにおいて,研 究 は公務 であ ったは ず

であ る。

　 ハィア ッ トはボス トンにかえ ったが,モ ースはセィラムにすみつづ けた。彼 は,そ

ののち も,ア カデ ミーやエ セ ックス研究所 の事業 に協力 し,そ れぞれの集会 などで も

活発 に発言 しているか ら,所 属 の変更 は,本 人 にとって さほど重大 な問題で なか った

　　 とい うみかたがで きるか もしれ ない。

　 しか し,1875年 にな ると,今 度は,セ イラム学派の盟主 ともい うべ きパ ッ トナムが,

ハ ーバ ー ド大学 の考古学 ・人 類学 ピーボデ ィー博物館か らの勧誘 を受諾 して・ アカデ

ミーをさった 。 これを機会 に,彼 は,『 アメ リカン ・ナチ ュラ リス ト』 の編者か らも

身 をひいた。そのあとは,パ ッカー ドが,パ ッ トナムの仕事 をひ きついで,パ ッ トナ

ム同様 に 『アメ リカン ・ナチ ュラ リス ト』 の編集責任者 とピーボデ ィー科学 アカデ ミ

ー博物館 長の両方 をつ とめたが・結局,彼 も1879年 度 い っぱいで館長を辞 し,ブ ラウ

ン大学 の教授 となって赴任 した。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 さ らに1880年 に は,終 始 不遇 であ ったケール ブ ・ク ックが病死 する。
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　 この時点 で,か つてセイ ラム学派を形成 したメ ンバーは,す べて アカデ ミーか らい

な くな って しま った。 これ よ りまえ,1877年 の 第10巻 か ら
,『 アメ リカン ・ナチ ュラ

リス ト』 の発行母体は,す でに,セ ィ ラムか らボス トンにうつ って いた。

　セイ ラム学派は解消 した とい ってよか った。

9.4.

　 セイラム学派形成の過程は,比 較 的明瞭 であったが,そ の解消の事情は,か な らず

しも分明でない。 この間,彼 らのあいだ に,内 輪 もめがあ った気 配は,ま った くない。

む しろ・彼 らは,そ の後 も,親 交 をふ かめて晩年 にいたるのであ る。 したが って,セ

イラム学派解消が彼 らの内部崩壊 であった可能性 は,こ の際,考 慮 しな くて もよいで

あろ う。

　 む しろ・彼 らと彼 らをと りま く条件 とのなかに,そ の真相 を もとめるのがただ しい

のではないか・そのようにかん がえれ ば,実 は,お もいあたる事柄 が,い くつか ある

のであ る。

　 まず第一 に,あ らためて注 目 して おきた いのが,ア カデ ミーの 「年報」第1号 に収

録 された``Proposed　 Plan　 of　Operations"と 題 す る6ペ ージた らずの文書 であ る

[PEABoDY　 AcADEMY　 oF　SclENcE　 l869:86-91]。 そ れは,や やながい序文 と,7

項 目の 「計画 の原則」,6項 目の 「具体的計画」か らなる提案であ った。 その提案書

には,博 物 館が創設 されたの ち,ピ ーボデ ィー科学 アカデ ミーがおこな うべ き活動 の

あ りかた が詳細 にか きしるされていた。

　 これ には署名 もな く,日 付 も欠 いてい るが、記載 内容か ら判断 して,博 物館創設 の

過程 で　　 おそ らく博物館 と しての体制 が ととのった1868年 度 に　　 ,パ ッ トナム ら

によって作成 された ものであ ることは,推 測 にかた くない。

　 そこには,彼 らの構想 す る博 物館活動 の,い わ ば理想像が しめ されていた。 しか し・

筆者 はいま,そ の内容の詳細 を紹介す る情熱 をもたな い。なぜ な らば,こ の文書 に し

め された理想は,ま った くといってよいほど,実 現 しなか ったか らである。 これは挫

折 した提 案書 であ った。博物館 の創設 において,彼 らは,ほ ぼ理想 どお りのζとをや

ってのけた。 しか し,そ の運営 にあたって,彼 らは理想 を達成 できなか った とい うわ

けなのである。

　 さしあた り,か んがえうる理 由は,ま ず財政的な限界 が目にみえていた ところに,

あ った とお もわれ る。 ジ ョージ ・ピーボデ ィーは,将 来,そ の基金を補充 す る意志 を

もっていた といわれる。 ところが アカデ ミーの博物館が開館 したす ぐあ と,1869年11
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図2　 ピーボディー科学アカデミーの成立経過

月 の彼 の死 によって,寄 金 の補給 は,つ いに実現 しなか った。 ピーボデ ィーなきあと,

別 口の資金補給 を期待す ることは,も はや無理 というものであ った。 ジ ョージ ・ピー

ボデ ィーか らの寄金14万 ドルが,こ の機 関の運営 に不充分 な額であ った ことは,す で

に分析 した とお りで ある。 これでは,彼 らの理想的活動の持続は保 障 しがたかった。

　 その限界 が,お そかれ はやかれ,彼 らを ピーボデ ィー科学アカデ ミーか らはなれ さ

せてい く結果 につながったので はないか　 　とい うのが,当 面の筆 者の見解 のひとつ

であ る。

　 したが って,セ ィ ラム学派 の解消 の理由 は,そ の形成 とまった くおな じことなので

あ った。すなわ ち,メ ンバ ーがす ぐれて有 能であ った こと,そ してその学派が ほかな

らぬ セイラムにおいて形成 され たこと,こ のふたつによ って セイ ラム学派 は形成 され1
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そ して同様 の理 由によって消滅 したので ある。

　このことをかんがえ る場合 には,ア カデ ミーをさった彼 らのおお くが,即 座 に,も

しくはやがて大学 に席 をえた とい う事 実の もつ歴史的な意味をあわせて考慮 にいれて

お く必要 がある。 アメ リカにおけ る学 問が,ア カデ ミズムを確立 しつつあ る大 学に場

を うつ しつつ あったという一般 的な動向か ら,彼 らだけが自由であったわ けはなか っ

た[園 田　 n.d.]。 そ のような大学 は,有 能な彼 らをみすててお くはず がな く,ピ ー

ボデ ィー科 学アカデ ミー,ひ いて は,い まや一地方都市で しかなか ったセイラムに,

これ以上,彼 らの才能 をひきとめて お く力 はなか ったのであ る。

　 しか も,時 代は,エ セ ックス研究所 や ピーボデ ィー科学アカデ ミーのよ うな民間 の

研究機関が前衛の役割 をはたす 時期 か ら,大 学 におけるア カデ ミーへ とうつ る・その

端境期 にあったのであ る[潮 木　 1982]。 ひ とりピーボデ ィー科学 アカデ ミーに かぎ

らず,ジ ョージ ・ピーボデ ィーの基金 によ って設立 され た諸機関の おお くが,か な ら

ず しもその後,順 謂な発展を とげない理由 も,民 間の学問 と大学 のアカデ ミズ ムの確

立 という構図のなかで とらえ ることがで きるかも しれ ない。

　 そ して筆者 は,セ イラム学派の栄光 と挫折の歴史的位相 を,そ のあた りにみとめる

のであ る。　 　 だ とすれ ば,セ イラム学派の何年かは,そ れに参加 した若者 たちにと

って青春 の一駒 であったばか りでな く,ひ いて は,ア メ リカの科 学史 におけ る過渡期

の一駒で あ った といって もよか ったのであ る。

　 1881年 夏,日 本 か らかえ ったばか りのモ ースが,ピ ーボデ ィー科 学アカデ ミーに復

帰 し,パ ッカー ドが辞任 して以来 しば らく空席 になっていた博物館長に就任 した。創

設期を おえたアカデ ミーに とっては,あ た らしい時代,す なわ ちモ ースの時代をむか

え る。

　 これ まで のべて きた事実関係 を表示 して,ひ とまず筆 をお さめ る。

付 記

　この研究を公刊するにあたり,ま ず,プ リンス トン大学のマーティン・コルカット教授に心か

らの感謝をささげたい。

　筆者は,1985年8月 より1986年7月 にかけて,プ リンストン大学東洋学部に客員研究員として

滞在する機会にめ ぐまれた。本稿は,ま だ完成していない他の2～3の 原稿とともに,こ の期間

に準備され,執 筆されたものである。プリンス トン大学というゆたかな環境 と1年 間というまと

まった時間がなければ,お そらく本稿は永遠に完成 しなかったにちがいない。この機会は,ほ か

ならぬコルカット教授の御厚意によってあたえられたものであった。コルカット教授には,日 本

における進化論の導入にはたしたモースの業績についての論文があり[COLLCUTT　 1984],筆 者

のモース研究にも,さ まざまな便宜をはかって くださったのである。
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　あわせて筆者は,ピ ーター・フェチコ館長をはじめ,セ イラム ・ピーボディー博物館の方々,

と りわけジャック・セイヤー,桂 子夫妻にお礼をもうしのべなくてはならない。

　プリンス トン滞在中にも何度かセイラムをたずねることがあり,そ のつど御夫妻にお世話にな

った。また,手 紙や電話を通 じて,研 究上の支援や激励をいただいた。筆者のモースへの関心が

セイヤー氏とのであいにはじまることは,す でに別のところでのべたとお りで あるが[守 屋

1985b],そ の ことをおもうにつけ,セ イヤー氏との交流は,本 稿をなすうえでもおおきな力とな

っているのである。

　また,本 稿が活字になるについては,何 人かの方の,お カそえがあった。慶応大学の磯野直秀

教授は,本 稿の草稿に目をとおして くださり,有 益な御教示をあたえられた。にもかかわらず,

その示唆が充分に吸収しきれていないのではないかと,お それる。また,国 立民族学博物館の出

版委員会の垂水稔 ・中山和芳委員は,原 稿をていねいに検討され,不 注意な箇所の指摘をいただ

いたほか,両 委員は題名についても相談にのって くださった。校正に協力してくださったのは,

園 田貴子さんである。ここに,記 して謝意を表するものである。
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